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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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──汝なんじ、我を見いだしたるか、我が敵よ。

（列王紀略上二十一章二十節）






　世に〝リンク〟といえば、ここ、いまはなきオストマルク公国の旧都ヴィエナの中心を円環リング形に取り巻く環かん状じよう道路のことである。

　大昔の城じよう壁へきを取り壊こわし、その跡あと地ちに建設された大通り。そこにはさまざまな官庁、大手の商会やマスコミ、カフェが並び、あたかも貴婦人の指輪に載のった宝玉のようだ。平日であれば役人や勤め人、そしてそれを目当てにした物売りたちの賑にぎわいこのうえない──だが、さすがに休日となれば話は別である。

「うーん、中に人はいないみたいですね……やっぱ、お休みみたいですよ、ユーグさん」

　仕事中毒者の多いゲルマニクスでも、日曜はいちおう休日だ。大通りに人ひと気けはなく、この瀟しよう洒しやなカフェにも、最前より窓まど際ぎわの席を占せん領りようしている二人組の神父以外の客はない。そしてそれは、カフェのはす向かい、左右の建築物に圧あつ迫ぱくされるように立った細長い建物とて例外ではなかった。

　その建物はどこか、奇き妙みような威い圧あつ感かんを醸かもし出していた。

　新古典様式を模も倣ほうしている飾りフア壁サードは陰いん気きで、まるでおとぎ話に出てくる邪じや悪あくな魔ま法ほう使いの棲すみかを彷ほう彿ふつとさせる。壁に空いた無数の窓は街路をじっと見下ろし、あたかも虚うつろな瞳ひとみのようだ。

　その全すべての窓にブラインドが降ろされているのをいちいち双そう眼がん鏡きようで確かく認にんし終わると、アベル・ナイトロードは正面で新聞を拡ひろげている同行者に視線を戻もどした。

「まあ、日曜日ですからね。人がいないのは当たり前なんですが……しかし、仮にもあの連中の根城です。まるっきり留守とは考えられませんねえ」

「番地はあっている。カイザーリンク通り三‐二四──〝智天使ケルビム〟の情報どおりだ」

　のんびり呟つぶやく神父とは対照的に、金きん髪ぱつの若者の表情には陰いん惨さんな翳かげりがたゆたっていた。

　ウェーヴのかかった髪かみの下、北方系の顔は古典彫ちよう刻こくのように整っていたが、翡ひ翠すい色の瞳には暗い炎ほのおが燃えている。瘴しよう気きじみたオーラを纏まとう美び丈じよう夫ふ──ユーグ・ド・ヴァトー神父は、陰いん鬱うつな視線を件くだんの建物に向けると、地じ獄ごくの番犬めいた声を押し出した。

「それに、調査部の事前調査でも、新教皇庁の関係者がたびたびあの建物に出入りしていたのが確認されている。いや、接せつ触しよくしていたのは連中だけじゃない。確認されただけでもエリン独立同盟、クレルモン戒かい律りつ派、カモッラのヴェンディーナ・ファミリー、ミトラ教団……まるで異い端たん結社とテロ組織の見本市だな。間ま違ちがいない。アインヘーレ商会──あれが〝騎士団オルデン〟の隠かくれ蓑みのだ」

「……先走って結論を出すのはどうでしょうね、ユーグさん」

　珍めずらしく窘たしなめるようにアベルは首を振ふった。

　今すぐにでもあの建物に乗り込もうと席を立ちかねぬ同行者の熱気に水をかける。

「今夜にはトレス君たちも合流します。それを待って動いても遅おそくはありませんよ。なにしろ、ここはゲルマニクスなんですからね。慎しん重ちように行動するにこしたことはありません」

「特に国ケー王ニツヒがヴィエナに来ているこの時期にはか……わかっているさ、アベル。俺だって一人で突つっ込んでいったりはしない」

　ルードヴィッヒ二世──〝兇きよう王おう〟として知られるゲルマニクス国主のヴィエナ滞たい在ざいを報じる新聞を細い指で叩たたくと、ユーグは我が身の無力を嘲あざけるように唇くちびるを歪ゆがめた。もっとも、そのような表情をしても、この北国出身の神父はため息がでるほど美しい。ウェイトレスたちの憧どう憬けいと、一いち抹まつの疑ぎ惑わく──休日に男の二人連れがこのようなカフェにやってくるのは珍しい──を横顔に浴びながら、憂ゆう愁しゆうに満ちたため息をつく。

「だが、いまも師匠マスターは集中治ち療りよう室しつから動けない。助かるかどうかの確率は、半々。しかも、助かってもなんらかの障害が残る可能性がある……アベル、俺は奴やつらを許せん」

「お気持ちはわかります。いや、私だって思いは同じですよ……」

　かつては紅茶だったが、十三杯ばいの砂糖が投下されたいまはゲル状の〝なにか〟に成り果てた赤い液体をかき混ぜ、アベルは重いため息をついた。

　一週間前、ミラノとローマを襲おそい、多くの死傷者を出した同時多発襲しゆう撃げき事件──公式発表では新教皇庁残党によるものとされるあの一件では、国務聖省長官であるカテリーナさえ、危あやうく命を落とすところだった。なんとか最悪の事態は避さけられたものの、重要参考人であったアルフォンソ・デステは死亡。重傷を負った〝教授〟は、今もローマで集中治療室にあり、その容態は予断を許さぬ状じよう況きようだ。

　だが、災さい厄やくの渦か中ちゆうで唯ゆい一いつ摑つかむことのできた光明──〝奴ら〟の策源地とおぼしき場所の特定は、Ａｘにとっては大きな収しゆう穫かくだった。

　なにしろ、これまでは手がかりどころか、〝騎士団オルデン〟という名めい称しよう以外はその実態さえろくに知れなかった結社の本ほん拠きよ地ちが、ここヴィエナにあるというのだ。いまはローマにいるカテリーナが色めきたったのも無理はない。

　が、世界で最も美しい枢すう機き卿きようは、同時に最も用心深い策士でもあった。これもまた、奴らの欺デイス瞞インフ情オメー報シヨンかもしれない。ただでさえ、ゲルマニクスは問題の多い軍事国家であり、ヴィエナは十六年前にそのゲルマニクスによって滅ほろぼされたオストマルク公国の旧都だ。そんなところに大規模な人員を差し向ければ、最悪、外交問題になりかねぬ──その可能性を考こう慮りよして、今回は派は遣けん執しつ行こう官かんのみがヴィエナに投入されたのである。

「それで、アベル……いったい、俺たちはいつまでこうしていればいいんだ？」

　几き帳ちよう面めんな手つきで新聞の社会面を拡げながら、剣けん士しは小首を傾かしげた。

「ゲルマニクス王はあと三週間はこの街に滞在するそうだ。慎重に動く必要があるのはわかるが、そんな長く待っていては奴らの逃とう亡ぼうを許しかねない。そうなる前に、何か手を打つ必要があるんじゃないか？」

「いや、実際には何週間も待たなくてもいいと思いますよ」

　ひたすら悲観的な同どう僚りように対し、アベルはことさら能天気に首を振った。今朝方、ミラノを出てくるときに受け取った最新情報を披ひ瀝れきする。

「なんですか、こっちに向かっているトレス君が、なにやらこの国の国家機密を収めたマイクロチップを入手したという話でしてね」

「国家機密？　ゲルマニクスのか？」

「ええ、なんでも国王ルード陛下ヴイツヒが新しい情報機関を設立しようとしている命令書だとか。それを向こうに返へん還かんする代わりに、我々のヴィエナでの活動を黙もく認にんしてもらう──カテリーナさんはそういう腹づもりらしいですよ」

「なるほど……それで、今夜のイクス神父たちとの合流地点をわざわざ国王の予定にあわせたんだな」

　今夜、国王が歌劇場オペラ座に臨席することを報じた新聞をユーグは長い指で弾はじいた。もっとも、すでに復ふく讐しゆうのときを脳のう裏りに思い描えがいているのであろう。窓の外に向けた翠すい瞳とうには、殺気にも似た揺ゆらめきがたゆたっている。

　街路には人気もなく、ただ、大通りの隅すみに置かれたゴミ箱を漁あさっているホームレスがいるだけだ。この分なら、深夜には周囲に人気がなくなるはずだ。あとは当局と話をつければ、かなり派手な騒さわぎになっても巻き添ぞえの心配をせずにすむ──そんな算段を二人の神父がしていたとき。

「……おや？」

　アベルはふと眉まゆをひそめた。

　街路の片隅で、なにやら言い争うような声が聞こえてきたのだ。いや、一方的に威い圧あつするような怒ど鳴なり声だ。そちらに視線を向ければ、カートを押したみすぼらしい人ひと影かげ──最前まで、アインヘーレ商会前のゴミ箱を漁っていたホームレスが、数人の体格のいい男たちに取り囲まれている。男たちはいずれも筋骨たくましいが、いかにもゴロツキめいた凶きよう悪あくな人相の所有者たちだ。それが何のトラブルか、さかんにホームレスをこづいては、彼の押していたカートを蹴け飛とばしているではないか。

「あらら、これは困りましたね」

　たぶん、カートが当たったとかなんとか、くだらない理由で因いん縁ねんをつけているのだろう。対するホームレスは頭からすっぽりと覆おおったフードのせいで容よう貌ぼうこそよく見えなかったが、小こ柄がらで華きや奢しやな感じで、到とう底てい男どもを撒まいて逃にげ延のびることができるとは思えない。

　当然、助けるべきだろうが、いまここでのトラブルは困る──

「さて、困った。これはどうすべきですかね、ユーグさん……あれ？　ユーグさん？」

　対面に目を戻もどしたアベルは、思わず素すっ頓とん狂きような声をあげた。テーブルのうえには丁てい寧ねいに折りたたまれた新聞と飲み差しのモカシユヴ・ブラアルックツアーが湯気をあげていたが、剣士の憂うれいに満ちた顔はどこにもない。慌あわてて視線を巡めぐらせたところで、アベルはいつの間にか店の外に出ていた剣士が飄ひよう々ひようと騒ぎの場所に向けて歩み寄ってゆく姿を見いだした。

「こ、これはまずい……あ、すいません、お勘かん定じようお願いします。それと領収書を。できれば金きん額がく欄らんは白紙で」

　なんとか支し払はらいを済ませたアベルがあたふたとカフェから飛び出してきたとき、同行者はすでに戦場に到達していた。ホームレスをこづき回す男たちのうち、やや離はなれたところにいた背の高い男に声をかけている。

「……おい、そこの」

「あん？」

　憎にく々にくしげに口元を歪ゆがめて答えたのが、男の最さい期ごの言葉になった──いったいどこから取り出したものか、ユーグの手に握にぎられた灰色の鉄棒がコマ落としのように動いたかと思うと、振ふり返った男の鳩みぞ尾おちを軽く突ついたのだ。だが、たったそれだけで不幸な男は白目を剝むいて倒たおれている。

「な、なんだあ、貴様ぁ!?」

「誰だれでもいい。その人から離れろ」

　リーダー格らしい大男が唾つばを飛ばしてくるのに、静かに、しかし断固として命じると、剣けん士しは鉄棒を掌てのひらの中で回転させた。風切る唸うなりに、思わず一歩後ずさった男たちに相変わらず憂いに満ちた口調で告げる。

「無む抵てい抗こうの人間を寄ってたかって制圧するなど、男のすることではない……恥はじを知る気持ちがわずかでもあるのなら、とっとと消えるがいい」

「き、消えろだと!?」

　たちまち倒された仲間の醜しゆう態たいに、男たちも最初は驚おどろいていたようだったが、すぐに自らの数量的優勢を思い出したらしい。生意気な美び丈じよう夫ふと、ようやく領収書を握りしめて追いついてきた銀ぎん髪ぱつの神父を睨にらみ据すえて吠ほえる。

「貴様らァ、民間人の分際で、小官たちの邪じや魔まをするつもりか!?　神父でも容よう赦しやはせんぞ！」

「民間人？　い、いや、小官ですって!?」

　男たちの言葉に、アベルは顔色を変えた。では、このゴロツキみたいな男たちは軍人なのか？　いや、軍人にしては様子がおかしい──

「そうか！　この人たち、ひょっとして……ユ、ユーグさん、いけません！」

　とっさに同僚に釘くぎを刺さそうとしたアベルであったが、タイミングはいま一歩遅おそかった。

　その瞬しゆん間かん、水平方向に旋せん回かいした鉄棒が、摑つかみかかってきた男の脚あしを払はらったのだ。やや太り気味の犠ぎ牲せい者しやは、口から悲鳴とそれ以外のものを撒き散らしてもんどり打った。そのときには、横合いからユーグに殴なぐりかかろうとした別の男は電光のように跳はね上がった蹴けりをまともに顎あごに食らってのけぞっていた。大きく後方にたたらを踏ふむと、騒ぎの中心からやや離れた位置に場所を移していたホームレスのカートを押し潰つぶして倒れる。

「……い!?」

　次の瞬間、丸眼鏡めがねを押し上げて唸ったのはアベルだった。

　別に犠牲者が不可思議な格好で倒れたからでも、とっさにそれを避よけたホームレスのフードが翻ひるがえって、そこから妙みよう齢れいの女の顔が覗のぞいたことに驚いたからでもない。

　石いし畳だたみに横転したカートから転がり出た内容物──なにやら細長い筒つつのような物体を五、六個まとめたオブジェに目を引きつけられたのだ。筒の先に短い糸が突き出しているのは一見、蠟ろう燭そくを思わせたが、むろんあれはそんなのどかなものではない。

「ダ、ダ、ダ、ダイナマイト!?」

「う、動かないで！」

　思わずアベルが目を剝いたのと、女がつぎの入ったコートの下から黒光りする鉄の塊かたまりを取り出したのはほぼ同時だった。曲線と直線で構成された鉄の塊──粗そ末まつな小型サブマシンガンのボルトを慣れた動作で開放しながら、女はなおも叫さけんだ。

「皆みなさん、動かないでくださいませ！　もし、動いたら──」

「ふっ！」

　もし放ほうっておけば、震ふるえる指は引き金を引いていたかもしれない。そうしたら、数人の犠牲者が出たはずだ──だが、そうはならなかった。それまで背中を見せていたユーグが短い呼気とともに、鉄棒を一いつ閃せんしたのだ。まるで後頭部に目がついているとしか思えぬ棒捌さばきで、サブマシンガンを弾はじき飛ばす。

「ユーグさん、ナイスです！」

　いったん高くあがって落ちてきた銃じゆう器きを危なっかしい手つきで受け止めながら、アベルは同どう僚りようの神かみ業わざを讃たたえた。

　それにしても、なぜ、ホームレスがダイナマイトにサブマシンガンのような剣けん吞のんなものを持ち歩いているのか？　いくらゲルマニクスが好戦的な軍事国家でも、これはないのではなかろうか？　まさか、縄なわ張ばりを巡って戦争でも起こす気でもあるまいに……

　アベルの疑念に対する解答は、その直後、低い男の声と無数の軍ぐん靴かの響ひびきによって与あたえられた。

「ようし、そこまでだ！　観念しろ、テロリストども！」

　大きな声があがったかと思うと、そこかしこの路地から、いくつもの人ひと影かげが飛び出してきたのだ。

　ジャーマングレイの軍服に後頭部の膨ふくらんだ鉢はち型の帽ぼう子しは紛まぎれもなく、ゲルマニクス陸軍のものだ。その手に握られた小銃や軍用短サブ機関マシン銃ガンもそうである。だが、いったいなぜ、こんなところに彼らがいるのだ？　それにテロリストとは？

「……レジスタンス〝エーデルワイス〟リーダー、ヴァルトラウテ・フォン・デーニッツならびにその構成員たちだな？」

　低い声でそう唸ったのは、ユーグに脚を払われ、倒たおれていたゴロツキの一人だった。苦しげに脚をひきずりながら立ち上がると、それまでの粗そ野やな口調を生せい硬こうな軍人訛なまりに改めて名乗る。

「我々はゲルマニクス陸軍ミリター憲兵ル・ポ隊リツアイオストマルク連隊の者だ。デーニッツ男だん爵しやく令れい嬢じよう、貴様を国ケー王ニツヒ暗殺未み遂すい容疑で逮たい捕ほする」

「レ、レジスタンス!?　暗殺未遂容疑!?」

　アベルが目を白黒させている間にも、ゴロツキたち──いや、それを装よそおっていた者たちは手て錠じようと身分証を取り出している。逃にげようにも周囲の兵士たちは銃口をこちらに向けて微び動どうだにしない。神父は悲鳴のような声をあげて抗こう議ぎした。

「い、いや、私たち、関係ありません！　ただ、絡からまれていた不幸な女性を救おうとしただけ！　ただの通りすがりのちょっと素す敵てきなナイスガイなんです！　レジスタンスとか、暗殺とか、そんなものとはこれっぽっちも関係ありません！」

「黙だまれ！　貴様たちが、朝から、あのアインヘーレ商会の近くをうろちょろしていたことはわかっているんだ！　ただの神父が、どうしてあの商会の近くをうろついている？　あの商会はな、〝エーデルワイス〟他、オストマルク敗残兵を支し援えんしている、札付きの武器密輸組織なんだぞ！　見苦しい言い訳はするな！」

「……その神父さまのおっしゃっていることは本当よ」

　居い丈たけだかにアベルをはり倒そうとした憲兵に対し、抗こう弁べんしたのは低い女の声だった──後ろ手に手錠をかけられていたホームレスの女が、観念したように呻うめいたのだ。

「その神父さまたちは、組織では見かけたことない顔だわ。それに私、アインヘーレ商会なんて知らない。この爆ばく薬やくだって、よそで手に入れたものよ」

「ふっ、くだらん言い逃のがれを！」

　女の弁護も、憲兵の疑念をますます固めただけのようだった。軍用犬めいたいかつい顔を憎にく々にくしげに歪ゆがめ、三人に顎あごをしゃくる。

「商会がお前たちに武器弾だん薬やくを密ひそかに売っていたのは調べがついているんだ。その受け渡わたしを廃はい品ひん回収という形で偽ぎ装そうしていたのもな……そして、デーニッツ、貴様が現れた。この神父たちは貴様の護衛だろう？」

「……なんのことか、さっぱりだわ」

　短い沈ちん黙もくのあと、女は首を振ふった。歳としの頃ころは二十代も半ばだろうか。やや目が細すぎるのを除けば、かなり美しい部類に入る。それも庶しよ民みんではなく、どこか貴族の気品を感じさせる美び貌ぼうだ。それを頑かたくなに振って抗弁する。

「それに、このヴィエナにはあなたたちゲルマニクスに恨うらみを持っているオストマルクの遺臣は大勢いるわ。こんな頼たよりなさそうな神父たちの手を借りる必要なんてない」

「ふ、それが貴様らの手だ……こういう、一見、どうしようもなくとろそうな連中なら、我々が油断すると思ったのだろうが、甘かったな！　我々は、どんなしようもない相手でも全力で仕留める。油断などしない」

　そういうと、憲兵士官は神父たちに冷たい瞳ひとみを向けた。油断無く小銃をかまえている兵士たちに命じる。

「よし、こいつらは拘こう束そくして憲兵司令部に護送しろ！　あとでたっぷりと尋じん問もんしてやる。それから、残りは俺についてこい。アインヘーレ商会の家宅捜そう索さくだ。国王陛へい下かに弓引く輩やから、社屋に残っている者は全員、拘こう禁きんしろ！」

「了解ヤポール！」

　まるで精密機械のように揃そろった敬礼を返すと、憲兵たちはいっせいに動き始めた。十人ほどの分隊単位に分かれると、それぞれ、例の陰いん気きな建物の四方を取り囲む。裏口の方にも人数が回っているに違ちがいない。それは、いましも魔ま法ほう使いの塔とうに焼き討ちをかけようとする騎き士したちの姿にも見えた。

「ちょっと、これはとんでもないことになってしまいましたねえ……」

　半ば呆ぼう然ぜんと、アベルはため息をついた。手錠を手にじりじりと迫せまってくる憲兵たちからあとずさりながら、隣となりで昏くらい翠すい眼がんを光らせている同僚に囁ささやく。

「これはどうしたもんでしょうかね、ユーグさん？　さすがにこの人数相手じゃ、逃げられませんよ」

「でもない」

　細めた眼めで包囲陣じんの人数と装備を確かく認にんしながら、剣けん士しは陰気に首を振った。

「この程度の奴やつらなら、逃とう走そうは可能だ。だが、そうなった場合、今夜にも国王と話をつけるという例の話が……む？」

　陰気な口調でぼやいていたユーグの表情が急に引き締しまった。犬笛を聞きつけた猟りよう犬けんのように、顔を空に向ける。

「どうしました、ユーグさん？　おかしな顔をして……なにか気になることでも？」

「いや、いま、何か聞こえなかったか？　オルガンのような音が……」

「……音？」

　剣士の言葉に、再度アベルは訝いぶかしげな顔になった。小春日和びより、昼下がりののどかな青空が頭上には広がっている。これで周りに無ぶ粋すいな武装者の群れがいるのでなければ、それこそ仕事をさぼってピクニックにでも出かけたくなるようないい天気だ。だが、オルガンの音などどこからも聞こえない。

「いいえ、別に何も聞こえませんけど……」

「そうか。気のせいだったか……いや、待て！　なんだ、この音は!?」

　ユーグが呻いたときには、その〝音〟は確かにアベルの鼓こ膜まくにも届いていた。低い、遠えん雷らいを思わせるような重低音。だが、雷かみなりなどではない。音は、足下から聞こえてくる。

「な、なに、これ？　地じ震しん!?」

「な、なんだ、何が起こっている!?」

　そして、〝音〟が聞こえたのは神父たちだけではなかったらしい。向こうで手て錠じようをかけられていた女と憲兵たちの間からも驚きよう愕がくの声があがった。そしてそのときには、うねるような空気の流れが、はっきりと顔の皮ひ膚ふに感じられる。思わず吐はき気をもよおすような不快な風が渦うずを巻き、潮流となって、一カ所に注ぎ込む。その先にあったのは──

「お、おい、あれを見ろ！」

　憲兵の悲鳴に思わず視線をあげた二人の神父は、その場で息を吞のむこととなった。

　雪崩なだれにも匹ひつ敵てきする轟ごう音おんと盛大な土つち埃ぼこりが眼前で噴ふき上がっていた。いや、それだけではない。白い埃のスクリーンの向こうで、背の高い建物のシルエットがゆっくりとその輪りん郭かくを歪ませているではないか。それはあたかも、塩の柱が崩くずれてゆくようにも見えた。

「ア、アインヘーレ商会が……」

　朽くち木のように倒とう壊かいしてゆく巨きよ影えいを前に、アベルは呆然と呻くことしかできなかった。
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「ようこそヴィエナへ、〝魔ま術じゆつ師し〟殿どの」

　ヴィエナ市中央駅──北方ゲルマニクス方面から入ってくる鉄道と、東方イシュトヴァーン方面に出て行く路線の結節点となっている中継ジヤンク駅シヨンだ。古くは〝大アル災マゲ厄ドン〟の遥はるか以前から東西交通の要よう衝しようであったこの都は人の出入りが激しく、駅舎もかなりの規模を有する。

　だがこの日、日にち没ぼつ後もほどない時刻にそのユーバー・ベルリン発の特急列車が停とまったホームは、駅から一番のはずれ、ごく目立たない場所にあった。列車から降りてきた乗客もたった二人だけ──その一方、黒い、喪も服ふくじみたスーツの紳しん士しに向けて、出で迎むかえに来ていた長い髪かみの貴婦人は婉えん然ぜんと微笑ほほえみかけた。

「長旅、お疲つかれでありましたな。しかし、〝魔術師〟殿がこのような下々の者と同じ交通機関でいらっしゃられるとは少々、意外でありました。てっきり、我が城に直接いらっしゃられるものと思っておりましたゆえ」

「私の〝影かげ〟にはいろいろと制約が多いのですよ、伯爵グレー夫人フイン」

　タラップからホームへと降り立った黒ずくめの紳士は慇いん懃ぎんに答えると、細葉巻シガリロに火を点じた。貴婦人が従えてきた侍女メイドたちが客車から荷物を運び出しているのを光らぬ目で眺ながめながら、軽く紫し煙えんを吐き出す。

「いつでも使用できるとは限らないうえに、いろいろと消しよう耗もうしましてね……原則、このような交通機関を使用する方が効率がいいのです。それに、旅とは風ふ情ぜいのあるものですしね」

「なにが風情だか……単純に君の趣しゆ味みの問題だろ、〝魔術師〟？　だいたい、君が妙みような収集癖へきなんか持ち出すから、こんな面めん倒どうくさいことになっちゃったんじゃないか」

　いかにも風ふう雅がに答えていた紳士を真っ向から斬きって捨てたのは、その同行者だった。長いこと列車の中にあって疲れたのだろうか。コート姿の若者は美び貌ぼうをさも大げさにしかめると、腰こしに手をあてた。

「さすがに八時間も座りっぱなしはきつかったな……今夜はシャワーでも浴びて、さっさと休みたいね」

「おや、〝人形使い〟殿はお疲れですか？　よろしゅうございますとも。それでは、とりあえず空港の方へ参りましょうか」

　ぶつぶつと不平を並べている若者に対し、貴婦人はくすりと唇くちびるをほころばせた。さっきから黙だまったまま背後に控ひかえている水色の髪の青年に顎あごをしゃくる一方、客人たちに告げる。

「荷物はメルキオールに任せ、お二人は妾わらわと一いつ緒しよに空港へ……なにしろ、ご存じのとおり、車では我が〝塔とう〟へは行き着けませぬ。ご面倒とは思いますが、どうか、いましばらくは我が慢まんしてたもれ」
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「ああ、少々お待ちあれ、伯爵夫人。あなたの〝塔〟にお邪じや魔まするその前に……」

　まだ半分以上残っている細葉巻をホームに落とすと、〝魔術師〟は急に誰だれかを捜さがすような顔になった。吸い殻がらを踏ふみにじりながら、貴婦人の背後にいる青年に死んだ魚のような瞳ひとみを向ける。

「ここにいらっしゃるのはメルキオール卿きようだけでしょうか？　他ほかのノイマン兄弟は？」

「〝百貌フンデルのトゲ王シユヒト〟ならば、いまはまだローマに残っておりますが」

　澄すました顔で貴婦人は答えた。質問の意図は十分に心得ておりながら、わざと見当違ちがいの回答を与あたえる。

「潜せん伏ぷくは彼の得意とするところですから。いまはローマで、教ヴア皇チ庁カンの出方を窺うかがわせておるところです」

「いえ、うかがいたいのはカスパール卿の動静ではありません……」

　ほんのわずかながら、もどかしげな響ひびきが、〝魔術師〟の声に籠こもった。彼ら以外の人ひと影かげのないホームを眺め回しながら問う。

「バルタザール卿はどちらにおいでです？　もう、ミラノから帰ってきておられるとうかがいましたが？」

「ああ、〝毒バズ竜のイリ王スク〟ですか。彼ならば──」

　青い夜空には研といだような三日月がかかっている。その細い光がホームに穿うがった自分自身の影を見下ろしながら、貴婦人は気のない口調で応じた。

「彼ならば、ここにはおりません。彼はいま、市内におります」

「ほう、市内に？」

　にわかに固い響きが〝魔術師〟の声に籠った。

　それも無理あるまい。そもそもが、あの〝毒竜の王〟が携たずさえ帰った重大情報とやらに関心があったがゆえに、アルビオンで進行中だった作戦を一時凍とう結けつまでして、ロンディニウムから、このヴィエナへとやってきたのだ。それなのに、当人は市内で遊んでいるという。彼ならずとも、表情が硬かたくなるのは無理からぬところだ。

「さて、これは困りましたね……私が今夕到とう着ちやくいたしますことは、すでに通達していたと思いましたが？　礼節を弁わきまえられたバルタザール卿にしては、少々、意外な気がいたします」

「ああ、申し訳ございませぬ……」

　珍めずらしく不快げな〝魔術師〟の抗こう議ぎに、内心の嗤し笑しようを押し隠かくすのに苦労しながら、貴婦人は応じた。

「ご不快に思われたのであれば、お許したも。実はこのヴィエナに少々、厄やつ介かいな者たちが紛まぎれ込んで来ましてな。大事になる前にということで、妾が彼に駆く除じよを頼たのんだのです。咎とがは妾にあります。どうか、バルタザール卿をお責めにならぬよう」

「厄介な者？」

　慎しん重ちように言葉を選んだ貴婦人の努力は正しく報むくわれた──〝魔ま術じゆつ師し〟が光らない瞳を訝いぶかしげに転じたのだ。まるで心当たりでもあるかのように問いただす。

「伯はく爵しやく夫人、その〝厄介な者〟とはまさか……」

「ああ、〝魔術師〟殿どのもよくご存じの者でございますよ……教皇庁のアベル・ナイトロード」

　その名前を耳にしたときも〝魔術師〟の表情は変わらなかった。しかしその手がぴくりと震ふるえたのを細めた目の奥から確かく認にんして、貴婦人──〝氷の魔女〟は内心でほくそ笑んだ。まるで、ネズミをいたぶる猫ねこのように〝魔術師〟を言葉の罠わなへと誘さそう。

「実は、先日の〝鳥オペラ籠ツイオ作ン・ケ戦ーフイヒ〟の関係で、派は遣けん執しつ行こう官かんが数名、このヴィエナに潜もぐり込んできておりましてな。バルタザール卿はそれを駆除に参りました……そう、確か、今夜はオペラ座に派遣執行官が現れるとか申しておりましたな。今いま頃ごろはすでに現地に到着していることでありましょう。今夜半には、派遣執行官どもの素っ首をお目にかけられようかと」

「そうですか……」

〝魔女〟の長い解説に、〝魔術師〟は無表情に聞き入っていた。が、次に頷うなずいたときには手て袋ぶくろに描えがかれた五ご芒ぼう星せいが早くもほのかな光を放ち始めている。

「まことに申し訳ございませんが、伯爵夫人。私はこれから行くところができました。よろしかったら、〝人形使い〟を連れて、先に〝塔〟へお戻もどりいただけませんか？」

「はて、それはかまいませぬが……こんな時間にどちらへ？」

「バルタザール卿のところへ……〝塔〟にお邪魔する前に、例の話を卿にうかがっておきたいと思いまして」

　そう答えたときには、黒衣の男は徐じよ々じよに身長を縮めつつあった。いや、違う。銀月がホームに穿った彼自身の影かげ。そこに〝魔術師〟は足先から吞のみ込まれていっているのだ。

〝影〟──量子世界に穿たれたワームホールを半ばくぐりながら、男はなおもゆったりと言葉を継ついだ。

「それと派遣執行官たちの様子も見てみたい。〝鳥籠〟が彼らにどの程度の打だ撃げきを与えたのか、この目で確認したいのです……まことに不ぶ躾しつけですが、ご容よう赦しや頂きたく」

「さて、それはかまいませんが……」

　いっそあどけないほどに無む邪じや気きな表情を〝魔女〟は作った。すでに下半身を〝影〟に吞み込まれている紳しん士しに丁重に声をかける。

「御おん身み単お独ひとりでだいじょうぶですかな？　メルキオールをお付けしましょうか？」

「いや、けっこう。独りの方が速い──」

　そう答えたときには、〝魔術師〟の姿はほぼ完全に己おのれ自身の影に沈しずみ込みつつあった。夜よりなお黒い闇やみに没ぼつしながら、〝魔術師〟は恭うやうやしい表情を保った〝魔女〟に告げた。

「バルタザール卿とのお話が済み次し第だい、〝塔とう〟には直接うかがいます。それから、ゆっくりと種々の報告をお聞かせください。こちらからの通達は〝人形使い〟がお伝えしますでしょう……」

　次第に遠ざかってゆく声がついにかすれて途と絶だえたときには、月光に照らされたホームから、黒ずくめの紳士の姿は完全に消失していた。ただ、コンクリートの床ゆかにほのかに黒い染しみが広がっていたが、それもすぐに薄うすれ去ってしまう。

　それを確認して、

「……ふん、慌あわてておるわ、〝魔術師〟め」

　それまで、恭きよう謙けんな微び笑しようを作っていた貴婦人の唇くちびるが毒々しい笑声を吐はき出した。不ふ吉きつな冷たい三日月を作ると、消えた男の影を追って毒づく。

「泡あわを食っておった……そんなに〝弟君〟とやらが大切かや？」

「ま、仕方ないよ。彼にとって、アベル・ナイトロードとやらは、世界で二番目に大切な存在だからね」

　面めん倒どうくさげな声は、それまで我関せずと会話から顔を背そむけていたコートの若者だった。悪魔じみた美び貌ぼうにかかった前まえ髪がみを煩わずらわしげにはね除のけながら、面おも白しろくもなさげに呟つぶやく。

「彼がこの世で大切に思っているのは、あの方だけだけど、その方が〝弟君〟に執しゆう着ちやくしてるんだもの……慌てるのも無理はないさ」

「しゃッ！　その〝弟君〟とやらに、我が君は昔、酷ひどい仕打ちを受けたというではないか！」

　毒どく蛇じやが毒液を吐き出すときのような呼気を貴婦人は発した。険を溜ためた瞳ひとみで〝魔術師〟が消えたあたりを睨にらみつける。

「いくら、我が君のお望みとはいえ、そのような不届き者をお側そばに呼ぼうとするとは……そのような愚ぐ行こう、たとえ我が君が望まれようと、この妾わらわが許さぬわ！」

「ま、僕は誰だれが何をしようとかまわない。ただ、最近の彼の仕事ぶりは、確かにちょっと鼻につくよね……ああ、そうだ。ところで、伯爵夫人？　約束どおり、この旅の間に彼の〝魔術〟に手を打っておいたよ。彼の脳内制せい御ぎよチップにこいつを潜り込ませておいた」

　そう言った〝人形使い〟の手元で何かが光った。糸──細い、髪の毛のように長い糸が、月の光を浴びてかすかに輝かがやいたのだ。

「こいつは特とく殊しゆな〝糸〟でね。脳のう細さい胞ぼうを含ふくむ彼の生体組織には何の影えい響きようも与あたえない。ただ彼のチップ──遺失ロスト技テクノ術ロジー兵器の起動システムだけをハッキングして、使用不可能にするツールなんだ……そうだな、あと半時間もすれば、ハッキングは終わると思う。そうしたら、〝影〟に限らず、彼ご自じ慢まんの〝魔術〟そのものがいっさい使えなくなってしまうだろう。そう、彼は〝魔術師〟からただの人に成り下がるのさ」

「……ほう、それは面白い」

　舌なめずりせんばかりの表情になって、〝魔女〟は唇を割った。最前までの怒いかりの気配を嘲ちよう弄ろうに変えて笑う。

「〝魔術〟が使えねば、あんな男など、そこらの民たみ草くさと変わらぬ。バルタザール卿きようの敵ではなかろう……ようやってくれたの」

「なに、僕としても、彼はいまのうちに潰つぶしておきたい存在だからね」

　軽い手首の一ひと振ふりで、〝糸〟を収納すると、美貌の悪あく魔まはぺろっと舌を出した。

「あの男はまるっきりの趣しゆ味みで〝騎士団オルデン〟を牛ぎゆう耳じっている。このままだと、僕らもどっちに引っ張っていかれるかわかったもんじゃない……その前になんとか手を打たないとね」

「あやつを排はい除じよした暁あかつきには……」

　ここにはいない男の陰かげ口ぐちを実に楽しげに叩たたいている若者に、貴婦人はねぎらうような声をかけた。腰こしの小杖ワンドを指先に弄いらいつつ、こちらも舌なめずりせんばかりにほくそ笑む。

「我が君のご裁下を得たうえで、〝騎士団〟の運営についても改善しよう。いまのように、とにかく何を為なすにも〝魔術師〟の了りよう解かいが必要な状じよう況きようでは、我ら〝騎士団〟、何のために集つどっておるのかわからぬわ！」

「あのさ、未来に思いを馳はせるのはいいんだけどさ……オタク、そんなにお気楽でいいのかな、伯はく爵しやく夫人？」

〝魔女〟の歓かん喜きに水を差すような声は、〝人形使い〟のものではなかった。

　二人からやや離はなれたところで、侍女メイドたちが荷物を運ぶのを見守っていた水色の髪の青年が、面白くもない顔で振ふり返ったのだ。

　青年は〝人形使い〟の美貌に意味ありげな目を向けると、けだるげに口を開いた。

「伯爵夫人、あんまりその短テ生ラ種ンを信用しない方がいいと思うよ……そいつ、自分が楽しめれば裏切りだってなんだってやる奴だ。油断してると、今度は自分が脚あしをすくわれる番じゃない？」

「……それ、どういう意味だい、〝傀儡ピグマの王リオン〟？」

　いかにも無気力な口調でぼそぼそと呟いた青年を、美貌の若者はかすかに細めた目で見やった。指先を微び妙みように動かしながら、どこか挑ちよう発はつ的に尋たずねる。

「それって僕の仕事が信用できないってこと？　君、僕にいちゃもんをつけてるの？」

「いつボクがオタクの仕事に文句をつけたよ？　ボクはオタクの人ひと柄がらが信用できないって言ってるわけよ、〝人形使い〟」

　挑ちよう戦せん的に顎あごを上げた若者とは目を合わせないよう視線を逸そらしながら、メルキオール・フォン・ノイマン──〝傀儡の王〟は言葉だけは強気に答えた。荷物を運んでいるメイドたちの作業を確かく認にんするふりをしながら、横顔でぼそぼそと応じる。

「〝人形使い〟、オタク、本当に〝魔術師〟を裏切ってんの？　そう見せかけて、実はコッチを騙だましてんじゃないの？　ボクとしちゃ、オタクがこっちに味方するってこと自体が信用できないんだけど？」

「……メルキオール、控ひかえよ」

　誰に話しかけているのか、それとも独り言なのか、ぼそぼそと抑よく揚ようのない声で呟いている長生種メトセラを〝魔女〟が制した。目に見えない火花を散らしている双そう方ほうの顔を潰すまいとするかのように割ってはいる。

「〝人形使い〟殿どのは今回、〝魔術師〟に愛あい想そを尽つかされて、妾らに手をお貸しくださるのじゃ。彼のことは妾が保証する。彼を疑うは妾を疑うも同じぞ……ああ、〝人形使い〟殿、〝傀儡の王〟のご無礼については、妾がお詫わびいたしましょう。どうか、許してたもれ」

　そう言って、不満顔のメルキオールを鋭するどい視線だけで制すると、一転、〝魔女〟は沈ちん黙もくしたままの若者に微笑ほほえみかけた。駅舎の外に停とめたリムジンに顎をしゃくって告げる。

「さ、とりあえずは〝塔とう〟でゆるりとされよ。美酒でも傾かたむけて、〝毒竜の王〟の帰りをゆっくり待つとしましょうぞ」




　　　　Ⅱ




「おお主よ、いったい私、なんだってこんなところに閉じこめられているんでしょう？」

　太い鉄てつ格ごう子しを両手に握にぎって、銀ぎん髪ぱつの神父はえぐえぐとべそをかいた。その姿はどこか、動物園のゴリラを彷ほう彿ふつとさせるものだ。

「不ふ肖しようアベル・ナイトロード、Ｂ型乙おと女め座ざ。これまでの人生はたとえ貧しくとも、清く正しく健けな気げに生きて参りました。それがこうして警察のお世話になる日が来ようとは……これも何かの試練なのでしょうか？　はっ！　まさか先日、餓が死ししかけていたときにお供えのパンを一切れ頂いてしまったことにお怒りでわ!?」

「……アベル、君は一つ誤解している。ここは警察じゃあない」

　涙なみだと鼻水を盛大に垂れ流している神父に声をかけたのは、もう一人の神父だった。硬かたいリノリウムの床ゆかに寝ね転ころがったまま、面おも白しろくもなさげに相手の発言を訂てい正せいする。

「連中は軍の憲ミリター兵ル・ポ隊リツアイだ。普ふ通つうの市ポリツ警アイとはまた別ものだよ」

「そんなこと、ユーグさんに言われなくたってわかってますよぅ！　私はただ、どうして憲兵さんなんかにとっ捕つかまえられなくちゃいけないのか知りたいんです！」

　首がはずれそうな勢いで振り返ると、アベルは美び丈じよう夫ふに怒ど鳴なった。涙で床にのの字を書きながら、明るい未来予想図を描えがき始める。

「ああ、どうせこれからまた、とんでもないことされるんだ。唐とう辛がら子しのジャムを口に塗ぬられたり、足の裏を山や羊ぎに舐なめられたりして、ひどい拷ごう問もんを受けるんだ……」

「まあ、その程度で済めばいいがな」

　ふだんから、ストイックな生活を送っているお陰かげで、牢ろう獄ごくの居住性の悪さも気にならないのだろう。ユーグの涼すずしい顔は変わらなかった。寝ね返がえりを打つと、まるで他ひ人と事ごとのように予想を開かい陳ちんする。

「ゲルマニクスの憲兵隊は荒あらっぽいので有名だ。爪つめを剝はがされたり、腕うでを切り落とされたりする程度で済めば、まあ儲もうけものか」

「儲けものって……なんだってユーグさん、あなた、そんなに余よ裕ゆうこいてんですか！　わかってます!?　ごーもんですよ、ごーもん！　全身にコールタール塗られてガチョウの羽根を突つき刺さされたり、耳元でガラスをひっかく音を延々聞かされたりするんですよ！　どうして、そんな爽さわやかな顔してられるんですか！……はっ!?　まさか、ユーグさん、そちらのご趣しゆ味みが？」

「妙みような想像はやめてくれ、神父アベル。君と違ちがって、俺にはおかしな趣味はない……それより忘れたのか？　今夜には神父トレスたちが、ヴィエナに到とう着ちやくするのだろう？」

　疑ぎ惑わくまみれの視線をほっそりした手を振ふって払はらいのけながら、ユーグは半身を起こした。鉄格子の嵌はまった窓の向こう──人ひと気けのない〝リンク〟の石いし畳だたみを見下ろして付け加える。

「そして、今回の任務について、ゲルマニクス王に協力を求める──そうしたら、俺たちも身分を明かすことができる。晴れて自由の身じゃないか」

「あ、そうか」

　ここにいない仲間たちのことを、すっかり忘れていた──そんな顔でアベルは手を打った。一転、お気楽な顔になってそっくり返る。

「そうですよね！　トレス君たちがもうすぐ来てくれるんですよね！　なーんだ、楽勝じゃないですか！　心配して損しましたよ、あははー」

「まあ、その前に拷問を受けて、指の一本ぐらいは無くしてしまうかもしれないが」

「誰だれか、たあすけてえっ！」

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かに神父の悲鳴が反はん響きようしたが、それに応こたえて救いの手が現れる気配はなかった。どうやら、今日は天国の主も休日らしい。

「私、まだ、心残りがいっぱいあるんですうっ！　スペイン広場のピザ屋さん制せい覇ははまだ終わってないし、家庭菜園の再建もやり残してるし、コッポラさんの店のクーポン券なんてあとたった三点貯ためればフライパンがもらえるところまで来ているんです。そうしたら、お鍋なべで目玉焼き作ることもなくなるっていうのに……ああ、まだ死にたくなあいっ！」

「……ちょっと、うるさいですよ、神父さま」

　およそ聖職者にあるまじき破は滅めつ的欲求を口走っている神父に、煩わずらわしげな声がかかった──それまで、隅すみで毛布をかぶって寝ねていた第三の人物が起きあがると、寝起き独特の不ふ機き嫌げんな口調で抗こう議ぎを始めたのだ。

「私、これでも寝やすんでいるところなんですの。あまり騒さわがないでいただけません？」

「す、すいません、忘れていました……」

　高飛車な調子で詰なじられ、アベルは雷かみなりに打たれたように首をすくめた。毛布から優ゆう雅がに起き出した娘むすめに感心したような、あるいは機嫌をとるようなおどおどとした声をかける。

「しかし、余裕ですね、お嬢フロイさんライン。憲兵に捕まっていながら、そんなに寝てられるなんて。すごい度胸だなあ……ええっと、ヴァルトラウテさんっておっしゃいましたか？　あなた、拷問が怖こわくないんですか？」

「別に……その前に、きっと仲間が助けに来てくれますもの」

　平然と娘──ヴァルトラウテは首を振った。まるで目の前にその仲間が来ているかのように安心しきった顔で笑う。

「このヴィエナは私たちの庭です。この街にいる限り、私に危害が及およぶことはないんです」

「はて、仲間とおっしゃいますと……」

「さっき、耳にしたでしょう？　〝エーデルワイス〟って」

　娘は長い金きん髪ぱつをたくしあげると、耳を見せた。小さな白い花を意い匠しよう化したピアスが耳たぶを飾かざっている。

「正確には〝エーデルワイス挺てい身しん隊〟といいます──ゲルマニクスの横暴に対たい抗こうしようという志ある者たちの集まりですわ」

「エーデルワイス……聞いたことがある」

　娘が口にした雅みやびな名前に目を細めたのはユーグだった。顎あごを撫なでながら、知識を掘ほり起こすように首を傾かしげる。

「確か、オストマルクの元軍関係者や旧貴族の子弟が集まって作った秘密結社じゃなかったか？　なるほど、それで〟騎士オルデ……アインヘーレ商会と繫つながっていたわけか」

「よろしければもっと格調高く〝レジスタンス〟と呼んでいただけますかしら、お美しい神父さま？　私たち、秘密結社のようないかがわしい集団ではありませんことよ」

　わずかに傷ついたようにヴァルトラウテは唇くちびるを尖とがらせた。言われてみれば、この高飛車さは貴族独特のものだ。きちんと正座して拝はい聴ちようしている銀ぎん髪ぱつの神父のために、丁てい寧ねいに解説を加える。

「アインヘーレ商会の会長、フォーゲルワイデ伯はく爵しやく夫人は私の父、デーニッツ空軍提てい督とくの友人なんです。十六年前、父は祖国と運命を共にしましたけれど、伯爵夫人はうまく占せん領りよう軍に取り入って、会社を起こしたのです……来きたるべき、再起のときに賭かけてね」

「フォーゲルワイデ伯爵夫人……ははあ、では、その方があなたたちにいろいろと武器や物資を供きよう与よされていたわけですね？」

　貴族令れい嬢じようにして反逆者の言葉にアベルはさも感心したように手を打った。それから、何気ない口調で尋たずねる。

「ところで、ヴァルトラウテさん。その商会で〝サイレント・ノイズ〟って言葉を聞いた覚えはありませんか？　あるいは〝沈ちん黙もくの声〟というのは？」

「さいれんと・のいず？」

　辿たど々たどしく繰くり返すと、ヴァルトラウテは小首を傾げた。

「なんですの、それは？　そんなもの、聞いた覚えはありませんけど……それがどうかしたんですか？」

「あ、いや、ご存じないならいいんです……」

　それ以上は追及せず、アベルは娘の反問を能天気に笑ってはぐらかした。だが、その内心は表情ほど穏おだやかなものではない。

　さきほどのアインヘーレ商会の一件──あの奇き妙みような倒とう壊かいの仕方には見覚えがある。そして、もしあれが思っているとおりのものだとしたら、あの〝化け物〟がこのヴィエナのどこかに設置されていることになる。とすればいま、この街で下手な動きを見せては最悪の結果に繫がりかねない……

「ところで、神父さま方、今度はこちらが質問させていただいてもよろしいかしら？」

　やや甲かん高だかい女の声が、忌いまわしい記き憶おくを再生していたアベルの思考を遮さえぎった。赤みがかった金髪をうなじでまとめていたヴァルトラウテが、どこか疑わしげな視線を神父たちに向けたのだ。

「あなた方は、いったい何者でいらっしゃるの？　どう見ても、ただの巡じゆん回かい神父には見えないけれど……商会のことを調べてらっしゃったわね？　何の目的でヴィエナにいらしたの？」

「……異い端たん結社の調査だ、マドモアゼル」

　言い訳を考えようとしていたアベルの機先を制して、剣けん士しが口を開いた。あらかじめ考えておいたらしい。でたらめなプロフィールを生き真ま面じ目めな口調で並べ立てる。

「我々は教理聖省のスタッフでね。最近、フランク王国で爆ばく弾だんテロを起こしたクレルモン戒かい律りつ派と呼ばれる異端たちについてはご存じか？　彼らが武器を手に入れたルートが、ここに繫がっていると聞いて調べにきた」

「異端たちが爆弾をここで入手したと？」

　恐おそろしげにヴァルトラウテは眉まゆをひそめた。自分は大量のダイナマイトを持ち歩いていたくせに、よそのグループのテロ活動には嫌けん悪お感があるらしい。

「でも、アインヘーレ商会は無関係ですわよ。伯爵夫人は、あくまでオストマルクの再独立のために戦っていらっしゃるのであって、そんな異端に武器を横流しすることなど──」

「ありえない、そうおっしゃるのかな、フロイライン？」

　知人を庇かばおうとする娘むすめを遮った声は、陰いん惨さんな響ひびきを帯びていた。振ふり返れば、数名の武装兵を率いた憲兵士官が、獄ごく舎しやに入ってきたところだ。部下に鍵かぎを開けさせ、牢ろう内に入ってきた士官の軍用犬めいたいかつい顔は、最前、ユーグに脚あしを払はらわれて転てん倒とうしたあの男のものだ。

「だが、あのアインヘーレ商会についてはいろいろと良くない噂うわさを聞いていてね。君たち反逆者以外にも、多くのテロ組織に武器弾だん薬やくや資金、そして情報を流していたらしい……ああ、名乗るのが遅おそくなってしまった。ゲルマニクス第二十一憲兵中隊のマウリッツ中ちゆう尉いだ。以後、見知りおいてくれたまえ」

「ええっと中尉、その、私たちの間には不幸な誤解があったと思うんですよ」

　上品さを装よそおっているが、およそ品性にも人間性にも乏とぼしい表情の男に向けて、アベルはへこへこと揉もみ手した。見えない尻尾しつぽをちぎれんばかりに振りながら、釈しやく明めいに努める。

「実は私たち、このヴィエナ司教区を内ない偵てい中の教理聖省のスタッフでしてね……仕事の最中、たまたま、今回のトラブルに巻き込まれただけのただの神父なんです。神に誓ちかって、怪あやしいことなんてしてませんから」

「……ただの神父が、どうしてこんな物ぶつ騒そうな物を持ち歩いておられるのかな？」

　懸けん命めいに媚び態たいを示す神父の前に突つきつけられたのは、旧式の回転拳けん銃じゆうだった。さらにマウリッツの手にはユーグの鉄棒も握にぎられている。

「仕し込こみ杖づえに銃……聖職者としては、いささか物騒な小道具ではありませんかな？」

「え、ええっとそれはですね……」

　アベルは困こん惑わく気味に頭を搔かいた。

　なにぶん、国王との接せつ触しよくは今夜だ。あるいは、トレスたちはすでにヴィエナ入りしているかもしれないが、まだ話はついていないだろう。いまこの時点で、身分を明かすのはリスクが大きすぎる──どこから〝奴やつら〟の耳に入るか知れたものではない。

　さて、なんと言ってごまかしたものか、アベルが悩なやんでいたとき。

「……ん、なんだ？」

　訝いぶかしげな男の声が、一同の注意をひきつけた。それまで、他人のような顔をして壁かべにもたれていたユーグが、獲え物ものの接近を嗅かぎつけた肉にく食しよく獣じゆうのような顔になって視線をあげたのだ。だが、その瞳ひとみの先にあるのは低い天てん井じようだけで、そこには薄うす暗ぐらいガス灯が頼たよりなく瞬またたいているのを除けば何も見あたらない。

「どうしました、ユーグさん？」

「はて、どうしたのかね、神父？」

　とりあえず注意を引いて話題をごまかそうというのだろうが、そんな手にはひっかかるか──余よ裕ゆうたっぷりにマウリッツが苦く笑しようしたそのとき。

「危ない、伏ふせろ！」

　しなやかに身を翻ひるがえしたユーグの長身が傍かたわらのヴァルトラウテを押し倒たおして床ゆかに転がったのと、甲高い、悲鳴のような音が天井越ごしに響き渡わたったのはほぼ同時だった。

　そして、異音の正体が迫はく撃げき砲ほう弾だんの落下音だと悟さとった者がこの中に何人いただろう──次の瞬しゆん間かん、思わず上方を仰あおぎ見た一同の目の前で、天井が大音おん響きようとともに炸さく裂れつしている。

「な、何事だっ!?」

　獄舎を襲おそった地じ震しんのように激しい振しん動どうの中、ばらばらと落ちてくる瓦が礫れきから頭を庇いながら憲兵たちが悲鳴をあげた。中でもマウリッツはひときわ見苦しく怒ど声せいを放っている。

「い、いったいこれはなんだ……何が起こった!?」

「ちゅ、中ちゆう尉い殿どの、あれを！」

　上官の怒声に応じて、憲兵の一人が壁を指さした。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げきで崩くずれ落ちた壁の向こう、人ひと気けのない〝リンク〟の石いし畳だたみのうえに、黒々とした巨きよ影えいが蟠わだかまっている。まるで聖書に出てくる地の獣ベヘモトのような巨体をぶ厚い装そう甲こうで鎧よろった自動車──軍用六輪装甲車の車体上部に据すえ付けられた旋せん回かい式迫はく撃げき砲ほう塔とうの砲口からは、いまだ薄うすい煙けむりが上がっていた。

「ゆ、友軍の装甲車だと……い、いったい何のつもりだ、あれは!?」

「わ、わかりません！　市街演習の予定など、連れん絡らくは受けておりませんが……」

　憲兵たちが騒さわいでいる間にも、当の装甲車は再び砲塔を回転させている。再度、低い音があがったかと思うと、今度は一階の方から鈍にぶい地じ響ひびきの音が聞こえてきた。

「──いまです、ユーグさん！」

　階下から聞こえてきた悲鳴に顔をしかめながら、それでも素早くアベルは傍らの剣けん士しに囁ささやいた。

「何が起こっているか知りませんが……とりあえず、失礼しちゃいましょう！」

「心得た」

　頷うなずいたときには、剣士の体は滑すべるように動いている。はっとマウリッツが振り返ったときにはすでに遅い。まるで優ゆう雅がな舞まいのようにユーグの右手が旋回するや、憲兵中尉の体は無様な悲鳴をあげて一転、床に叩たたきつけられている。

「アベル、君のだ」

　声とともに投じられた旧式回転拳銃が、ぴったりアベルの手中に収まったときには、剣士は流れるような脚あし捌さばきで前進していた。慌あわてて銃口を上げようとした憲兵たちの間を、例の鉄棒片手にするりと通り抜ぬける──その直後、八人の憲兵たちは一人の例外もなく、床に昏こん倒とうしていた。
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「安心しろ、峰みね打うちだ」

　低く呟つぶやいた剣士の手元で、ぱちりと音が鳴った。常人の目にはいつ抜ばつ刀とうしたかさえわからなかったろう。白はく刃じんを鞘さやに収めながら、ユーグは振ふり返った。

「行こうか、アベル。このままでは約束の時間に遅おくれてしまう」

「ええ、でもその前に……」

　頷くとアベルは拳銃の弾だん倉そうを調べた。六発とも弾だん丸がんが封ふう入にゆうされているのを確かく認にんし、その銃口を持ち上げると──

「申し訳ありませんが、私たちと一いつ緒しよに来て頂きましょうか、ヴァルトラウテさん」

「し、神父さま!?」

　いきなり厳しい表情になった神父に、娘むすめは驚おどろいたような声を発した。突きつけられた銃口を怯おびえたように見やって悲鳴をあげる。

「ど、どういうことです、これは!?」

「あなたには人ひと質じちになっていただきます」

　アベルの答えは揺ゆるぎなかった。冗じよう談だんでない証しよう拠こに、丸眼鏡めがねを押し上げながらも、その銃口はぴくりとも動かない。

「そして、できればあれの在処ありかを──〝サイレント・ノイズ〟の設置場所について話していただきたい」

「……どういうことだ、アベル？」

　相変わらず、建物の中では混乱する憲兵たちの怒声や悲鳴が聞こえている。それに耳を澄すませていたユーグが同どう僚りようを振り返った。

「低周波兵器と彼女にどういう関係がある？」

「どういう関係があるかはわかりません……でも、彼女、あれについてよくご存じなんですよ」

　銃口をヴァルトラウテに向けたまま、アベルはわずかに悲しげな顔になった。

「さきほど、私はこう伺うかがいました。『〝サイレント・ノイズ〟って言葉を聞いた覚えはありませんか？』。そしたら彼女はこう答えてくださいました──『そんなもの、聞いた覚えはない』。〝サイレント・ノイズ〟が〝もの〟であることを、なぜ知っているんです？　ヴァルトラウテさん、あなた、あれのことをご存じですね？　どこにあるのか、知ってらっしゃるんじゃないんですか？」

「ええ……知っているわ」

　暗い声が這はい出してきたとき、娘の表情は一変していた。そこにあったのは、それまで装よそおっていた世間知らずで高飛車なお嬢じよう様さまの仮面ではない。用心深く、狡こう猾かつな光を瞳ひとみに宿らせたレジスタンス──ヴァルトラウテは壁かべに空いた穴に向けてじりじりと後ずさりながら、薄い笑えみを頰ほおに刻んだ。

「でも、生あい憎にくとまだ、あれの在処をお教えするわけにはいかないわ……あの男を倒たおし、祖国を私たちの手に取り戻もどすそのときまでは！」

「──しまった！」

　娘が身を翻ひるがえしたとき、アベルは引き金を引けなかった。いや、まるで彼が引き金を引けないことを知っていたかのようにヴァルトラウテの動きは大だい胆たんだった。壁の大穴に身を躍おどらせ、その下の街路に向けて飛び降りる。

　慌ててアベルもそれを追って飛び出そうとしたが、

「わ、わわわわっ！」

　次の瞬しゆん間かん、首をすくめて跳とびすさることになった。街路に停車していた装甲車から、機き銃じゆうの掃そう射しやを喰くらったのだ。ひっくり返った同僚に代わって、ユーグが壁に駆かけ寄ったその間にも、駆け寄ったヴァルトラウテをフェンダーに乗せた装甲車は、その場で転進していた。ようやく異常に気づいて建物の明かりが灯ともり始めた街路を、来たのとは逆方向に向けて走り去ってゆく。

「まずい、このままだと逃にげられる……俺たちも車を調達して追おう、アベル！」

「い、いや、そんな暇ひまはありません。私たちには先に行かないといけない場所があります……」

　ようやく床ゆかから立ち上がると、アベルは青白い顔を同僚に向けた。結局、役に立たなかった銃を懐ふところにしまって告げる。

「連中……レジスタンスの狙ねらいは、国王の命です。そして、今夜、国王の居所はこれ以上ないほどはっきりしています──王立ケーニ歌劇ツヒ場オヘル。私が彼女たちなら、まず、あそこを吹ふき飛ばします」




　　　　Ⅲ




「失礼、コートを預かってくださる？」

「かしこヴイー・まりズイー・ましたマイネン、奥様フラウ」

　たっぷりのチップとともに差し出された毛皮の外套コートを、入り口に佇ちよ立りつしていた係員は最敬礼とともに受け取った。上品に躾しつけられた微び笑しようとともに、相手の女のチケットを確認してもう一度微笑む──正面ミツテボックスロージエ正面ミツテボックスロージエ席、三十二番。国王ケーニ専用ツヒプ席ラツツもほど近い、ここ王立歌劇場においても最上の格式を誇ほこる上席だ。

「ええっと、お名前はモニカ・アルジェント様。お付きの方々とあわせてお席は三つでよろしゅうございますね？　では、どうぞこちらへ。ただいま、お席の方までご案内いたしますので」

「あグりラがツとイうエ」

　男ならぞくりとせずにはいられないハスキーボイスで礼を述べると、その女は斜はすにかぶった帽ぼう子しの下で婉えん然ぜんと微笑んだ。従僕らしい二人組──小こ柄がらだが人形のように端たん正せいな顔の若者と、大柄で浅黒い肌はだの男を背後に従え、金と茶と赤に飾かざられた劇場内に臆おくするふうもなく歩み入る。

　女はすこぶるつきの美女だった。

　旅行中の富ふ豪ごうのマダム、あるいは大貴族の愛人といったところだろうか。冷たさを感じさせる硬こう質しつの美び貌ぼうに雌め豹ひようを思わせる野性的な瞳の取り合わせは、これに落ちない男はいないだろうと思わせる。名前からしてラテン系だが、言葉にはローマ訛なまり──それも生きつ粋すいのローマっ子のイントネーションではなく、さらにどこか南方の訛がある。

「ああ、そうそう、あなた、ちょっと伺ってもいいかしら？　少し聞きたいことがあるのだけれども……ガルシア、写真を」

「はい、シ・セ奥様ニヨーラ」

　軽く指が鳴ると、背後に控ひかえていた浅黒い肌の従僕が、恭うやうやしく二葉の写真を差し出した。それをけだるげに受け取ると、女はつまらなさそうな顔で係員の前に示した。

「あなた、今夜、こんな人たちを見なかった？　別にこの建物の中でなくてもいいわ。たとえばこの近所とか……見かけなかった？」

「はて、これは神父さまですね？」

　写真の男たち──銀ぎん髪ぱつと金きん髪ぱつの神父の顔を見て、係員は記き憶おくを探さぐるように眉まゆを寄せたが、すぐに首を左右に振ふった。職業柄、人の顔を覚えるのは得意だが、こんな貧びん乏ぼうそうなうえに幸さち薄うすげな神父どもは見ていない。なにしろ、今こ宵よいはゲルマニクス国王ルードヴィッヒが訪おとずれるのだ。座席数一七〇九席を誇るマンモス歌劇場は、タキシードとドレスで着き飾かざった貴き顕けん淑しゆく女じよで満席になっている。間ま違ちがっても、こんな貧乏人が這い入る隙すきはない。

「生憎ですが奥様、私はお見かけしておりません。お約束でもおありでしたか？」

「一応、今夜、ここで落ち合う予定だったのだけれどね。でも、まあいいわ。最初から、あまりあてにしていなかったから」

　どこか蔑さげすむような調子で言い放つと、美女は細い首筋に手を伸のばした。薔ば薇らを意い匠しよう化したチョーカーを指先で弾はじきながら、係員に告げる。

「案内はここまでで結構よ。荷物は、こちらの者たちに持たせてちょうだい……ああ、ご苦労だったわね」

「とんでもございません、奥様。お座席の方は最高によいお席でございますよ。どうか、今宵は存分にお楽しみくださいませ」

　阿おもねるような媚び笑しようを残して、係員は一礼した。最後にもう一度、客の胸の谷間を盗ぬすみ見て、後ろ髪がみを引かれている顔で部署へと戻もどってゆく。それを、貴婦人は冷たい笑え顔がおで見送っていたが、

「……やっぱり、どこにもいないね、あのオマヌケコンビ」

　まるでさきほどまでとは人が変わったようなはすっぱな台詞せりふは、シチリア訛の残るローマ公用語だった。ついでに、上品な微笑を跡あと形かたもなく消し去った酷こく薄はくな表情で背後の二人組を顧かえりみる。

「だいたい、よりによってあんな二人を組ませて先行させたのが間違いさね……で、これからどうすんだい、神父トレス？」

「所期の予定どおり、ゲルマニクス王と接せつ触しよくする」

　抑よく揚ようのない声で答えたのは二人組の一方──小柄な体にタキシードを几き帳ちよう面めんに着込んだ若者だった。人形めいた端正な顔の中、ガラスの瞳ひとみで場内の走査スキヤンを続けつつ告げる。

「そしてミラノ公の意向を先方に伝える──ナイトロード、ヴァトー両神父の捜そう索さくはその後だ」

「っつっても、少なくともヴィエナには入ってんだろう、あの〝ザ・不幸〟どもは？」

　若者の冷たい言葉に応じたのは、隣となりの大男だった。太い首を締しめ付けるカラーを鬱うつ陶とうしげに緩ゆるめながら、場内を行き交う淑女や世話係の娘むすめたちに好色そうな視線を送っている。

「ひょっとして、どっかの酒場にしけこんでんじゃねえの？　それとも挙動不ふ審しんで警ポ察リにパクられたか……なんせ、俺とは違って連中はジェントルマンじゃねえ。ありうる話だぜ」

「いずれにしろ、ゲルマニクスの馬ば鹿か王にミラノ公の書簡を届ければいいわけだね？」

　男たちの会話にイヴニングドレスの淑女が割って入った。羽根のついた扇せん子すで胸元を扇あおぎながら、まだ無人の国王席を一いち瞥べつする。

「よし、例のものをあたしに寄よ越こしな、おちびちゃん。適当な隙を見計らって、直接、届けてくるよ」

「……タイミングは慎しん重ちように計ることを要求する、シスター・モニカ・アルジェント」

　呼こ称しように対して特に抗こう議ぎするでもなく、トレスは懐ふところから厳重に封ふうの施ほどこされた封ふう筒とうを取り出した。ミラノ公の印章が蠟ろうに捺おされたそれを差し伸べられた手に滑すべり込ませながら、冷たく念を押す。

「現在、この歌劇場内は親衛隊ＳＳと憲兵隊が厳げん戒かい態勢中だ。そこに卿けいのような特殊ウイ能力者ツチが紛まぎれ込んでいると知れたら、最悪の場合、攻こう撃げきを受けかねない」

「ははン、このあたしがそんなドジを踏ふむと思うのかい、人形ちゃん？」

　警告に対し、挑ちよう発はつ的な微び笑しようを返したときには、女の姿は消失していた──文字通り、消え失うせたのだ。だが、二人の男たちの表情に驚おどろきの色はない。ただ、ほのかに蛍けい光こう色に輝かがやいているカーペットを見下ろし、レオンがため息をついた。

「相変わらず、無茶する女だな。誰だれかに見られたらどうすんのかね？」

「……今の彼女の行動については、後日、ミラノ公に報告する」

　慎重に周囲を走査スキヤンして目もく撃げき者しやがいなかったことを確かく認にんしながら、トレスは無機的に呟つぶやいた。それから、平板な声で付け加える。

「ナイトロード、ヴァトー両神父の遅ち参さんについてもだ……今作戦はＡランクの最重要オペレーションだ。もっとも戦力が必要とされるこの時期の遅参は、最悪、敵前逃とう亡ぼうとみなされてもやむを得ない」

「……うへえ、怒おこってやがんな、拳けん銃じゆう屋」

　ポマードでオールバックに纏まとめた髪かみを撫なでつけながら、巨きよ漢かんは笑った。小こ柄がらな同どう僚りようの無表情な横顔を眺ながめやって肩かたをすくめる。

「そんなに、自分が留守中にミラノ公が襲おそわれたことに腹立ててんのかい？」

「腹を立てる？　否ネガ定テイヴだ、〝ダンディライオン〟」

　満席の座席、一つ一つを検分してゆきながら、トレスは無表情に応じた。国王席周囲でかすかに動きがある。開演まであと二百八十七秒──そろそろ、現れてもいい時刻だ。

「俺の中ちゆう枢すう演算機構には人間のように感情は存在しない。だが、今回の作戦についてはミラノ公から最優先指定を受けている。可能な限り、戦力は蓄たくわえておきたい」

「あ、そ。ま、いいけどよ……しかし、あんまり気は張らねえこった」

〝感情はない〟と言った相手の言葉は左から右へと聞き流し、レオンは懐からオペラグラスを取り出した。同僚に倣ならって客席を眺め回しながら、飄ひよう々ひようと嘯うそぶく。

「やる気も大切だが、あんまり余計なこと考えてると仕事はしくじるもんだ。少しは肩の力を抜ぬいて、周りの景色を楽しむぐらいの……お、いい女発見！」

　肩の力を抜きすぎている派は遣けん執しつ行こう官かんは、平土間パル席後部テアに焦しよう点てんを固定しながら歓かん声せいをあげた。

「上から、八十九、五十七、九十ってところか。胸のトップは……うん？」

「……どうした、ガルシア神父？」

　急に口をつぐんだレオンを顧みて、トレスは抑揚のない声をかけた。こちらは後方から順番に走査しているため、まだそこまでは行き着いていない。同僚のオペラグラスの角度から彼が見ている方角を割り出し、焦点を定めようとする。

　それを横目で睨にらんで、

「天ガ井レ桟リ敷ー、左前方……見えるか？　懐なつかしい顔があるぜ」

　レオンは長い犬歯の間から、軋きしるような声を押し出した。石炭を思わせる瞳を再びオペラグラスに戻して呟く。

「なんでこんなところにいるんだ……あの野や郎ろう！」

「──俺も確認した」

　こちらは自前の視覚センサーで同僚が睨み据すえている顔を捕ほ捉そくすると、トレスは耳元の通信機を押さえた。ヴィエナ上空にいるもう一人の同僚に報告する。

「シスター・ケイト、可か及きゆう的てき速すみやかにローマに報告してくれ。ヴィエナ市内、王立歌劇場にて類カテゴ別リーａ‐ａ‐４拘こう束そく対象を発見した」

　類カテゴ別リーａ‐ａ‐４──『発見とウオン同時にテツド・捕獲デツド、もしくオア・は殲滅アライヴ』指定拘束対象をガラスの瞳ひとみで捉とらえたまま、機械化歩兵は戦術思考の起動準備に入っている。

「ケース〇九‐三、〝沈ちん黙もくの声〟事件の重要参考人……イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファーを現時刻をもって捕捉した」
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　開演時間を過ぎても、待ち人はいっこうに姿を見せなかった。

　もともと、約束があったわけではない。むしろ、何かと忙いそがしい先方のスケジュールも確認せず、一方的に訪ねてきたのはこちらである。だから席を立ったときも、イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファーはさして落らく胆たんしていなかった。

「待つヴアルテとはン・ハイ先に立スト、フって急オラナイぐこレン・ハとイスト──トーマス・マン……いまだ待ち人来たらずか。さて、今後はどうしたものかな？」

　予約席に急ぐ貴き顕けん淑しゆく女じよの間を影かげのように通り抜けながら、〝魔ま術じゆつ師し〟は銜くわえ煙草たばこに独りごちた。〝弟君〟の居所を知るために知人の力を借りようと思っていたのだが、捕つかまらないのでは仕方がない。光らない目を、舞ぶ台たいに向ける。

　午後十時二十分──開演時間を半時間近く過ぎているというのに、依い然ぜん、幕は下りたままだった。

　このヴィエナ王立ケーニ歌ツヒ劇場スオヘルで、開幕が予定時刻に遅おくれるというのは、珍ちん事じに属する出来事である。世界最高との声も高いこのオペラハウスは、歌劇の質もさることながら、伝統と格式、そしてそれに裏打ちされた厳格な運営で定評がある。事実、十五年前のゲルマニクスによるオストマルク侵しん攻こうのときでさえ、上演は時刻通りに行われていたほどだ。

　しかし、今夜に限っては客席から不平の声はあがらなかった。それというのも、いまだ幕があがらないのは、今夜の主しゆ賓ひんを劇場が待っていることをすべての観客が知っていたためだ。そしてその主賓とは、ゲルマニクス国王、ルードヴィッヒ二世その人に他ほかならぬ。

　二階に張り出した国王ケーニ専用ツヒプ席ラツツでは軍服姿の高級将校たちが慌あわただしく動いていた。だが、肝かん心じんの玉座の主あるじはいっこうに見えない。今夜の演目は、国王お気に入りのモーツァルトだ。それに遅れるとは、市内で何かあったのだろうか？　観客席中の目が、そちらに注がれている。そのせいで、天ガ井レ桟リ敷ーを舞台側へと抜けた黒衣の男に注目した者など誰だれもいなかった。特に見み咎とがめられることもなく、〝魔術師〟は一般客侵スタツフ入禁止オンリーの扉から楽屋への渡わたり廊ろう下かへと歩み出た──

「もしもし、ここは禁きん煙えんですぜ？」

　咎めるようなダミ声が、廊下に響ひびいたのは、ケンプファーが廊下を渡り終え、楽屋の前にさしかかったときのことだった。

　楽屋は一部工事中らしい。あちこちにロープが張り巡めぐらされ、足場が建てられている。その、もっとも狭せばまったところで、誰かが黒衣の男の肩かたを叩たたいたのだ。

「それに、スタッフ以外は立ち入り禁止でさ。あっちにゃ、立ち入り禁止の表示が貼はってあったはずだが、見えませんでしたかね？」

「ああ、失敬……実は、私も地方の小さな劇団で大道具係を務めていましてね」

　声に背を向けたまま、〝魔術師〟は慇いん懃ぎんに詫わびた。短くなった細葉巻シガリロで傍かたわらのオーケストラ・ピットの扉を指し示す。

「それで、つい勝手にお邪じや魔ましてしまいました……にしても、ここは手がかかっていますね。さすがにコストの掛かけ方が段だん違ちがいだ」

「お褒ほめにあずかり光栄……と言いたいとこだが、あいにく、俺ぁ、ここの者じゃねえんでな」

　冷たくせせら笑うような響きが、背後の声に籠った。そのときには、硬かたい感かん触しよくがケンプファーの背中に押し当てられている。

「で、なんだって、てめえがこんなところにいやがんだ、長ちよう髪はつ野や郎ろう？　今度は、ヴィエナをぶっ壊こわしに来たのか？」

「……どうして、私の顔を破は壊かい活動と直結するのかね、ガルシア神父？」

　うんざりと、〝魔術師〟は背後を振ふり返った。頭一つ高いところ、タキシードの上で不敵な微び笑しようを浮うかべている浅黒い顔に抗こう議ぎしてみせる。

「私がテロリストであるという、教そ皇ち庁らの一方的かつ独断的な見解はおくとしてもだ。私にだって芸術を愛めでたいと思うときぐらいあるのだよ……それとも、私は日夜を問わず仕事に精せい励れいしている勤勉な男だと過大評価されているのだろうか？」

「過大評価云うん々ぬんはともかく、少なくとも好かれてはないみたいだな」

　手にした対戦シユト車ルム・拳銃ピストルを〝魔術師〟の背中に押しつけたまま、レオン・ガルシア・デ・アストゥリアス神父は不敵に笑ってみせた。

「あとそれと、とんでもねえ厄やく病びよう神がみだともな……娑婆シヤバをうろついてるテロリストはうじゃうじゃいるが、見つけ次し第だい、世間様から隔かく離りしちまえっつー命令が出てるのはあんただけだ」

「それは光栄……なのかな？　それでは、まるでペスト菌きんか何かのようではないかね？」

　抗議しながらも、ケンプファーは障害を排はい除じよする準備を進めていた。手て袋ぶくろの五ご芒ぼう星せいをかすかに発光させつつ、〝魔術アルテ〟の起動コマンドを脳内の仮想キーボードに入力する。

「さて、ときにガルシア神父。一つ、うかがいたいことがあるのだが、かまわないかね？」

「なんだい？」

「君の墓前に捧ささげる花だが……希望はあるかな？」

　処しよ刑けい宣告と同時に、ケンプファーは右みぎ腕うでを撥はね上げた。

　その〝ベルゼバブの剣けん〟──放たれた単分子ワイヤーの刃やいばは見えざる軌き跡せきを描えがいて大気を割ると、次の瞬しゆん間かん、複雑に屈くつ曲きよくしながら、レオンの首筋に落ちかかっていた。Ｃ60多重双そう晶しよう粒りゆう子しの糸は、ダイヤモンドなみの硬こう度どを誇ほこる最細最強の炭素繊せん維いだ。人間の首など、痛みすら感じさせずに撃うち落とすことができる──はずだった。

「!?」

「──〇・七七秒遅おそい」

　だが、現実には肉体の一部を喪そう失しつするはめになったのは、ケンプファーの方だった。

　右腕に鈍にぶい衝しよう撃げきを感じたときには、〝魔ま術じゆつ師し〟は壁かべに叩きつけられている。その足下に、撃ち落とされた右手首が不気味な音をあげて転がった。

「へっ、てめえみたいな陰いん険けん男を一人で相手にするほど、俺も能おめ天でた気かねえぜ」

　壁かべ際ぎわ、かろうじて転てん倒とうを免まぬがれて踏ふみとどまったケンプファーに向けて、巨きよ漢かんが鼻を鳴らした。銃じゆう口こうは〝魔術師〟に向けたまま、すぐ側そばの扉とびらから現れたいま一人の神父に声をかける。

「さてと、これからどうするよ、拳銃屋？　〝生死ウオンテを問ツド・デわず連ツド・オれてア・アこいライヴ〟って言われてたんだよな？　てことは、ここで後あと腐くされなくぶち殺して、死体だけミラノに運んでもかまわねえってか？」

「肯ポジ定テイヴだ、〝ダンディライオン〟」

　同どう僚りようの声に答えた機械化歩兵の声は、硝しよう煙えんをあげるその銃口同様、およそ揺ゆるぎなかった。

「情報収集を考こう慮りよすれば、生かして連行するのが望ましいが、他に応おう援えんが期待できない現状下で、この人物を拘こう束そくし、ミラノに移送するのは困難だ……ここで抹まつ消しようするのが安全な選せん択たくだろう」

「やれやれ、ずいぶん私も買いかぶられたものだ」

　向けられた銃口をどろりと濁にごった瞳ひとみで見返し、ケンプファーは嘆たん息そくした。引き金にかけた機械化歩兵の指が絞しぼられるのを観察しながら、〝アスモデウスの楯たて〟──すなわち強電磁シールドの障しよう壁へきを展開させようとして、

「!?」

　突とつ如じよ、その長身が揺れた。軽い頭痛に襲おそわれたように額を押さえて、数歩後退すると、壁に背をついてしまう。

　だが、結果的にこれが彼の命を救った。半はん瞬しゆん遅おくれて、その黒くろ髪かみは風に舞まい上がっている。瞬前まで彼の頭があったあたりを銃じゆう弾だんが亜あ音速で通過したのだ。本来であればそれを食い止めるはずの強電磁シールドなど、まるで無いもののように。

「これは……私の〝魔術アルテ〟が機能していない？」

　壁に背を預けたまま、ケンプファーは自問した。

　ふだんなら、コマンドに応じて開く〝影かげ〟──ワームホールがいっかな開かない。その代わり、頭の奥に鈍い疼とう痛つうが走っている。ごくかすかだが、まるで精神の集中を搔かき乱すような刺し激げき。

「そうか……やってくれたね、〝人形使い〟」

「狙撃失敗ミス。狙そ点てん、右三・八ポイント修正……」

　あることに思い当たった〝魔術師〟が低く舌打ちするその間にも、僧そう衣いの機械化歩兵は無感動に二つの銃口を滑すべらせていた。さらに彼の背後では、大おお柄がらな神父が対戦車拳銃の銃口を掲かかげている。どこに〝魔術師〟が逃にげようとも、撃ち漏もらすまいということだろう。背後を壁に阻はばまれているいまや、ケンプファーに逃げ場はない──

「──おい、何者だ、貴様ら！」

　誰すい何かの声が響ひびいたのは、そのときだった。

　廊ろう下かの向こう、ちょうど階段をあがってきた黒色の群れがある。いずれも襟えりにゲルマニクスの国章である〝双頭ドツペルの鷲アドラー〟の徽き章しようをつけた軍人の一団だ。何かのボランティアか、数人が車くるま椅い子すの少女を抱だきかかえ、さらにその周囲を、屈くつ強きような青年士官たちが隙すき無く取り囲んでいる。高圧的な声をあげたのは、彼らの先頭に立った茶ちや髪ぱつの若い士官である。

「ここは一いつ般ぱん客きやくは立ち入り禁止だ！　そこで何をしておる！」

「あ、馬ば鹿か！　こっちに来んな！」

　拳銃を抜ぬいた青年士官を、レオンは乱暴に一いつ喝かつした。対戦車拳銃を向けて威い嚇かくしようとするが、

「おのれ、くせ者！」

　叱しつ咤たとともに青年士官が引き金を引く方がわずかに早かった。乾かわいた銃声があがったときには、レオンの手元から弾はじかれた対戦車拳銃はシルエットを変形させて床ゆかに転がっていた。

「……ちっ！　余計な手間を」

　だが、そのときには舌打ちしたレオンの姿もそこにはない。〝魔術師〟に銃口を突つきつけたままのトレスを庇かばうように突とつ進しんすると、素す早ばやく戦チヤク輪ラムを投とう擲てきしたのだ。銀色の刃やいばは美しい軌き跡せきを描えがいて軍人の足下に突き立った。

「!?」

　真っ白な光の洪こう水ずいがあたりを包み込んだ。

　戦輪に仕込まれたマグネシウムの炸さく裂れつに、青年士官たちが顔を覆おおったときには、レオンの巨きよ体たいはその間に音もなく躍おどり込んでいる。手近の士官の拳銃をひったくり、それを車椅子の少女のこめかみに押し当てて咆ほう哮こうする。

「おおっと、動くな、てめえら！」

　腰こしまでもある少女の金きん髪ぱつに銃口を押し当てながら、巨漢は怒ど鳴なった。ようやく視力を取り戻もどした士官たちに対し、飢うえた獣けもののようなどぎつい嗤し笑しようを向ける。

「動くなよ。動いたら、この娘むすめの命はねえぜ。見たとこ、どこかの貴族の娘かなにからしいな。傷でもついたらマズいんじゃねえか……悪わりぃ、お嬢じようちゃん」

　ゲルマニクスの軍関係者だろうか？　少女は、ほっそりした体にゲルマニクス軍の軍服を纏まとっていた。年の頃ころはせいぜい、十四、五といったところだろう。高いカラーに包まれたその細首に巨きよ腕わんを巻き付けたまま、レオンはいかつい顔に似合わぬ優やさしい声で囁ささやいた。

「怖こわがらせちまってすまねえが、こっちも取り込み中でな。少しの間だけ、我が慢まんしててくんな……だいじょうぶだ。傷一つ、つけたりはしねえよ」

「……ご配はい慮りよはありがたいのですが、あなたは二つ間ま違ちがっていらっしゃいます」

　巨漢の囁きに応じた声は穏おだやかだったが、いささかの淀よどみもなかった。

　こめかみに銃じゆう口こうを突きつけられながらも恐きよう怖ふの表情ひとつ浮うかべず、涼すずしい笑え顔がおの人ひと質じちがレオンの誤謬あやまりを指し摘てきしたのだ。

「まず、僕は貴族の子弟などではありません。次に……僕はこれでもれっきとした男ですよ」

「なに？」

「ケ、国王ケーニ陛下ツヒ!?」

　名めい匠しようの手になる陶器ビスク人形ドールを思わせる美び貌ぼうの中で眼き裂れの長い瞳を動かした少女──いや、少年の告白にレオンが目を丸くしたのと、周囲の士官たちが悲痛な声をあげたのはほぼ同時だった。

　巨漢の楯にされている少年を見るや、まるで崇すう拝はいする女め神がみが魔ま物ものの餌え食じきにでもされているような悲鳴をあげたのだ。

「ああ、陛へい下か！　なんということだ!?」

「国王陛下って……じゃあ、こいつがゲルマニクスの〝兇きよう王おう〟!?　〝兇王〟ルードヴィッヒか!?」

〝兇デア・ブ王ルタール〟〝血染めブルートの若者ユング〟〝虐デア・殺シユレ者ヒター〟──数々の異名をもって知られる国王を、レオンは白昼、亡ぼう霊れいに遭そう遇ぐうしたような目で凝ぎよう視しした。流れるような金髪の下、色素の薄うすい顔は無む垢くな少女のそれだ。ほっそりした体は触ふれただけで折れそうで、車椅子に座った下半身は首を絞しめ上げられているいまも、くたりと力無く動かない。こんな華きや奢しやな少年が、列強最悪の軍事国家の元首？

「こいつぁ、やべえことになっちまったぜ……」

　士官たちの指に国王シユツツ親シユタ衛隊ツフエルの証あかしの髑髏トーテンのコフフ指輪・リングを確かく認にんしながら、レオンは唸うなった。よりによってこんなときに！

「──ガルシア神父、非常事態だ。そのまま、彼らを制圧していろ」

　一方、少年を楯たてにとったまま冷ひや汗あせを垂らしているレオンに指示を出したのは、テロリストに向けた戦せん闘とう拳けん銃じゆうの安全セイフ装置テイーを解除したトレスである。〝魔ま術じゆつ師し〟の眉み間けんに光条レーザー照準器サイトの赤い光点が灯ともっているのを確認して、躊ちゆう躇ちよなく引き金を絞しぼる。

「その間に俺は──」

「〝俺は〟──何かね？」

　皮肉げな声がかけられた刹せつ那な、発はつ砲ぽうシークエンスを完成させようとしていた機械化歩兵の顔が煙けむりを噴ふき上げた。ミラーシェイドに覆われた顔面に、なにやらピンク色に輝かがやく肉につ塊かいが取り付いたのだ。ぶよぶよと蠢うごめくスライム状の塊かたまりが貼はり付いたあたりから、強きよう烈れつな酸の臭においがたちこめる。

「ああ、紹しよう介かいしておこう。彼は〝火サラマン精テル〟。先日、手て慰なぐさみに作った人クンスト造精リツヒ・霊ガイストだ」

　ついさきほどまで追いつめられていた壁かべ際ぎわ、扉とびらの一つを後ろ手に開けながら、〝魔術師〟は自分のペットを紹介した。ミラーシェイドに貼り付いている粘ねん菌きんの塊をなんとか引き剝はがそうとしているトレスを一いち瞥べつすると、そっけなく辞去を告げる。

「では、今日のところは失礼させていただくよ、神父トレス。君とは、人間的感性の何たるかをゆっくり語り合いたかったのだが、あいにく、今夜は多た忙ぼうでね」

「あ、待て、この陰いん険けん野や郎ろう！」

　廊ろう下かの向こうで、いま一人の神父がダミ声で怒鳴ったが、それはもうケンプファーの耳には届かなかった。するりと扉をくぐると、そこは地下へと続く非常階段だ。表情には焦あせりの一ひと欠か片けらだに見せず、まるで滑すべるように階段を駆かけ下りると、ケンプファーはそこにあった扉をくぐった。さらにそこから廊下をしばらく進んだ黒衣の影かげが吐はき出されたのは、オペラ座も裏手、来らい賓ひんの馬車や自動車が停車した駐ちゆう車しや場じようである。

「さてと、今夜はもう、失敬した方がいいな」

　出てきた歌劇場を見上げて独りごちると、〝魔術師〟はもう一度、意識を自分の影に集中した。影を焦しよう点てんに、次元の裏側に通じるワームホールの蓋ふたを開こうとして、小さな息をつく。

「やはり、だめか。やれやれ、〝人形使い〟の悪戯いたずらにも困ったものだ」

　何の変わりばえもしない影に、ケンプファーは諦あきらめたように首を振ふった。

〝塔トウルム〟のラボには、〝翼ビヤー怪キー〟や〝夜魔ゴーント〟ら、高速移動に適した下僕が待機している。だが、〝影〟が使えないのでは、彼らを召しよう喚かんすることもできない。いっそ、馬車でも拾うべきか。

「…………？」

　表リ通ンりクに向かおうとした〝魔術師〟の歩みが、ふと止まった。

　停車している数台の馬車の向こう、背の高い影に気づいたのだ。ほんのわずかな沈ちん黙もくを置いて、ようやく慇いん懃ぎんな笑みを唇くちびるに浮かべる。

「これはこれは……驚おどろきましたね。こんなところでお会いするとは。どうやら、我々には切っても切れぬご縁えんというものがあるようです。あなたもそうは思われませんか、神父さま？」

「あなたは……」

　背の高い影もケンプファーに気づいたらしい。やはり、思考を停止したように体を強こわ張ばらせていたが、呼びかけられてはじめて、食いしばった歯の間から、軋きしる声を押し出した。

「やはり、あなたがあれを……ケンプファー！　薔薇ローゼン十字クロイツ騎・士団オルデン！」

　次の瞬しゆん間かん、銀ぎん髪ぱつの神父──アベル・ナイトロードは旧式パーカツ回転シヨン・拳リボル銃バーの銃口を、微笑ほほえむ〝魔術師〟へと向けた。
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「おい、だいじょうぶか、拳銃屋？」

　人質の肩かた越ごしにこちらに向けられた銃口を睨にらみつける一方、レオンはようやくミラーシェードごと〝火サラマン精テル〟を顔から引き剝がすことに成功したトレスに声をかけた。腕うでの中の若い国王を絞こう殺さつしてしまわないよう気を遣つかいながら、同どう僚りようを促うながす。

「まだ動けるなら、あの長ちよう髪はつ野や郎ろうを追ってくれ。こっちの怖こわい兄さんたちは、俺が話をつける」

「……了解ポジしたテイヴ」

　ごくわずかな間を置いて、機械化歩兵は頷うなずいた。指の間でいやらしく蠢く肉色の塊を壁かべに叩たたきつけると、それを銃じゆう弾だんの雨で引き裂さきながら続ける。

「ここは卿けいに任せた、〝ダンディライオン〟。ターゲットを処理次し第だい、可か及きゆう的てき速すみやかに戻もどる」

「俺の心配はいいから、とっとと行きな……とはいえ、はあて、どうしたもんかね？」

　扉を蹴けり開けた同僚がテロリストの消えた階段を駆け下りてゆく重い靴くつ音おとを聞きながら、レオンは楯たてにした少年と周囲を半ば包囲している青年士官たちを見比べた。軽く咳せき払ばらいすると、食くい逃にげし損ねた詐さ欺ぎ師しのような顔になって提案する。

「ええっとだな、諸君。なんだったら、軽いジョークってことで勘かん弁べんしてやってもいい。だからここはひとつ、お互たがい大人の対応で、この騒さわぎはなかったことにしないか？」

「面おも白しろいことをおっしゃいますね、あなた。テロリストとして処しよ刑けいするには惜おしいぐらいです」

　人を食った巨きよ漢かんの提案に、悪戯っぽい笑い声が応じた。何がおかしいのか、頭に銃口を突つきつけられた少年が、くつくつと喉のどを鳴らしたのだ。

「でも、あいにくと、我が国法では王に銃を向けた者は故意だろうと過失だろうと死し刑けいに処せられることになっています……交こう渉しようは無意味ですよ」

「あ、やっぱり？　だったら、このままあんたを楯にして逃げ出すかい」

　柔やわらかな表情とはおよそ対照的に強気な少年の発言に内心で感心しながら、レオンは軽口を返した。この状じよう況きようで〝テロリスト〟の希望を打ち砕くだくとは、よほどに剛ごう胆たんか、それとも救いがたい愚おろか者かのどちらかだ。

「貴様ぁ、死刑だ死刑！」

　一方、少年と巨漢のやりとりに割って入った甲かん高だかい雄お叫たけびは、さきほどの若い士官のものだった。悲鳴をあげるどころか、形のいい唇に微び苦く笑しようさえ浮うかべている主を前に虚むなしく手をつかねるしかないのが悔くやしいらしい。地じ団だん駄だ踏ふんで喚わめき散らしている。

「貴様も、貴様の仲間も銃殺刑だ、テロリスト！　その方をどなたと心得る!?　いやしくも国王陛へい下かであらせられるぞ！」

「……だよな。普ふ通つうはそういう話になるよな」

　激げき怒ど中の士官に視線を移し、レオンはせいぜい神しん妙みようげに頷いた。もっとも口調とは裏腹に、その目は冷たい光を湛たたえたままだ。

「よし、どうせ殺されるんだったら、あんたらの国王陛下をここでぶっ殺しちまおうか？　〝テロリスト〟としちゃ、それぐらいやらねえと、ご期待には添そえねえだろ？」

「あ、待て！　いまのは噓うそだ！　早まるな！」

　自す棄てばちな台詞せりふを聞いた親衛隊士たちが色をなしたが、レオンは頓とん着ちやくしなかった。少年国王の首に巻いた腕に、つと力を籠こめる。

「や、やめ──」

　真っ青さおになった親衛隊士たちが制止するが、巨漢は動きを止めない。そのまま、国王の体を車くるま椅い子すから持ち上げ──ついで、横飛びに跳ちよう躍やくする。

「!?」

　跳躍したレオンの残像を、肉色の槍やりが貫つらぬいた。あと半瞬でも遅おくれていれば、レオンもその人質も串くし刺ざしにされていただろう。柔らかそうな見た目にも拘かかわらず、肉色の槍──活動を再開した〝火精〟の擬ぎ足そくは大理石の床ゆかを深々と貫かん通つうしていた。辺りに散らばった欠片かけらが、すさまじい勢いで煙けむりをあげたのは、強酸によるものだ。

「ちっ！　拳銃屋め、ちゃんと、とどめぐらい刺さしていけっつーの！」

　拳けん銃じゆう弾だんを喰くらって、いったんはずたずたに引き裂かれたものの、ごく短時間の間に復元してしまったらしい。床の上で不気味に蠕ぜん動どうしている人造精霊に、レオンは毒づいた。

　再生を果たした〝火精〟は、最前より、ずいぶん大きくなっていた。最初は林りん檎ごほどの大きさだったのが、いまや人の頭ほどに成長している。

「く、くそっ！　なんだ、この化け物は!?」

「だめです、マイヤー少しよう尉い！　それを撃うってはいけません！」

　焦あせったように銃口をあげた若い親衛隊士に、制止の声が飛んだ。レオンに支えられたルードヴィッヒが、か細いが明確な警告を発したのだ。

　だが、国王の命令はわずかに遅おそかった──発はつ砲ぽうの瞬間、ゴムの塊かたまりのように体を丸めた〝火精〟は、親衛隊士に向けて飛びかかっていた。おそろしいほどの素す早ばやさに避よける間もない。頭をすっぽり包み込まれた隊士の喉から、凄せい惨さんな悲鳴があがった。

「マ、マイヤー！」

「だめだ、もうお仲間は助からねえ！　それより、そいつから離はなれろ！」

　悲鳴をあげて倒たおれた青年士官に駆かけ寄ろうとした隊士たちをレオンは一いつ喝かつした。

　不気味に蠢うごめく〝火精〟は、悪あく臭しゆうを放ちながら、犠ぎ牲せい者しやの全身を取り込もうとしている。一方、レオンの警告を無視した親衛隊士の数人が、仲間の体に絡からみついた粘ねん液えきを払はらいのけようとしたが、

「う、うわっ！　なんだ、これは!?」

　その口から悲鳴があがった。粘液がずるりと動いたかと思うと、伸のびた触しよく手しゆが彼の手に巻き付いたのだ。いや、それだけではない。おそろしいほどの力で引き寄せたかと思うと、悲鳴をあげる彼の頭にずっぽり覆おおい被かぶさったではないか。

「馬ば鹿か！　だから、言わんこっちゃねえ！」

　容積を増したように見える粘ねん菌きんの塊とそこに吞のみ込まれた男たちを見やって、レオンは苦い顔で舌打ちした。どうやら、この化け物は酸で溶よう解かいさせた犠牲者のタンパク質を吸収して短時間で成長しているらしい。もうその大きさは人間ほどに膨ふくれあがっている。このまま無制限に成長を繰くり返すとすれば、最後にはこのオペラハウスごと吞み込まれてしまうかもしれない。

「くそ、とんだ置きみやげを残していきやがったぜ、あのインチキ手品師！」

「君たち、何をぼうっとしているのです。さっさとお逃げなさい」

　歯は嚙がみする巨きよ漢かんに代わって、青年士官たちを一喝したのはルードヴィッヒだった。いまや廊ろう下かいっぱいに拡ひろがった肉につ塊かいの向こう、それまで同どう僚りようの凄惨な最さい期ごに気を吞まれたように立ちつくしていた親衛隊士たちに鋭するどい指示を飛ばす。

「ここはけっこうですから、早く、援えん軍ぐんを呼んできてください。それと、誰だれか支配人に連れん絡らくして、観客の皆みなさんを歌劇場の外に避ひ難なんさせるように」

「し、しかし、陛下！」

　悲痛な表情で士官の一人が怒ど鳴なった。彼らと、巨漢に支えられた国王の間は〝火精〟の巨体によって完全に隔へだてられている。まるで川かわ越ごしに最愛の恋こい人びとの死を見る者のように訴うつたえる。

「陛下はどうなされるのです……わ、我々がここはひきつけます！　その間に陛下だけでも！」

「心こころ遣づかいはありがたいのですが、それは無用です……だいじょうぶ。僕に、少し考えがあります」

　落ち着き払って頷うなずくと、少年国王はこれまた困ったように立っているレオンを見上げた。まるで、気心の知れた友人にでも話しかけるように促うながす。

「そういうわけで、まことに申し訳ありませんが、少し、廊下を戻もどってくださいませんか？　僕はこのとおり、歩けません。あなただけが頼たよりです」

「逃にげ出すのは、俺も大賛成だがよ……」

　吞み込んだ親衛隊士を完全に消化し終わったらしい。元の数倍の体積に膨れあがったうえに、こちらに向けてずるずると動き始めた〝火精〟から後ずさりながら、レオンは気のない口調で応じた。広い肩かたをすくめて、首を振ふる。

「あっちは観客席だ。このかわい子ちゃんを、わざわざレストランに案内してやることはねえと思うがね」

「誰がそこまで逃げてくれといいました？　この先に工事中の場所がありますよね。あそこまででいいのです」

「工事現場？　しかし、あんなところに逃げてどうする？　わざわざ袋ふくろのネズミに……おっと！」

　巨漢の抗こう弁べんは、途と中ちゆうで中断された。

　うぞりと鎌かま首くびを持ち上げたピンク色の肉にく片へんがこちらめがけて突とつ進しんし始めている。

「へ、陛へい下か！」

　蠢く肉塊に親衛隊士たちが発砲するが、銃じゆう弾だんはいずれも浅い窪くぼみを穿うがつだけで、〝火精〟はスピードを緩ゆるめさえしない。肉色の川のように、巨漢とそれの抱かかえる少年に肉にく薄はくする。

「えい、くそ！　ムダに元気な化け物だぜ！」

　慌あわてて向きを変えると、レオンは全力で元来た道を走り始めた。その巨体に似合わず、跫あし音おとはほとんどあがらなかったが、それでもスピードは短たん距きよ離り走の国際記録に迫せまる勢いだったろう。見る間に人造精霊を引き離す。

「──どうだ、まだ追ってきてるか!?」

「いや、見えなくなってます」

　巨漢の肩かた越ごしに国王が目を細めた。俊しゆん足そくに引き離はなされたのだろうか。廊下の暗がりにあの不気味な肉塊は見あたらない。あきらめたのか？

「でも、まだ油断は……ああ、あそこです。あそこの工事現場に入ってください」

「なあ、国王さんよ。ここでいったい、どうしようってんだい？　そろそろ教えてくんねえか？」

　一いち抹まつの不安を覚えながらも、レオンは歩調を緩めた。工事中の足場の間に入ろうと身をかがめる。

「こんなところに入り込んじまったら、俺たち、袋のネズミだぜ？　どうせ隠かくれるんなら、もっと開けた場所にしねえか？」

「隠れる？　隠れるつもりなんてないですよ」

　抱だきかかえられたまま、少年はくすりと唇くちびるを綻ほころばせた。軍事国家の国王というより、友人を自宅に招待した悪戯いたずら好きの子供めいた表情で答える。

「ここに来たのは反はん撃げきのためです……家臣の仇かたきを討うつのは王たる者の義務です」

「仇を討つったって、おめえよ…………!?」

　誇こ大だい妄もう想そう狂きようの戯ざれ言ごとにしか聞こえない少年の大たい言げん壮そう語ごに眉まゆをひそめたレオンであったが、その鼓こ膜まくをじゅっと何かが滾たぎるような音が叩たたいた──真っ赤に焼いた鉄板に水すい滴てきを落としたときのあの音。それが意識に届くより早く、巨体は重力に逆らう者のように床ゆかを蹴けって後方に跳ちよう躍やくしている。

「──野や郎ろう、排はい気き口を伝ってきやがった！」

　天てん井じよう近くのダクトからぬらぬらと飛び出したピンク色の輝かがやきに、レオンは舌打ちした。

　一方、壁かべ中を伝って移動することで、鋭えい敏びんな彼の知覚を欺あざむいて肉薄した怪かい物ぶつは、勝ち誇ほこるようにその巨体を撓しなわせた。肉色の鞭むちと化して、派は遣けん執しつ行こう官かんの頭上におちかかってくる。もし、レオンだけなら、かろうじて回かい避ひできたかもしれない。しかし、胸に少年を抱えたいまの状態では──

「ちいっ！」

「──ふっ！」

　腹の奥から絞しぼり出したような呼気がレオンの耳を打ったのは、絶望に目を閉じようとしたまさにその瞬しゆん間かんだった。

〈…………!!〉

　と同時に、擬ぎ足そくを斬きり飛ばされた〝火精〟は苦く悶もんするように身を捩よじっている。切断面からは滝たきのように酸の雨が迸ほとばしったが、擬足を斬り飛ばした影かげ──淡あわい金きん髪ぱつをたなびかせた僧そう衣いの若者の表情は変わらない。手にした白はく刃じんを裂れつ帛ぱくの気合いとともに振り下ろすと、のけぞった巨きよ体たいに大きな裂さけ目を穿つ。

「てめえ、遅おせぇぞ、サムライ！」

「すまない、ゆえあって遅ち参さんした」

　巨漢の抗こう議ぎに眉一つ動かさず、僧衣の剣けん士し──ユーグ・ド・ヴァトー神父は応じた。その間にも自じ慢まんの長ちよう剣けんはめまぐるしく動いては、悶もだえる〝火精〟が振ふりまく強酸を弾はじき、自分自身と同どう僚りようを護まもっている。

「実は、ナイトロード神父のミスでちょっとした騒さわぎに巻き込まれてしまった……それにしても、面おも白しろいものと遊んでいるな、ガルシア神父。彼は君の知り合いか？」

「いや、単なる追っストーかけカーだ。もてる男は辛つれえぜ……ま、話はあとだ。先にこいつをどうにかしちまおう。おい、坊ぼうや。あんた、考えがあるって言ったな？　どうするんだ？」

「あれを……あの袋を」

　レオンに促うながされて、少年国王は工事現場の片かた隅すみを指さした。そこは、ちょうど壁に漆しつ喰くいを塗ぬっていたらしい。左官の使うこてやセメントに混じって、大きな粉袋が二、三個置いてある。

「セメント粉？　いや、あれは……そうか、坊や。俺にもわかったぜ！」

　ふてぶてしい笑えみが巨漢の唇に浮うかんだ。そのときには、太い脚あしが袋を大きく蹴り上げている。白い粉を撒まき散らすそれが飛んでいったのは、ユーグと〝火精〟が対たい峙じするちょうど中間だ。

「サムライ、そいつを斬れ！」

「心得た」

　いましも、全身に開いた擬口から酸を吹ふきかけようとしていた〝火精〟の前で、白い光こう芒ぼうが閃ひらめいた──長刀が、飛んできた粉袋を真っ二つに切り裂いたのだ。その瞬間、爆ばく発はつ的な勢いで弾けた白い粉が、〝火精〟の巨体に降り注ぐ。

〈………………!!〉

　悲鳴はあがらなかった──粘ねん菌きんをベースに作られた〝火精〟にそんな機能は備わっていない。

　しかし、空気全体を揺ゆるがす波動のようなものを発したかと思うと、ピンク色の肉につ塊かいは大きく身を捩った。全身に付着した白い粉──生せい石せつ灰かいを振り払はらおうとするかのように巨体を震ふるわせる。

　だが、その間にも生石灰はその加水反応と酸に対する中和作用、そして発熱によって、〝火精〟を構成する粘菌を虐ぎやく殺さつし続けていた。炎ほのおにも冷気にも耐たえる粘菌も、この化学的火傷やけどから回復する術すべはない。巨体の端はしから、たちまちからからに干ひ涸からびてゆく。

「うお、すげえ」

　ものの数分としないうちに動きを停止した肉塊──いや、いまや白い灰の塊かたまりを見上げて、レオンは感心したようにため息をついた。

「おい、信じられるか、サムライ？　あの化け物がこんなしょぼいモンでくたばっちまうなんざ」

「排はい水すい口こうのぬめり取りと同じ原理だな。俺も昨年末、師匠マスターの実験室ラボの大おお掃そう除じで使った」

　床にこぼれた石灰を刃やいばで掬すくいながら、ユーグは憂ゆう愁しゆうに満ちた美び貌ぼうで頷うなずいた。

「少し待ってカラ拭ぶきすると、よく汚よごれが落ちるんだ……しかし、とっさによく考えついたものだな、ガルシア神父」

「あ、いや、これは俺じゃねえんだ」

　同僚の賛辞に慌あわてて首を振ったレオンは、ようやくそれまで支えていた少年を床におろした。壁によりかからせながら、わずかに気き遣づかうようにその顔を見る。

「お陰かげで助かったぜ、国王さんよ……いちおう、礼を言っておく」

「……どうやら、あなた方はただのテロリストではないようですね」

　自分で走ったわけではなかったが、ルードヴィッヒの呼吸は、まるで短たん距きよ離り走でもしたかのように荒あらかった。かすかに色の悪くなった唇くちびるを、それでも優ゆう雅がに動かして尋たずねる。

「教皇庁……それも、国務聖省の方々とお見受けしたが、いかがですか？」

「そのとおりです……ああ、お初に御ぎよ意いを得ます、国王陛へい下か。私は国務聖省のヴァトー神父と申します」

　そんな少年の前に恭うやうやしく跪ひざまずいたのはユーグだ。相変わらず不ふ遜そんな同僚とはおよそ対照的な謹きん直ちよくさで、来意を述べる。

「急な話でまことに恐きよう縮しゆくですが、今夜は陛下に避ひ難なんをお勧すすめするために参上いたしました──実は、今こ宵よい、低周波兵器を使用して陛下を暗殺する計画があります」

「低周波兵器だと!?」

　不ふ吉きつな単語の連なりを耳にした少年の表情は変わらない。代わりに太い眉まゆをあげたのはレオンだ。

「そうか、それであの長ちよう髪はつ野や郎ろうがうろついてたわけか……で、サムライ、〝サイレント・ノイズ〟の在あり処かはわかってんのか？」

「それが、市内のどこかにあるとしかわからん」

　やや不本意げにユーグは首を振った。

「従って、君でも解体は不可能だろう。館内の人間を待たい避ひさせることに専念しよう」

「いや……いまから待避させても、間に合わねえかもしれねえ。それよか、例のクソッタレ兵器を無効化することを考えた方がいい」

「無効化？　そんなことができるのか？」

「ああ、他ほかの建物だったら無理だったろうが、この場所なら──市内で唯ゆい一いつ、この場所なら、それも可能だ」

　何か計算するように、レオンは指で掌てのひらに数字を書いていたが、すぐに顔をあげた。それから、ぎょろりと動かした目で、考え深げな表情のルードヴィッヒを睨にらみつける。

「国王さんよ。急な話で悪わりぃんだが、ここ歌劇場の支配人と話がしたい……紹しよう介かいしてもらえるかな？」
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「武器を捨てて投降してください、ケンプファーさん！」

　光らない瞳ひとみで微び笑しようしている〝魔ま術じゆつ師し〟に、アベルは固い警告を与あたえた。旧式回転拳けん銃じゆうの銃口を相手の腹に向けたまま、もう一度繰くり返す。

「父と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、あなたには三十八件の殺人、器物損そん壊かい、その他もろもろで逮たい捕ほ状じようが出ています！　おとなしく投降なさい！」

「武器など、最初から持っていませんよ、神父様」

　神父の恫どう喝かつに対し、〝魔術師〟の柔やわらかな物もの腰ごしは変わらなかった。相変わらず人を食ったような笑顔のまま、いつの間にか再生している両りよう腕うでを頭上にあげる。

「それに、お望みとあれば、投降もしますとも。喜んで、虜りよ囚しゆうとなりましょう……ただ、あなたはそれでよろしいのでしょうか？」

「は？」

　戸と惑まどったようにアベルは眉をひそめた。相手はいったい何を言いたいのか──発言意図を摑つかめぬまま、つい問い返してしまう。

「私はいいのかって……どういうことです？」

「いえ、私がここで降こう伏ふくしてしまって、あなたの気がそれで収まるのかと思いましてね」

　疑念を隠かくしきれない神父とは対照的に、落ち着いて〝魔術師〟は煙けむりを吐はいた。銜くわえたままだった細葉巻をくゆらせながら、説明してみせる。

「なんといっても、私はあなたの大事な方をおおぜい殺した男です。私があそこに──あのバルセロナの街にいなければ、あの美しい尼に僧そうも、街の人々も、まだ生きて笑っていたかもしれませんね」

「…………!?」

　バルセロナ──その地名が出たとき、アベルは呼吸が止まるのを抑おさえきれなかった。電流でも通されたように震ふるえた指が、思わず拳銃の引き金を引きかけたのを必死の思いで抑よく制せいする。しかし当の〝魔術師〟の方は、まるで神父の動どう揺ように気づかぬかのように慇いん懃ぎんな言葉を継ついでいる。

「そう、皆みなさん、よい方たちばかりでした。シスター・ノエル、そして名も知らぬバルセロナの方々……皆みな様さま、いまは冷たい土の下にいらっしゃる。いや、死者はそれでも黙だまっているかもしれませんが、神父様、あなたは本当にそれでいいのですか？　こんなひどい話を、あなたは黙って許されるおつもりですか？　私に復ふく讐しゆうしたいと思われないのですか？」

「…………」

〝魔術師〟の言葉に、アベルは銃に添そえた自分の手がじっとりと汗あせばむのを感じた。

　確かに彼の言うとおりだ。いまなら、ノエルたちの仇かたきを討うてる。いや、ノエルやバルセロナの人々だけではない。こいつはカテリーナやローマをもまるでゴミ屑くずのように滅ほろぼそうとした。そんな奴やつを生かしておく意味などありはしない。そう、自分がここで引き金を引いても、誰だれも責める者などいない……

「……もう、その手には乗りませんよ、ケンプファーさん」

　だが、実際には銃口は弾だん丸がんを吐き出さなかった。

　深く深呼吸したときも、神父の顔に殺意はない。ただ、いったん起こした拳銃の撃げき鉄てつを慎しん重ちように定位置に戻もどしながら、アベルは完全に感情をコントロールした声で囁ささやいた。

「それに、あなたにはぜひとも力をお借りしないといけないことがあるんです……何が言いたいかわかりますね？　あなたが、レジスタンスの皆さんに渡わたしたあの低周波兵器──〝サイレント・ノイズ〟の在処を教えなさい。それもいますぐに」

「サイレント・ノイズ？　レジスタンス？」

　今度はケンプファーが意表を突つかれたように首を捻ひねる番だった。吸い差しの細葉巻を指に挟はさんだまま、小首を傾かしげる。
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「それは何のことですか、神父様？」

「とぼけないでください！」

　今度はアベルも声を荒あららげた。銃口を〝魔ま術じゆつ師し〟の眉み間けんに向けたまま、強い口調で繰り返す。

「あなた方〝騎士団〟が、ヴァルトラウテさんたちを唆そそのかして、あれを渡したことはもう調べがついているんです！　さあ、どこに仕し掛かけたのか、早く言いなさい！」

「……ああ。なるほど、そういうことか」

　だが、神父の嚙かみつくような詰きつ問もんにも〝魔術師〟は答えを返さなかった。ただ、何事か気づいたように指を鳴らして独りごちる。

「いかにもバルタザール卿きようらしいな……なるほど、なるほど。そう来たか」

「何をぶつぶつと言ってるんです！」

　自分だけ納なつ得とくしている〝魔術師〟にアベルは怒ど鳴なった。

　今夜、ここに国王が来ている。レジスタンスが彼を殺そうとするのであれば、〝サイレント・ノイズ〟を必ず使用するだろう──そうなれば、この建物の中にいる千をこえる人々の命はどうなる？

「私、急いでいます！　早く教えなさい！」

「残念ですが、神父様。今夜ばかりはあなたのご要望に応じることはできそうにありません……ああ、勘かん違ちがいなさらないでください。別に言うことを聞くのが嫌いやだというわけではありません。本当に、低周波兵器の件は存じ上げないのですよ」

　アベルが怒声を吐き出すより早く、ケンプファーは首を振ふった。生まれてこの方、噓うそなどついたことがないと言わんばかりの誠実な態度で補足する。

「ご期待に添えず、まことに心痛みます……さはさりながら、あなたに力をお貸しして、御希望を叶かなえるお手伝いならば可能かもしれませんね」

「……どういうことです？」

　銃じゆう口こうはそのまま、アベルは相手に発言の続行を求めた。どうせ他ほかに手はないのだ。騙だまされまいと神経を集中しながら、続きを促うながす。

「力を貸すってどういうことです？」

「レジスタンスの方々の本ほん拠きよ地ちなら、私も存じております。そこに案内して差し上げるというところでいかがでしょう？　しかし、私にできますのはそこまで──レジスタンスの方々と交こう渉しようするなり、あるいは彼らを排はい除じよして、問題の兵器を停止するのはあなたのお仕事です」

　そこで〝魔術師〟はいったん、言葉を切った。黙っているアベルの意思を確かく認にんするように短い間を挟んで、提案をしめくくる。

「むろん、私の好意を信じるも信じないも、神父様次し第だいです。信じてこの街を守るもよし、私をここで射殺して、バルセロナの復讐を果たすもよし……どうぞ、ご自由に」

「…………わかりました」

　大きく、熱い息を吐はいて、アベルは銃口を下げた。どの道、他に選せん択たく肢しなどなかったのだ。いまだ胸の奥底でくすぶっている自分の感情から目を背そむけて頷うなずく。

「それでかまいません。では、一いつ緒しよに来てください……その代わり、今度、変なことをしたら、絶対に許しませんよ」

「は、心得ておきましょう」

　神父の複雑な胸中を知ってか知らずか、〝魔術師〟は慇いん懃ぎんに一礼した。まるで忠実な執しつ事じが主あるじに対してするように腰こしを折る。

「お言葉は、重々、肝きもに銘めいじておきましょう。ですから、あなたもどうか──」

「やあ、そこにいるのはヘタレのナイトロード神父じゃないか」

　駐ちゆう車しや場じようの暗がりから、ハスキーな声が響ひびいたのはアベルが拳けん銃じゆうをホルスターに収めようとしたそのときだった。

「仕事さぼってたと思ったら、こんなところで隠かくれんぼかい。相変わらず、優ゆう雅がな生活を送っておいでだねえ……おや？　そっちの暗そうなのは誰だい？　お友だちかい？」

「シスター・モニカ──〝ブラックウィドウ〟！」

　いったいいつ現れたのか──最前まで、確かに自分たち以外に人ひと気けのなかった駐車場の中央に立つ人ひと影かげに、アベルは声をうわずらせた。大きく胸の開いたイヴニングドレスとそれを纏まとう美女──艶あでやかだが、猛もう毒どくを持つ毒蜘ぐ蛛もにも似た媚び笑しようを、艶つやっぽい唇くちびるに貼はり付けた女の名を口にする。

「モニカさん、あなたもヴィエナにいらっしゃってたんですか！　あ、いや、ちょうどよかった。実は手伝ってもらいたいことが──」

「ああ、話は聞かせてもらったよ。バルセロナの低周波兵器を解体しに行くんだろ？」

　ドレスのスリットに手を沿わせながら、女は気け怠だるげに口を開いた。濡ぬれたような目の端はしで沈ちん黙もくする〝魔ま術じゆつ師し〟を盗ぬすみ見つつ、ちろと唇を舐なめる。

「ふうん、その男が例のテロリストかい？　ミラノ公が賞金付きで拘こう束そく命令を出してる？」

「え、ええ、そうです。でも、いまは一緒に低周波兵器の解体を──!?」

　早口に説明を補足しようとしたアベルだったが、急に驚おどろいたように口をつぐんだ──確かに、いまのいままで目の前にいた女の姿が、急に消え失うせたことに気づいたのだ。

　だが次の瞬間、ほとんど本能的に隣となりに立っていた男の体を突つき飛ばす。

「伏ふせなさい、ケンプファーさん！」

「ちっ！」

　そしてそのとき耳に届いたのは、忌いま々いましげな女の舌打ちと、薄うすい刃やいばが風を切り裂さく鋭するどい響きだ。

　五指チンク剣エデア──後方から旋せん回かいした幅はば広ひろの刃は、突き飛ばされた〝魔術師〟の黒くろ髪かみを数本、切断すると、アベルの頰ほおに薄い血の筋を走らせた。さらにいま一ひと振ふりの刃が、転がった〝魔術師〟の頭上に躍おどるが、これは横合いからアベルが放った蹴けりに軌き道どうを逸そらされる。

「な、なんのつもりですか、モニカさん!?」

　いったい、いつの間に後方へ回ったのか──薄うす桃もも色いろに発光する石いし畳だたみに立つ尼に僧そうに、アベルは怒ど鳴なった。

「危ないじゃありませんか！　彼を殺すおつもりですか!?」

「ああ、そのとおり──そいつを殺バラすつもりだよ」

　神父の抗こう議ぎに対し、返ってきた答えは平然として、悪びれた気配もなかった。

「なんせ、そいつには総額で一千万ディナールの賞金がかかってるんだ。そんな金の卵に途と中ちゆうで逃にげられちゃ目も当てられない。だったら、ここでバラして、首だけミラノ公の前に運んだ方が確実ってもんだろ……ああ、あんたにも分け前はあげるよ。八‐二でどう？」

「ちょ、ちょっと待ってください！　人の話を聞いてなかったんですか！　いま、このヴィエナはとんでもないことになっているんです！　このままだと、バルセロナみたいに大勢の人死にが出る！　そしてそれを防げるのは、いまは彼だけです！」

「大きな声で喚わめかなくても知ってるよ。でも、それがなんだってんだい？」

　神父の抗議より、彼の飛ばす唾つばの方がよほどに重大な問題だ──そんな顔で〝ブラックウィドウ〟は肩かたをすくめた。

「この街がどうなろうとあたしの知ったことじゃないね。人死にが出る？　だからどうした？　あたしには関係ないことさね」

「……お聞きになりましたか、神父様？」

　含ふくみ笑う声は、モニカのものではなかった。ようやく立ち上がった〝魔術師〟が、意味ありげに眉まゆをあげたのだ。

「彼女は実に素す直なおな方ですね。ご自分の欲望を何も隠し立てされない……彼女こそ〝人間〟ですよ。あなたがバルセロナで救い損そこね、そしていまも一生懸けん命めいに庇かばおうとしてらっしゃる、ね」

「黙だまりなさい！」

　心の底にひっかかった棘とげが神父の声をうわずらせた。冷笑する〝魔術師〟を怒鳴りつける。

「お願いだから、少し黙っていてください！　私は──え!?」

「よそ見は危険だよ、ヘタレ君☆」

　音もなく肉にく薄はくしてきた殺気にアベルがのけぞった瞬間、闇やみに踊おどったチンクエデアがその頰をかすめ去った。

　反射的に銃口を上げようとするも、下方の死角から跳はね上がったいま一振りの五指剣がそれを妨さまたげる。後方にたたらを踏ふむのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「テロリストのアジトを叩たたき潰つぶしにきて当のテロリストを庇うなんざ、大問題だよ、神父アベル」

　逆手に握にぎったチンクエデアを交こう互ごに旋回させるモニカの動きは、舞ぶ踏とうのように美しい。だが、死の舞まいの向こうから届いた声は、滴したたる毒を含んでアベルを叩いた。

「あんたがやったことは任務の妨ぼう害がい──ミラノの雌め狐ぎつねにはそう報告しておくよ！」

「くっ！」

　唸うなりをあげて冷光が閃ひらめいたときには、アベルの指は旧式回転拳銃の引き金から離はなれている。手首からほとばしった赤い液体が石畳を叩き、神父の口を苦鳴がこぼれた。

「さよなら、ヘタレ君☆」

　投げキスと毒々しい嗤し笑しように、不気味な風鳴りが重なった。苦痛に身を折ったアベルの後頭部にチンクエデアが突きおろされたのだ。薄い刃は、そのまま神父の延えん髄ずいを粉ふん砕さいするかと思われたが──

「やめろ、シスター・モニカ・アルジェント」

　平板な制止の声に連続したのは、甲かん高だかい金属音だった。

　半分になったチンクエデアを手元に引いた〝ブラックウィドウ〟が横飛びに跳ちよう躍やくしたときには、駐ちゆう車しや場じようには第四の人ひと影かげが現れている。

「ト、トレス君……」

「卿けいらは何をやっている、ナイトロード神父、シスター・モニカ・アルジェント」

　機械的な靴くつ音おととともに近づいてきた小こ柄がらな影かげは感情の籠こもらぬ瞳ひとみでアベルを一いち瞥べつした。硝しよう煙えんをあげる拳銃をかまえたまま、抑よく揚ように乏とぼしい声で詰きつ問もんする。

「任務中の私し闘とうは内規で禁じられている。それ以上、戦せん闘とう行こう為いを繰くり返すなら、処しよ罰ばつの対象にする」

「誰だれかと思ったら、おちびちゃんかい……」

　せっかくの楽しみを邪じや魔まされた──不快感も露あらわに尼僧はチンクエデアをかまえていた手をおろした。頭を振ふって、額に貼はり付いた黒くろ髪かみを揺ゆすりながら、上うわ目め遣づかいに機械化歩兵を見やる。

「あんたまで、あたしの仕事の邪魔をすンのかい？」

「卿の任務を妨害する意図はない。だが、ナイトロード神父への攻こう撃げきは現状では容認できない……なお、ナイトロード神父。現状においては〝ブラックウィドウ〟の見解は正しい。そのテロリストは、生かしてミラノに連行するには危険すぎる。ここで抹まつ消しようすべきだ」

「ちょ、ちょっと待ってください、トレス君！」

　依い然ぜん、切り裂さかれた手首からは血が流れ続けている。それをなんとか血止めしようと試みながら、アベルは一歩進み出た。背後に〝魔術師〟を庇いながら、懸けん命めいに訴うつたえる。

「この人にはやってもらわないといけないことがあるんです！　〝サイレント・ノイズ〟──あれがこの街に仕し掛かけられているんです！　早く見つけ出して解体しないと！」

「〝サイレント・ノイズ〟──バルセロナの低周波兵器か？」

　機械化歩兵のガラスの瞳に、一いつ瞬しゆん、光が走った。

「それは確かな情報か、ナイトロード神父？」

「ええ、確かです！　それも時間が迫せまっています！　今夜、このオペラ座を標的に──」

　まくしたてようとしたアベルだったが、ふとその舌が止まった。

　急にせりあがってきた嘔おう吐と感に、胸が詰つまったのだ。出血のショックだろうか？　いや、違ちがう。この感覚はもっと異質なものだ。

「しまった、遅おそかったか……」

「なんだい、この音は？」

　つい夕刻に感じたのと同じ不快感にアベルが呻うめいたのと、それまで不満げにチンクエデアをいじっていたモニカが上方を見上げたのはほぼ同時だった。パイプオルガンの響ひびきにも似た低い波動が、夜空に響き渡わたったのはその直後のことだ。

「サイレント・ノイズ！　始まったのか！」

　間に合わなかった──

　絶望的な思いとともにアベルは煌こう々こうと明かりの灯ともった歌劇場を仰あおぎ見た。

　びりびりと皮ひ膚ふが震ふるえている。もう間に合わない。建物の共鳴が始まっているのだ。あそこには千人以上の人々がいるはずだが、いったい、何人が生き残れるというのか。

「くそ、こうなったら──」

　唇くちびるを嚙かみしめ、アベルは走り出そうとした。石造りの壁かべが、ぶうんと不気味な音を上げ始めている。いま建物の中に入っても、倒とう壊かいに巻き込まれるだけかもしれない。だが、手をつかねて立ちつくすわけにはいかない！




「……なんだ、この音？」

　最初に聞こえてきたのは、低い、羽虫の羽ばたきのような音だった。

「いや……なんだか、気分悪いわ」

　観客席のあちこちで、特に敏びん感かんな客たちがこみあげてきた嘔吐感を訴えたが、無事な者もそれを介かい抱ほうするどころではない。本能的な不安に駆かられるまま、天てん井じようの方を見上げる──目には見えない、耳には聞こえない何かがやってくる方向を。

　空調の調子がおかしいのだろうか？　それとも、スピーカーの故障か？

　不ふ審しんに思った観客の一人が、席を立ってスタッフを呼びに行こうとした瞬しゆん間かん──それは始まった。

「!?」

　近くに雷かみなりでも落ちたのかと思われるような巨きよ大だいな響きが、オペラ座内部に荒あれ狂くるったのだ。音そのものは、波長が低すぎてほとんど聞き取れなかったにも拘かかわらず、音圧と空気のうねりが、観客席のすべてを薙なぎ払はらう。

「な、なんだ、この音は……!?」

　音そのものは聞こえていない。しかし、激しい耳鳴りに鼓こ膜まくを突つき破やぶられるような痛みが、着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよをしていっせいに悲鳴をあげさせた。

　耳を押さえてそのまま昏こん倒とうする者。うずくまって吐はき出す者。そしてごく一部だが、よろけた拍ひよう子しに壁に手をついたところで、その壁が激しく軋きしみながら震えていることに気づく者……聞こえざる音が引き起こしたパニックの中、次し第だいに壁が、床ゆかが、そして天井すら鳴動を始める。それは、まるでこの建物そのものが苦く悶もんに身を捩よじるかのようだ。

　そして、聞こえざる音の叫さけびが最高潮に達しようとしたまさにそのとき──もう一つの雄お叫たけびが、劇場に轟とどろき渡った。




「お待ちください、神父様」

　冷静な声音とともに伸のびた腕うでが、駆け出そうとしたアベルの袖そでを捕とらえた。意外なほどの力で神父を制すると、声の主──ケンプファーは建物に向けて顎あごをしゃくった。

「ご心配にはおよびません。オペラ座なら、大だい丈じよう夫ぶですよ……ほら、聞こえませんか、あの音が」

「音？」

　意外な言葉に、腕をふりほどくのも忘れてアベルは耳を澄すませた。

　依い然ぜん、天から降り注ぐ、羽虫の羽音のような低い唸うなりは続いている──だが、それに混じって別の音がある。天からの音よりさらに低く、重い音。これはなんだ？

「建物の中から？　オペラ座の中から、聞こえてくる……これは？」

「これは〝鎧よろい〟ですよ音の鎧……ふむ、どなたか切れる方があの中においでになったようですな」

　天から降り注ぐ〝声サイレなきント・声ノイズ〟と、歌劇場の中から発する重低音──二つの不協和音は互たがいに競きそい合うように夜気を揺ゆるがせている。だがその間に、歌劇場の壁の震えはいつの間にか収まっていた。壁の軋む音も、地鳴りの声も聞こえなくなっている。

「…………消えた？」

　音に気づいてから、いったいどのぐらいのときが経たったのだろう──ふと気づいたときには、天上から響いていた低い音は消え去っていた。歌劇場内からの不協和音はいまだ続いていたが、それを除けば、あとにはまるで何事も起こらなかったように立っている歌劇場と、駐ちゆう車しや場じようの四人の男女が残されただけ。

「どうして……？」

　呆ぼう然ぜんとアベルは呟つぶやいた。

　確かにいまのは低周波兵器による攻こう撃げきだった。バルセロナや、夕方のこの街でも聞いたあの音だった。だが、それは打ち消された──なぜだ？

「あ、ひょっとして……うおっとおっ!?」

　ようやく思い当たったことを口にしようとして、アベルはケンプファーの体を押し倒たおすように跳とびすさった。考え込んでいた隙すきをついて、チンクエデアが再び旋せん回かいしたのだ。

「やめろ、シスター・モニカ・アルジェント」

　それに対し、トレスのＭ13が銃じゆう口こうをあげる。

「現状を確かく認にんするまで、ナイトロード神父およびイザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファーへの敵対的行動は許可できない」

「ヌルい戯ざれ言ごと、ほざいてンじゃないよ、人形！」

　今度は〝ガンスリンガー〟に刃やいばを旋回させながら、〝ブラックウィドウ〟は吐き捨てた。

「低周波兵器もヴィエナも、あたしには関係ないね！」

「──い、いまのうちです、ケンプファーさん！」

　この機会を逃のがしては、もう逃とう走そうのチャンスはない──そう思ったとき、アベルは何者かに突き動かされるように走り始めていた。近くに止まっていた自動車の運転席に飛び乗りながら、〝魔ま術じゆつ師し〟に命じる。

「私と一いつ緒しよに来なさい！　早く！」

「待て、ナイトロード神父」

　スターターによってエンジンの回転を始めた自動車に向けてトレスが叫んだが、その声ごと斬きり捨てるようにチンクエデアが迫せまる。戦せん闘とう拳けん銃じゆうの銃身でそれは防がれたが、甲かん高だかい音が駐車場に響ひびき渡わたる。

　その音を耳の端はしで聞きながら、

「行きますよ……しっかり摑つかまっていてください！」

　助手席に滑すべり込んだケンプファーに命じると、アベルは車を急発進させた。




〈ターゲットＡアーおよびターゲットＢベー、戦線離り脱だつします〉

〝リンク〟の闇やみの中、テールランプの赤い光は急速に小さくなっていく。それを見送っていた御ぎよ者しや台だいの少女は、無機的な声で車内に報告した。

〈追つい跡せきしますか、師匠マスター？〉

「いや、その必要はない」

　侍女メイドの声で目を開けた茶ちや髪ぱつの若者は、そっけなく首を振ふった。道路脇わきに停車した馬車の中から、駐車場に残った二つの人ひと影かげが口論しているのを冷ややかに観察しながら、命令を与あたえる。

「追跡は〝Ⅷアハト〟に任せてある。それより、我らも〝塔トウルム〟に帰き還かんするとしよう。私の予想が正しければ、そろそろネズミが動き始める頃ころだからね。帰って、伯はく爵しやく夫人と弟を手伝った方がいい……〝Ⅲドライ〟たちにもそう伝えてくれたまえ、〝Ⅱツヴアイ〟」

〈かしこまりました〉

「……さて、〝クルースニク〟は今回も彼を殺せなかったか。これから、他ほかの派は遣けん執しつ行こう官かんたちはどう出るかな？」

　頷うなずいたメイドが馬車を反転させる間、若者は顎あごを撫なでて呟いた。

　派遣執行官たちを〝魔術師〟にぶつける──計画の第一段階はこれで成功した。だが、いかに教ヴア皇チ庁カンの精せい鋭えいとはいえ、あの魔人をたやすく葬ほうむれるなどとは最初から思ってはいなかったし、そもそも〝魔術師〟がこちらの目もく論ろ見みに気づいていないはずがない。それが、あえてのってきたということは、きっと自分たちの裏をかこうとしてくるはずだ。

「そして、こちらはさらにその裏をかく、か……むしろ、本番はこれからだな」

　反転した馬車の中で低く独りごちると、若者──〝毒バズ竜のイリ王スク〟は再び目を瞑つむった。

　そう、夜はまだこれからだ。
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「音波の消しよう滅めつを確認──どうやら、低周波兵器は活動を停止したようです」

「よし。じゃあ、こっちもあの騒そう音おんを止めてくれ。これ以上聞いてると、俺の芸術的感性が破は壊かいされちまわあ」

「わかりました……オペレーターの皆みなさん、お聞きのとおりです。スイッチを切ってください」

　嘯うそぶいた巨きよ漢かんに微笑ほほえみ返すと、車くるま椅い子すの少年はコントロールルームのスタッフたちに命じた。コンソールのスイッチが切られてゆくと同時に、さきほどから、オペラ座内に満ちていた不快な重低音が消え始める。

「しかし、考えたな、神父レオン。音の鎧よろいとは」

　緊きん張ちよう感かんのない顔で鼻毛を抜ぬいている巨漢に声をかけたのは、窓辺に立ついま一人の神父だ。

　歌劇場内に配置された音おん響きよう機器と舞ぶ台たい装置のすべてを制せい御ぎよ可能なこのコントロールルームからは、国王専用席も含ふくめた観客席のすべてが見み渡わたせる。そこでは、自分たちが危あやうく命拾いしたことも知らぬ紳しん士しと淑しゆく女じよたちが、いま鳴り響いていた不協和音はなんだったのかと騒さわいでいる最中だ。貴き顕けんの群れに詰つめ寄られている係員たちを同情を籠こめて見下ろしながら、ユーグは同どう僚りようの機転に賛辞を送った。

「そもそも、低周波兵器は音の共きよう振しんを利用したものだ。それならば、この建物に別種の振しん動どうを与えて、低周波の共振域からずらしてやればいい……俺には考えもつかなかったよ」

「つっても、この建物以外には使えねえ手だがよ」

　太い指で耳の穴をほじりながら、タキシードの巨漢は面めん倒どうくさげに応じた。本人としてはこのような小細工は好まざるところらしい。別に誇ほこる様子もなく付け加える。

「確かにいまの攻こう撃げきは凌しのいだが、だからって、今後もヴィエナ全体を守るわけにはいかねえ……例のブツを見つけてぶっ壊こわすまでは、安心できねえってこった」

「〝サイレント・ノイズ〟とかいう兵器のことですね？　〝騎士団オルデン〟、とかおっしゃいましたか。あなたたちの捜しておられるテロ組織が反乱分子に供きよう与よしたという」

　思し慮りよ深げな顔で頷いたのは、車椅子のルードヴィッヒである。さきほど聞いたレジスタンスに関する情報を思い出したのか、ユーグに転じた眼をわずかに細める。

「それで神父ユーグ……あなたが出会った反乱分子について、他に情報はないのですか？　ヴィエナはなかなかに広い街です。やみくもに捜さがしても、問題の低周波兵器を見つけ出すのはいささか困難だと思われます。少しでも手がかりが欲しい。何か、他にお気づきになった点は？」

「……残念ながら、私が聞いたのは〝エーデルワイス〟という団体名だけです、陛へい下か」

　やや口ごもってから、剣けん士しは首を振った。ことさら表情を消して、〝兇王〟から目を逸そらす。

「私などより、貴国の憲兵隊のほうがよほど、お詳くわしいのではないでしょうか？　確か、マウリッツ中ちゆう尉いとおっしゃる方が担当されておられました。そちらにご下問遊ばされてはいかがでしょう」

「もちろん、憲兵隊は総動員して捜そう索さくに当たらせています」

　相手が視線をあわせようとしないことに気づかないのか、それとも気づいていないふりをしているのか、ルードヴィッヒは細い眉まゆの間にやや憂うれいの影かげを落とした。すがるような目を剣士の美び貌ぼうに向ける。

「しかし、この街の反乱分子はこれまで、私どもの目を何度もくぐり抜けてきています。どうして、いつもこちらの手をすり抜けることができるのか不思議に思っていましたが、最前、あなたたちがおっしゃった〝騎士団オルデン〟とやらに援えん助じよされているとすれば、筋は通りますね……」

「つーと、俺たちの話を信じていただけるんで？」

　くつろげた胸元から覗のぞく剛ごう毛もうを搔かきながら、やや驚おどろいたような顔になったのはレオンだ。相手の正気を確かめるように少年の表情を読む。

「詳しくは話せねえが、〝騎士団〟とかいう国際的テロ組織の元もと締じめがこの街に根城を置いていて、そいつらがレジスタンスに武器や情報を与あたえている……そんな話をいきなり信じてもらえるとは、正直、思ってませんでしたが」

「このヴィエナに反乱分子とは別の組織が潜ひそんでいるという感かん触しよくは、実は我々も何度か感じていました」

　黙だまりこくったままの剣士からようやく目を逸らすと、ルードヴィッヒはレオンに向き直った。誠意に満ちた態度で、情報を披ひ瀝れきする。

「そもそも〝エーデルワイス〟はオストマルクの遺臣の集まりで、この街ローカルの組織です。にも拘かかわらず、彼らの活動は活発で、資金もかなり潤じゆん沢たくでした……別の結社が外部から援助していない限り、ありえないことです」

「ふふン、なるほどねえ──」

〝兇王〟の控ひかえめながらも誠実な態度に、レオンは感心したように顎あごを撫なでた。例のマイクロフィルムを渡わたしていないというのに、こうもすんなり情報交こう換かんができるとは思わなかったのだろう。注意深く少年の表情を探さぐりながら、なおも突つっ込んだ話を避さけ続けている。一方のルードヴィッヒの方は、得体の知れない神父たちを相手にしているにも拘わらず、特に相手を見下した様子もなく、温和な態度を崩くずさない。

　そんな二人の会話を耳の端はしで聞きながら、ユーグは観客席を眺ながめ降ろしていた。

〝祖国を私たちの手に取り戻もどす〟──牢ろう獄ごくの中で、そう叫さけんだ白い顔のことをなんの脈みやく絡らくもなく思い出す。妹が生きていれば、あれぐらいの歳としだったろうか？　きっとあのように、生気に満ちた美しさを誇っていただろう。もしも生きていれば……

「…………？」

　ふと、その翠すい瞳とうが細められたのはそのときだった。

　いまだ観客席は騒そう然ぜんとしている。詰め寄る客たちを、スタッフが必死に宥なだめようとしているが、それもあまり功を奏しているようには見えない。

　だが、ユーグの注意を引いたのはそれではなかった。桟さ敷じき席の隅すみ、観客たちの流れに逆らうように、舞ぶ台たいの袖そでの方へと移動する細い影がある。

「あれは……」

　むぎわら色の髪かみの娘むすめの姿に、ユーグは見覚えがあった。それも、ついさっきまで、一いつ緒しよに牢獄に入っていた娘だ。

　ヴァルトラウテ──レジスタンスのリーダー。

「馬ば鹿かな、どうしてこんなところに……！」

「ん？　どうした、サムライ？」

　口の中だけで呟つぶやいたつもりだったが、どうやらわずかに声が漏もれてしまったらしい。それまで、ルードヴィッヒと話し込んでいたレオンがふと振ふり返った。

「誰だれか知り合いでも見つけたか……顔色悪いな？　なんだか、捨てた女に追いつかれたような顔になってるぜ」

「あ、いや、なんでもない。なんでもないんだ……ああ、そうだ。ナイトロード神父を捜さがしてこないといけなかったんだ」

　レオンの視線から不器用に目を逸らしながら、剣士はとってつけたように指を鳴らした。いささか自分でも不自然だと思わないでもなかったが、懸けん命めいに、席をはずす理由をひねり出す。

「実は彼もここに来ているんだ。俺とは別ルートで観客を避ひ難なんさせようとしていたはずなんだが……どこにいるんだろう？　捜して、連れてくる」

「そうかい。ま、気をつけて行ってきな……あ、そういえば、拳けん銃じゆう屋も乳デカねーちゃんも帰ってきてねえな？　ったく、どいつもこいつも、俺にばっか仕事押しつけてなにやってんだ？」

　ぶつぶつと不平を垂れだした同どう僚りようをよそに、ユーグはコントロールルームを後にした。親衛隊の面々がついてきていないことを確かく認にんしつつ、階段を駆かけ下くだる。

（たしかにあの娘だった……）

　さきほど観客席を離はなれていった娘の顔にユーグは見覚えがあった。

　ヴァルトラウテ──レジスタンスのリーダーが、こんなところで何をしているのか？

「確か、こちらに出て行ったはずだが？」

　オペラ座の裏手、駐ちゆう車しや場じようまで出てきて、ユーグは頭こうべを巡めぐらせた。

　最前、娘が出て行ったのはスタッフオンリーの通用口だ。そこから外に通じている出口はここしかない。もう、立ち去ってしまったのだろうか？　夜よ闇やみに包まれた駐車場に人ひと気けはない。

「──動かないでください、神父さま」

　硬かたい声とともに、短機関銃のボルトが引かれる金属音が響ひびいたのはそのときだった。と同時にユーグのすぐ背後、馬車の陰かげから、立ち上がった細い人ひと影かげがある。

「声をあげないで……あなたには借りがあります。できれば撃うちたくはないわ」

「……俺としても、できれば女子供を傷つけたくはない」

　自分に向けられた銃口を傍かたわらの車のバックミラーで確認しながら、ユーグは静かに答えた。手にした仕込み杖づえを体に引きつけつつ、緊きん張ちように強こわ張ばっている娘の顔を暗い翠瞳で見つめる。

「だが、凶きよう悪あくな犯罪テロ者リストとなれば話は別だ……俺は君を斬きらねばならん、マドモアゼル」

　冷たく言い放つや、ユーグは鯉こい口ぐちを切った。
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　どうやら、デザートに振る舞まわれたゼリーに、ブランデーが数すう滴てき使われていたらしい。妙みように体が熱い。

　所用の前に火ほ照てる頭を鎮しずめようと、〝人形使い〟は〝塔トウルム〟の中庭へ彷徨さまよい出た。

「……イザークの奴、いまごろ驚おどろいてるかな？」

　満天の星空の下、ほどよく空調された風は爽さわやかだった。

　やや上気した顔で窓辺に近寄ると、そこから覗のぞくのは一面の雲海だ。月光に照らされ、銀色の海の如ごとく輝かがやくそれのところどころには暗い隙すき間まが穿うがたれ、遥はるか彼方かなたに沈しずむ闇が顔を覗かせている。

　その暗黒を眺めおろし、美び貌ぼうの若者は悦えつに入いったようにくつくつと喉のどを鳴らした。

「まさか、本当に仕し掛かけを仕込んだとは思ってなかったろうなあ。帰ったら、またお説教かな？」

　見下ろした闇の彼方、かすかに瞬またたく明かりがある。それも一つ二つではない。舞い散る雪のように散った輝きは、その一つ一つがヴィエナの市街を照らすガス灯の輝きだ。

　そう、ここは地上のいずこでもなかった。この〝塔〟──〝氷の魔ま女じよ〟の城はヴィエナ市上空数千メートル、成せい層そう圏けんもほど近い高空に浮うかんでいるのだ。

　横よこ倒だおしにした尖せん塔とうを八基、左右に連ねたようなフォルムから、便べん宜ぎ的に〝塔〟と呼ばれるこの構造物の正体は、旧時代に〝成層圏プラットフォーム〟と呼ばれ、通信衛星の代わりに電でん離り層下における通信機能を果たしていた電波中ちゆう継けい施し設せつである。

　半永久的に作動する太陽電池と光触しよく媒ばいの力で〝大アル災マゲ厄ドン〟から一千年の永きにわたってヴィエナ上空に浮かんでいたこの旧時代の遺物を、二十年前に発見したのは滅めつ亡ぼう間ま際ぎわのオストマルク公国の科学者たちである。公国そのものは遺い跡せきの修復作業に着手した直後、ゲルマニクスの侵しん攻こうを受けて滅亡。戦後の混乱でこの空中要よう塞さいの記録も抹まつ消しようされてしまったものの、その修復作業を指揮した者だけは、遺跡の存在を忘れたりはしなかった。

　その女科学者──ヘルガ・フォン・フォーゲルワイデ伯はく爵しやく夫人は〝氷の魔女〟の称しよう号ごうを与あたえられて〝騎士団オルデン〟に参加すると同時に、組織の力を借りて修復作業を続行し、ついに自らの策源地として完成させたのである。文字通り、難なん攻こう不ふ落らくの〝魔女ヘクセンの塔トウルム〟として。

「さて……じゃあ、寝ねる前に一仕事すませるかな」

　数千メートルの高みから見下ろす夜景にも、すぐに飽あきたように鼻を鳴らして、〝人形使い〟は窓辺を離れた。

　再び、館内──〝塔〟のメインブロックに踵きびすを返すと、センサーと対人レーザーに埋うめ尽つくされた廊ろう下かを涼すずしい顔で奥に進む。やがて目の前にそびえ立ったのは、銀色に輝く強化チタニウム製の扉とびらだ。電でん子し錠じようで何重にもロックされたそれを、集積回路に〝糸〟を通して開け放つと、若者はまるで自分の寝しん室しつに入るような気安さで、室内に歩み入った。

「ふむ、ここが主制せい御ぎよ室しつだね」

　目の前、低い唸うなりをあげる電動知性のメインフレームを見上げながら、〝人形使い〟は独りごちた。珍めずらしい──しかし、どうせすぐに飽きてしまうオモチャを与えられた子供のように、にんまりと目を細める。

　ここに入るために、とんでもない手間暇ひまをかけたのだ。せいぜい楽しませてもらおう。そんな顔で両手を擦こすりながら、いそいそとキーボードの前に立つ──

「……やっぱりオタク、〝魔ま術じゆつ師し〟を裏切ったってのは演技だったってこと？」

「まあ、それぐらいはこちらも心得ていたがの、〝人形使い〟殿どの」

　響いた男女の声は、悪意に満ちた嘲ちよう弄ろうの波動を孕はらんでいた。

「なにせ、汝なんじは我ら〝騎士団〟の中でも数少ない〝魔術師〟の友人であるからな……」

　振ふり返った〝人形使い〟に唇くちびるを吊つり上げたのは、開いたままの扉から歩み入った細身の影かげだ。薄うす水色の髪かみの若者を従えたグラマラスな美女──ヘルガは、ややバツ悪げな〝人形使い〟の美び貌ぼうを一いち瞥べつすると、蔑さげすみきったように喉を鳴らした。

「その汝が我らに近づいてきたときから、疑っておったわ……残念じゃったな、〝人形使い〟」

「……〝魔術師〟の友人!?　この僕がかい!?」

　破は壊かい工作を発見されたことよりも、自分が泳がされていたことよりも、その指し摘てきに深く傷ついた──そんな顔で美貌の若者は呻うめいた。彼にしては珍しく情けない顔になって、〝魔女〟に抗こう議ぎする。

「伯爵夫人、どんな罵ば倒とうも覚かく悟ごしてたけど、いくらなんでも、それはないんじゃないかい？　僕、本気でショックなんだけど？」

「でも、マジなことだろ、オタク」

　もはや声をかける価値さえ認めぬかのように沈ちん黙もくするヘルガに代わって応じたのは、水色の髪の若者──メルキオールである。相変わらず目をあわせることなく、口を尖とがらせて呟つぶやく。

「裏切ったふりをしてコッチに近づき、搔かき回す……見え見えだっての。だから、コッチは搔き回されるフリして、〝魔術師〟を油断させてたワケ。わかった、ガキンチョ？」

「……〝魔術師〟の友人の次はガキンチョかい、〝傀儡人形の王フエチ〟？」

　硬かたい響ひびきが若者の声に籠こもった。俯うつむいたままの長生種を睨にらみつけながら、その指先を忙せわしく動かすと〝糸〟──すなわち太さ数ミクロンの生体繊せん維いを敵手たちに飛ばしたのだ。だが──

「え？」

　せせら笑う〝魔女〟と俯いたままの〝傀儡の王〟に触ふれる直前、〝糸〟はあっさり弾はじかれていた。まるで突とつ風ぷうでも吹ふいたかのように、方向を失い、そのまま溶とけ去ってしまう。

「僕の〝糸〟が弾かれた!?」

「〝傀儡の王〟をあまり舐なめぬ方がよいぞ、〝人形使い〟」

　相変わらずふて腐くされたようにそっぽを向いている長生種に顎あごをしゃくって、〝魔女〟が薄うす笑わらった。

「ノイマン三兄弟はそれぞれに面おも白しろい力を持っておるが、メルキオールの能力はまた格別……汝の〝糸〟は通用せぬ」
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「……しまった、脚あしが!?」

　うわずった声が、美貌の悪魔の喉のどからこぼれた。

〝糸〟を弾かれ焦あせっていたため、気づかなかった。いつの間にか足下に忍しのび寄っていた透とう明めいな粘ねん液えきが、まるで触しよく手しゆのように脚に絡からみついたのだ。逃のがれようと後ずさったときには、人クンスト造精リツヒ霊ガイスト〝冬ヴインタのー・乙女フラウ〟──マイクロマシン制御された過か冷れい却きやく水の塊かたまりは犠ぎ牲せい者しやの全身を包み込んでいる。

「オタク、本当にウザいよ……逝いってよし」

〝傀儡の王〟の嘲ちよう笑しようを聞いたのを最後に、〝人形使い〟の意識は闇やみに吞のみ込まれた。




















──主君を尊たつとぶ者は、その誉ほまれを得る。

（箴しん言げん二十七章十八節）






「──ええ、いまのところ、教ヴア皇チ庁カンに大きな動きはなくてよ」

　眠ねむりを知らぬ聖都ローマにあって、このローマ大学附ふ属ぞく病院は最大にして唯ゆい一いつの二十四時間診しん療りよう施し設せつだ。

　内科・外科・小児科はもちろん、皮ひ膚ふ科・循じゆん環かん器き科・血液内科など、専門ごとに診しん療りよう科かは細分化され、ローマはおろか諸外国にも、これほどの巨きよ大だい総合病院は存在しまい。国内外の各地から様々な病や怪け我がを抱かかえて訪ね来る老若男女、そしてそれらの治療と介かい護ごにあたる医師や看護師、薬やく剤ざい師しや事務員の数はおおかた小都市の人口にも匹ひつ敵てきしただろう。

「そうねえ。変わったことといえば、例のミラノの不ふ感かん症しよう女──スフォルツァが一昨日おととい、こっちに来たことぐらいかしら？　でもまあ、それも当然よね。美しき暗殺者によって難なん攻こう不ふ落らくの聖天サンタ使城ンジエロが襲しゆう撃げきされ、重要な証人が華か麗れいにして鮮あざやかな手口で殺されちゃったんですもの。泡あわを食って駆かけつけてくるのも無理ないわ……え？　派は遣けん執しつ行こう官かんの殺害には失敗したくせに、ですって？　んま、失礼ね！　派遣執行官に例の情報をリークしろって言ったのはお兄さまじゃないのさ！」

　午前零れい時──そろそろ日付が変わる時刻というのに、ロビーは多種多様な人々で混雑していた。野球場ほどもある室内には各種受付と精算窓口が置かれ、患かん者じやとその付き添そいたちがそこを巡めぐっては書類や薬を受け取っている。その広大な待合ロビーの一角、肉の厚い葉を傘かさのように拡ひろげた観葉植物の陰かげに、一人の女が座っていた。

　派手な原色のドレスは大きく胸が開き、スリットから覗のぞく脚は腿ももの付け根まで剝むき出しになっている。鍔つばの大きな帽ぼう子しの下の顔はそれなりに美しかったが、やたらと化け粧しようが濃こい。あるいは夜の女だろうか？

　むろん、娼しよう婦ふがここにいること自体は別におかしくはない。深夜というのに、この待合ロビーには大勢の患者や付き添いが詰つめかけ、雑多な言語で交かわされる会話でうるさいほどだ。ただ、彼女の場合、連れらしき人物が見あたらないのにひっきりなしに唇くちびるを動かしているのが奇き妙みようであった。あるいは心の病を抱えているのだろうか？　それにしては、その瞳ひとみに狂きよう気きの色はない。

「とにかく、心配なさらなくても、こちらはあたしがちゃんと見張ってるわよ……は？　くれぐれも教ヴア皇チ庁カンを刺し激げきするな？　だいじょうぶよン。それぐらい、あたしだってわかってるわ。おとなしくしておくから、少しは妹を信用なさって……それじゃね、お兄さま。愛してるわ」

　一人でずっと喋しやべり続けて疲つかれたのだろうか。接キ吻スの音を最後に、女は耳元に手を伸のばした。ピアスを長い爪つめで弾はじくと、大きなため息をつく。

「ふう。まったく、バルタザールお兄さまってば、ほんとに心配性しようなんだから。少しぐらい、あたしの手しゆ腕わんを信用してくれてもいいじゃないのさ……でも、〝おとなしくしておく〟、か。うふっ、我ながら、あたしっていけない子よね」

　にやにやと笑いながら呟つぶやいて、女は席を立った。長い脚を見せつけるようにして壁かべの一いち隅ぐうに歩み寄ると、そこにかかった院内案内図に目を走らせる。

「ごめんなさい、お兄さま。あなたの妹は、噓うそをつきました。せっかく、ローマにいるんですもの。おとなしくしておくつもりなんてさらさらないわ…………さあて、あのクソ中年はどこだ？」

　女の口調ががらりと変わった。

　いや口調だけではない。野太い声は、明らかに男のものだ。すぐ側そばのソファ、青ざめた顔で腰こしを下ろしていた鳥打ハンち帽チングの若者がぎょっとこちらを見上げたのも気づかぬように案内図をチェックしていたが、図面上の一点、〝集中治療室〟の文字を見つけると、軋きしるような声を押し出す。

「乙おと女めの顔に傷を付けられたこの恨うらみ、はらさでおくべきか！　あのキザ親おや父じ、臓ぞう腑ふ摑つかみだして、ちょうちょ結びにしてから、鼻の穴に突つっ込んでやる！　汚きたない馬うま面づらに落書きしてから、脊せき椎ついごと引き抜ぬいて犬に喰くわせて──」

「……あのぉ、どうかされましたか？」

　昏くらい呪じゆ詛そを紡つむいでいた女の横合いから、緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない声が届いたのはそのときだった。

　そこに立っていたのは若い白衣の男だ。夜勤で出勤してきた医師だろう。いかにも遊び人ふうに髪かみをわけたその青年は、女の胸元から腰までのラインを舐なめ回すように見つめながら、それでも声だけは心配げに尋たずねた。

「なにか、さっきから独り言をおっしゃってたみたいですが……どこか、具合が悪いのでしたら、僕が診みましょうか？」

「あら、ごめんなさい。なんでもないの。ただ、私、独り言を言う癖くせがあって…………あ、いえ！　やっぱりいまのなし！　本当は胸の具合がよくないの……」

　最初は、いかにも面めん倒どうくさげに医者を追い払はらおうとした女だったが、すぐに首を振ふって自分の言葉を否定した。細く描えがいた眉まゆを色っぽくひそめると、胸を中央に寄せて豊かな膨ふくらみを強調する。

「さっきから、このあたりがなんだかどきどきしてて苦しいの……ねえ、先生、これってひょっとして癌がんじゃないかしら。よろしかったら、ちょっとあちらで診しん察さつしてくださらない？　誰だれもいないところで、先生にあたしの体を診ていただきたいの♡」




　　　　Ⅰ




「病院、病院、楽しいな♪　入るときは病気で、出てくときは死体♪　死んでしまえばもう平気♪」

「おやめなさい、シスター・カーヤ・ショーカ。ここは病室です。少し静かになさい」

　集中治ち療りよう室しつの一隅、最前からひっきりなしに続いている鼻歌を、カテリーナ・スフォルツァは厳しい口調で窘たしなめた。鼻歌の主──彫ほりの深い、浅黒い顔のジプロマシー娘ニーがやや首をすくめて頷うなずいたのを一いち瞥べつしてから、傍かたわらに佇ちよ立りつしたままの黒Ｓ服Ｐに報告の続きを促うながす。

「ごめんなさい、話の腰を折ってしまいましたね……で、シスター・ケイトからの報告の件ですが、それはたしかな事実ですか？　派は遣けん執しつ行こう官かんの二人までもが行方ゆくえ不明というのは？」

「はい、猊げい下か。オペラ座でのトラブルの後、〝クルースニク〟および〝ソードダンサー〟との連れん絡らくがとれなくなっているそうです」

　恭うやうやしく答えたのは、四人のＳＰを統率する班長のフェデリコ・アルバレス少しよう佐さだった。五十を越こしてずいぶんと経たっているはずだが、体格は一同の中でもっとも優すぐれている。背筋をぴんと伸ばしたまま、初老の退たい役えき軍人は報告を続行した。

「そのうち、〝クルースニク〟はバルセロナ事件の重要参考人とともに市内へ向かったとの〝ガンスリンガー〟の目もく撃げき証言がございます。しかし、一方の〝ソードダンサー〟の失しつ踪そうにつきましてはまったく情報がなく……」

「攻こう撃げき目標も探さぐり出せていないうちから、戦力三分の一減ですか」

　尖せん塔とうの形に組んだ指先に尖とがった顎あごを載のせると、麗れい人じんは深いため息をついた。傍らのベッドに視線を滑すべらせながら、憂うれいに満ちて呟く。

「これでは、なんのために六人もの派遣執行官を送り込んだのかわかりませんね……まったく、あの二人はなにをやっているのやら」

「カーヤがヴィエナまで行ってあげましょうか、カテリーナさま？」

　頭痛を堪こらえる枢すう機き卿きように提案したのは、退たい屈くつげに脚あしをぶらつかせていた少女だった。もっとも、麗人が返事をしようとしたときには、自分で自分に答えを与あたえている。

「そうよ、それがいいわ。そうしましょう。謳うたって踊おどって、それから悪い人たちを皆みな殺ごろし♪　ついでに怠なまけ者ものの神父さまたちも、首を斬きって、血を絞しぼる♪　えぐり出した心臓は、フライパンで炒いためて、小鳥に食べさせてあげましょう♪」

「それはまた今度にしましょう、〝ジプシークイーン〟」

　熱心な申し出を、カテリーナは穏おだやかに却きやつ下かした。

　実際、少女なら口にしたことを本気でやりかねないという恐おそれもあったが、それ以上に、現時点での予備戦力投入は本気で躊躇ためらわれたからだ。現存する八人の派遣執行官中、この少女──〝ジプシークイーン〟はカテリーナにとって唯ゆい一いつの予備戦力である。二人が行方不明、一人が人事不ふ省せいの現状下、彼女までヴィエナに投入するわけにはいかない。

「……せめて、あなたが無事だったらよかったのですがね、ワーズワース博士」

　目の前のベッド──無数の点てん滴てきの管に繫つながれた紳しん士しに、カテリーナはいたわるような声をかけた。

　ウィリアム・ウォルター・ワーズワース──自じ称しよう〝ローマ最高の知性〟。

　三日前、聖天サンタ使城ンジエロを襲しゆう撃げきした吸きゆう血けつ鬼きとの交戦で負傷した派遣執行官は、いまだ昏こん睡すい状態にあった。病院側の説明によれば、緊きん急きゆう手術はいちおうの成功を見たものの、術後も容態は一進一退を続けているらしい。事実、青ざめた顔に生気はなく、酸素吸入器をあてられた口からは細い寝ね息いきが聞こえてくるだけだ。ベッド脇わきに置かれたパイプもステッキも、あるいはこのまま永遠に使われる機会はなくなるかもしれなかった。

（……私は、彼らにとって死神なのかもしれない）

　表情を消したまま、カテリーナはふと思った。

　常に彼らを危地へと追いやり、生命の危機に曝さらしているのは他ほかならぬ彼女自身だ。そのくせ、部下が死に瀕ひんしているいまも、虚むなしく手をつかねてそれを見守ることしかできぬ。自分は、上司あるいは主君としては最低の女かもしれない。

　面おも長ながの顔の中、力無く閉じられた瞼まぶたに視線を置いて、カテリーナはもう一度ため息をついた。

「早く帰っておいでなさい、〝教プロフ授エツサー〟。相談相手がいないというのは、けっこう辛つらいものですよ……」

「──あの、猊下？　聞いておいでですか？」

　不安の沼ぬまを彷徨さまよっていた枢機卿の意識を現実に引き戻もどしたのは、アルバレスの訝いぶかしげな声だった。ＳＰ隊長はどうやら最前から報告を続けていたらしい。無反応な上司の表情をたしかめるように、謹きん直ちよくな顔が美び貌ぼうを覗のぞき込んでいる。

「どうかされましたか？　どこか、お具合でもよろしくないのですか？」

「ああ、いえ、ごめんなさい。なんでもないの……ええっと、ヴィエナの話だったかしら？」

「いえ、いまはミラノの状じよう況きよう──ヴィスコンティ隊長の更こう迭てつの件です」

　初老のＳＰは控ひかえめに主君の思い違ちがいを訂てい正せいした。スフォルツァ家の家か紋もん〝蛇へびと剣けん〟の印いん蠟ろうが捺おされたファイルを差し出すと、恭しくそれを開く。

「猊下の御ご指示どおり、ガレアッツォ・ヴィスコンティは昨日付でスフォルツァ城警備隊長の任を解きました。ミラノ公こう爵しやく家私兵隊からも依い願がん退たい職しよくという形で除隊しております。なお、ロレンツォ・ヴィスコンティ会長もこの人事については了りよう承しよう済みです。こともあろうに甥おいが猊下に発はつ砲ぽうしたという不ふ祥しよう事じについては大変恐きよう縮しゆくしておられまして、いずれ謝罪にうかがいたいとの──」

「ああ、その件についてはあなたに一任しますわ、アルバレス少佐。適当にそちらで処理しておいてください」

　庭先に迷い込んできた野良犬のことでも話題にのぼったかのように、カテリーナは首を振ふった。職と将来の双そう方ほうを棒に振った貴公子についてはコンマ一秒で忘ぼう却きやくの彼方かなたに押しやり、再び、当面の課題へ話を引き戻す。

「それより、至近の問題はヴィエナです。シスター・ケイトに言って、報告はくれぐれも密にさせるよう手配してください。彼女からの連絡があった場合は、就しゆう寝しん中でもいいので報しらせて。それと、例の低周波兵器の発見には全力を尽つくすように伝えなさい。行方ゆくえ不明の二人は、放置しておいてかまわないから、兵器の処理を最優先するようにと」

「かしこまりました。〝剣つるぎの館やかた〟に戻り次し第だい、すぐに通達しておきましょう……ところで、そろそろ午前零れい時です。帰館されてお休みになられては？　明日は、午前七時よりメディチ枢機卿と会談のご予定が入っております。少しでもお体をいたわられるべきかと」

「……ああ、そうね。あの人は時間にうるさいから。遅ち刻こくはしたくないわね」

　ミラノから聖都ローマに戻ってきてすぐにこちらに駆かけつけたため、いまだ法王宮はおろか、兄のところにも顔を出していない。先の異い端たん審しん問もん以来、フランチェスコとは極きわめて冷ややかな関係が続いていたが、現時点でことをかまえるつもりはカテリーナにもなかった。いまは、儀ぎ礼れい的関係だけでも保つべきだ。

　だが、いいのだろうか？　部下が生死の境を彷徨っているというのに、自分だけが〝体をいたわる〟ことなど許されるのか。たしかに、ここにいても自分には何もしてやれることはないが……

「どうされました、猊げい下か？」

「え？　あ、ああ、なんでもないわ」

　重ねて問われ、カテリーナは腰こしをあげた──そう、ここにいたところで何ができるというわけでもない。であれば、少しでも休んで明日に備えるべきだ。

「わかりました。そろそろ帰りましょう。下に車をまわしてください」

「お帰り、お帰り、枢すう機き卿きようのお帰りだい♪」

　ＳＰの一人が一礼して部屋を出て行くと同時に、それまで退たい屈くつそうに座っていた少女がぴょこんと立ち上がった。名な残ごり惜おしげにベッドを見やっている主人とは対照的に、患かん者じやには見向きもせず戸口に向かう。

「ここは病院、なんでもある♪　人はここで育って老いて、病気になって元気になって、産まれて死ぬ──きゃんっ！」

「あら、失敬」

　不ふ吉きつだが陽気な鼻歌が、少女の悲鳴と男の声によってとぎれた。ノブに手を伸のばした少女の目の前で、廊ろう下か側から扉とびらが押し開けられたのだ。おもいきり小鼻を打って尻しり餅もちをついた少女に対し、扉の向こうにいた白衣の青年がやや慌あわてたように手を伸ばした。

「ごめんなさいね、お嬢じようちゃん。怪け我がはなかった？」

「──あなたが当直の先生ですか、ドットーレ・アマルフィ？」

〝ジプシークイーン〟を助け起こしている若者に、カテリーナは声をかけた。〝心臓外科ディーノ・アマルフィ〟──遊び人ふうに髪かみをわけた若い医ドツ師トーレの胸の名札に素す早ばやく目を走らせる。

「心臓外科……患者は心臓が弱まってますの？」

「……ええ。どうも、出血と臓器損傷が激しすぎたようですね」

　手にしたカルテとベッドに横たわったままの神父を素早く見比べながら、青年は咳せき払ばらいした。しかつめらしく首を振ると、

「実際、一時はかなり危なかったようです。でも、いまはずいぶんと持ち直しています。だいじょうぶ。これなら、助かりますよ……いや、僕が必ず助けます」

「お願いしますわ、先生……彼は私の家族なのです」

　頼たのもしく請うけ合った青年医師に、カテリーナは腰を折った。美び貌ぼうを傾かたむけると、彼女にしては珍めずらしく、縋すがるような口調で懇こん願がんする。

「血こそ繫つながっていませんが、私にとっては大切な家族……どんなことがあっても、命だけは助けてください」

「おまかせくださいませ、猊下」

　麗れい人じんの言葉に、若者は顔を紅潮させた。カルテを閉じると、力強く頷うなずいてみせる。

「僕の一命に換かえましても、神父さまはきっとお救いいたしますとも！　大船に乗ったつもりで安心されてください」

「ありがとう。くれぐれもよろしくお願いします……では行きましょうか、シスター・カーヤ」

　最後にもう一度ベッドに目をやって、カテリーナは集中治ち療りよう室しつをあとにした。




「──カテリーナさま、どうして〝教授〟が家族なの？」

　傍かたわらの少女がいきなりそんなことを聞いてきたのは、階段を降りる途と中ちゆう、ロビーのざわめきが聞こえ始めた頃ころだった。

　今夜のカテリーナはいつもの法ほう衣えではない。地味なスーツに薄うす手でのコートといういでたちは、一見、どこかの社長秘書に見える。さらに、大きなサングラスで顔も隠かくしていた。しかし、さすがにローマともなると〝世界で最も美しい枢機卿〟にして教皇の姉の美貌を見知っている者は多い。エレベーターは避さけ、俯うつむき加減のまま階段を降りている主人の美貌を、派は遣けん執しつ行こう官かんは無む邪じや気きに仰あおぎ見た。

「カテリーナさまの家族はもういないんでしょう？　十年も前にみんな死んだ。殺された。カーヤはそう聞いた」

「ええ、肉親はね。でもそのとき、私は何人かの大切な人たちと出会ったの……彼はその一人よ」

　首を傾かしげている少女に、カテリーナはどこか寂さびしげな微び笑しようを見せた。

　十年前のあの忌いまわしい事件で、彼女の母親であるルクレツィア・スフォルツァと戸こ籍せき上の父である先代ミラノ公はともに亡くなっている。それによって身よりのすべてを失った彼女は血と栄光、そして莫ばく大だいな財産に彩いろどられたミラノ公こう爵しやく家を相続すると同時に、当時、教皇であった実父グレゴリオに引き取られ、聖界へ入ったのだ。

　しかし、事件の衝しよう撃げきも冷めやらぬ少女にとって、当時のローマは敵地も同然だった。突とつ然ぜん現れた教皇の実子に敵意を燃やす者、その相続した莫大な財産と地位に食指を動かす者、単純に彼女の美貌を狙ねらう者……もしこのとき、運命が彼女の側そばに数名の騎き士したちを立たせていなければ、少女は身も心もぼろぼろにされて、〝枢機卿カテリーナ・スフォルツァ〟は誕生しなかったであろう。

「その当時から、ワーズワース博士はなにくれとなく私に尽つくしてくれたわ。アルビオンに帰れば、富と栄達は間ま違ちがいなかったのに、ローマに残って私の右みぎ腕うでになってくれた……私がいまの地位にいられるのも、彼のお陰かげなのよ」

「ふうん……でも、カーヤはあのおじさん、あまり好きじゃない。煙草たばこ臭くさいし、いつも気き障ざに澄すましてて、カーヤに優やさしくしてくれない」

「博士の気位の高さは、繊せん細さいさの裏返しなのよ……自分の優しさを他人に見せるのが苦手なのでしょうね、あの人は」
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　カーヤの正直すぎる感想にカテリーナは微笑を苦笑に切り替かえた。ぷいとそっぽを向いた少女の髪に手を置きながら、どこか窘たしなめるような口調で続ける。

「たしかに、彼のプライドの高さには私もときどき疲つかれますけど、それでもワーズワース博士は私の大切な……あら？」

〝ジプシークイーン〟を宥なだめていた麗人は、ふと視線を滑すべらせた。

　玄げん関かんの前に、パトカーが数台、青色灯を回転させながら停車していたのだ。さらに、ロビーの一いち隅ぐうでは、なにやら慌あわただしげに人が動いているではないか。

「何の騒さわぎかしら、あれは？」

「見てきましょう。猊げい下かはここでお待ちを」

　頷くと、アルバレスが人の輪に駆かけていった。そこで人々の間を覗のぞき込み、野次馬の一人と二言三言話して駆け戻もどってくる。

「事情はよくわかりませんが、どうやら殺人事件のようですな。医師が一人、殺されていました。これから、鑑かん識しきが入るようです……猊下、目立つといけません。通用口を使いましょう」

「そうですね」

　促うながされるまま、カテリーナは頷いた。

　ローマは治安のよい街だが、それでも殺人は珍しいというほどでもない。にも拘かかわらず、物見高い野次馬は群れをなして廊ろう下かの一つに集まっていた。裏口へと回る一行に注意を払はらう者はいない。

「……ついさっき、出勤してこられたときはあんなに元気だったのに。いったい誰だれがこんなことを！」

「被害者ガイシヤは腹部を滅めつ多た突づきにされています……」

　おそらく、警官が聞き込みをしているのだろう。しかつめらしい会話が、足早に歩んでいた枢すう機き卿きようの耳をふとかすめた。何の気なしにそちらを見れば、人混みからやや離はなれたところで、一人の警官がよく太った看護師相手に話しこんでいるところだ。

「あの残ざん忍にんな手口から言って、おそらくは怨えん恨こんによる殺しでしょうな……それでですね、ガイシャに恨うらみを持った者に心当たりはありませんかね？　たとえば女性問題とか、医い療りよう過誤とか……ガイシャに復ふく讐しゆうしたがっていた者はいませんでしたか？」

「復讐!?　とんでもない、彼に限ってそんなことは考えられませんわ！」

　年配の看護師はさかんにハンカチで目元を拭ぬぐっていたが、警官の言葉にひときわ声を張り上げた。堅けん信しん式に臨のぞんだ司祭のように、確信に満ちて首を振ふる。

「ほんとうに親切で、みんなに好かれていましたのよ、あの方は。アマルフィ先ドツ生トーレが誰かに恨まれてただなんて、あたくし、想像もつきませんわ！」

「……〝アマルフィ〟!?」

　看護師の口からこぼれた固有名詞に、カテリーナが弾はじかれたように顔をあげた。もっともそのときには、売店のチョコバーを物欲しげに見つめていた〝ジプシークイーン〟を除く全員の表情に緊きん張ちようの色が走っている──中でも真っ先に反応したのはアルバレスだ。初老のＳＰ隊長は逞たくましい巨きよ体たいを翻ひるがえすと、たったいまあとにしてきた人の輪に分け入った。カテリーナも反射的にそれに続く。

「な、なんだね、君たちは!?」

　床ゆかに跪ひざまずいていた巡じゆん査さたちの誰すい何かも黙もく殺さつして、アルバレスがそこに転がっていた遺体──うつ伏ぶせに置かれた下着姿の男の体に足を差し入れた。慣れた動きで遺体をひっくり返す。

「──この人は!?」

　上を向いた血の気のない顔に、カテリーナは自分が死者であるかのように呻うめいた。

　虚うつろに開いた目には、すでに白い膜まくが落ち始めていた。首筋が食いちぎられたようにごっそり抉えぐれていたが、これが致ち命めい傷しようだろう。しかし、カテリーナたちに息を吞のませたのは、その惨さん状じようではない。死者の顔──遊び人ふうにわけた髪かみの下の若い顔は、全員にとって見覚えあるものだった。そう、ついさっき出会ったばかりのものだ。

「では、あれは……しまった！　〝教授〟！」

「げ、猊下!?」

　慌てたようなアルバレスの声も聞こえぬように、カテリーナは身を翻していた。

　彼女を見知っている者なら、これが本当にあの〝鉄の女〟かと驚おどろいただろう。恐きよう怖ふと焦しよう燥そうに強こわ張ばった表情のまま、ちょうど背後に立っていた鳥打ハンち帽チングの男の側そばを、素す早ばやくすり抜ぬけようとして──

「おやあ？　ひょっとして貴女あなたは、カテリーナ・スフォルツァ枢機卿じゃありませんかね？」

　すさまじくくたびれた、それでいてどこか忌いまわしいまでの精気を宿した声が枢機卿の肩かたを捕とらえたのはそのときだった。

　いや、正確にはカテリーナの細い肩を捕らえたのは力強い男の手だ。だが、彼女の注意を引きつけたのは、その声に宿った昏くらい憎ぞう悪おだった。麗れい人じんの顔を覗き込んだ、鳥打ち帽の男──美形だが、やや虚ろな表情を溜ためた青年は唇くちびるの端はしを弦げん月げつの形に吊つり上げた。

「僕の顔をお忘れですか？　猊下の忠実な家臣の顔……あなたが馘ク首ビにした部下の顔を」

「……ヴィスコンティ大たい尉い？」

　ガレアッツォ・ヴィスコンティ──ミラノはヴィスコンティ財ざい閥ばつ会長の甥おいにして、つい一昨日おとといまでスフォルツァ城警備隊長を務めていた青年の顔に、カテリーナはわずかに目を瞠みはった。しかし、すぐにその指を振りほどこうと手をあげる。

「驚きましたね。いつ、ローマに来たのです？　ああでも、再就職の話なら、また日を改めてしましょう。いま、私は急いで──」

「再就職？　とんでもない！　そんなつもりなんてありませんよ」

　神経質に唇を吊り上げると、ガレアッツォは最前からポケットに突つっ込んだままだった右手を引き出した。かなりの量の酒を吞んでいるらしい。ふんぷんたるアルコールの臭においを吐はきつけながら、握にぎった自動拳けん銃じゆうをカテリーナの眉み間けんへ向ける。

「なにしろ、僕はもう終わりなんでね。クビになっただけじゃない。猊げい下かの差し金で、僕は伯お父じに勘かん当どうされ、一族にも見捨てられ、なにもかも失った……だからね、猊下。今日は、猊下にも同じ思いを味わわせてあげようと思って来たんですよ！」

「げ、猊下っ！」

　アルバレスの悲鳴じみた声を聞きながら、カテリーナは身動きできなかった。大きく瞠った瞳ひとみは、ガレアッツォの拳銃が吐き出した炎ほのおを虚むなしく見つめ──




　　　　Ⅱ




（撃うたれた!?）

　銃じゆう声せいが轟とどろいたその刹せつ那な、カテリーナはそう確信した。

　いや、彼女だけではない。目もく撃げきしていたすべての者がそう思ったはずだ──だが、予期された衝しよう撃げきと死は、いっかな枢機卿をその顎あごに捕らえなかった。その代わり、カテリーナの鼓こ膜まくをくすぐったのは死神の囁ささやきにしてはあまりに能天気な美声だ。

「──だいじょーぶだった、カテリーナさま？」

　目の前が真っ暗なのは、反射的に目を瞑つぶってしまったものらしい。薄うすく目を開けたカテリーナは、そこに自分を覗のぞき込んでいる浅黒い顔を見いだした。

「シスター・カーヤ!?」

　カーヤ・ショーカ──派は遣けん執しつ行こう官かん〝ジプシークイーン〟が大きな扇おうぎを拡ひろげて、自分とガレアッツォの中間に立っている。だが、どうして彼女は平然と立っているのか？　こちらに向けられたガレアッツォの拳銃は、たしかに硝しよう煙えんを吐き出しているというのに。

「こ、こいつっ!?」

　ヒステリックな怒ど声せいに、数発の銃声が連続した。くしゃくしゃに顔を歪ゆがめたガレアッツォがなおも引き金を絞しぼったのだ。だが、立て続けに吐き出された銃じゆう弾だんの一発も、カテリーナはおろか、その前に立ち塞ふさがったカーヤをも貫つらぬくことはなかった。なぜなら必殺の弾だん丸がんは、舞ぶ踏とうのように少女が閃ひらめかせる扇にことごとく弾はじかれ、甲かん高だかい音をあげてあさっての方向へ逸そらされてしまっていたからだ。

「……それでおしまい、おにーさん？」

　そして〝ジプシークイーン〟が軽かろやかに笑ったとき、ガレアッツォの拳銃は沈ちん黙もくしてしまっていた。青年の指はいまだ引き金を引いていたが、遊底スライドの開いた自動拳銃は虚しい金属音を奏かなでるだけで、もはや炎を吐き出すこともない。

「おしまいみたいだね……じゃあ、今度はカーヤの番。おにーさんは踊おどって。カーヤが謳うたうから」

「──う、動くなあっ！」

　ぱちりと扇せん子すを閉じた少女がステップを踏ふんだとき、ガレアッツォは役立たずの凶きよう器きをやけばちのように投じていた。唸うなりをあげて飛んできたそれを、少女は小首を傾かしげてやり過ごす──しかしこれはフェイントだった。その間に、ガレアッツォの手は新たな凶器を引き出している。

「う、動くな！　動いたら、この女の命はないぞ！」

「きゃ、きゃあああっ！」

　甲高い悲鳴はカーヤのものではない。むろん、手をつかねて状じよう況きようを見守っていたカテリーナのものでもない。発はつ砲ぽうを避よけてその場に伏ふせていた、若い看護師のものだ。

　彼女の襟えり首くびを摑つかんだガレアッツォの手には、細長い筒つつのような物が握られていた──ダイナマイト。しかもそれには手製らしいタイマーと手て錠じようのようなものさえついている。悲鳴をあげる看護師の手首にそれを繫つなぎながら、元貴公子は酒に濁にごった声で喚わめいた。

「さがれ！　全員、さがれ！　俺に近づくな！　言っておくが、爆ばく弾だんはこれだけじゃない！　この病院のあちこちに同じものを仕し掛かけた……その気になれば、ここにいる全員殺せるんだ！」

「……全員さがりなさい！」

　ヒステリックに騒さわいでいる元私兵隊長を前に、カテリーナは周囲の人ひと垣がきを叱しつ咤たした。こんなところでつまらない時間を食っている場合ではないのに────焦しよう燥そうに舌を粘ねばらせながらも、驚おどろき騒ぐ民間人をガレアッツォから遠ざけようと試みる。

「全員、病院の外に出なさい！　早く！　急いで！」

「……カテリーナさま、あなたは〝教授〟のところに行ってください」

　事が多すぎる──目まぐるしく進行する事態に頭を抱かかえていたカテリーナを救ったのは、黒衣の少女だった。人質を楯たてになにやら吠ほえている青年を前に、〝ジプシークイーン〟は再び美しい声で囀さえずった。

「髪かみは女の命だけれど、男の命もまた大事♪　爆弾の始末はカーヤがします。カテリーナさまは〝教授〟を助けてあげて」

「え？　でも……」

　彼女一人でだいじょうぶだろうか？

　だが次の瞬しゆん間かん、頷うなずいた麗れい人じんは身を翻ひるがえした。

「……では、ここは頼たのみましたよ、シスター・カーヤ。こちらも手が空き次し第だい、援えん軍ぐんを手配します。あなたは、犯人の拘こう束そくより、爆弾の解体を優先なさい」

「あい、カテリーナさま」

　まったく不安がなかったといえば噓うそになる。

　しかし、より大切な命が危機に瀕ひんしている状況で偽ぎ善ぜんを貫くほどには、カテリーナは善人では──もしくは愚おろかでもなかった。

　視線でＳＰたちを促うながすと、枢すう機き卿きようはもと来た廊ろう下かへと身を翻した。




　ノックも抜ぬきで開け放たれた扉とびらに、その男性看護師は驚いたようだった。折りたたんだシーツをワゴン車に載のせようとした姿勢のまま、目を丸くしている。

「そこのあなた！　ここにいた医師を見なかったかしら？　心臓外科のアマルフィという男だけれども」

　肩かたで息をしながら、カテリーナは丸顔の看護師に質問を叩たたきつけた。それから空のベッドに目を移して急ぎ付け加える。

「それと、このベッドの患かん者じや……ウィリアム・ウォルター・ワーズワース神父はどこに行きました!?」

「さ、さあ？　僕が来たときは、ここには誰だれもいませんでしたけど……患者も、アマルフィ先生も」

　いかにも人のよさげなその看護師は、枢機卿の剣けん幕まくに気け圧おされたように首を振ふった。しかし、片眉まゆを撥はね上げたカテリーナの表情に命の危険を感じたらしい。齧かじりかけのチョコバーをあたふたと尻しりポケットに押し込みながら、急ぎ付け加える。

「僕はただ、看護師長に集中治ち療りよう室しつのベッドを片づけるよう言いつけられただけなんです……それに僕、まだ見習いなんで患者の介かい助じよはさせてもらえなくて……」

「くっ！」

　丸顔の看護師はなおも何かたどたどしく喋しやべっていたが、カテリーナはもう聞いてなどいなかった。

　彼に片づけを命じたその看護師長とやらが、〝アマルフィ〟だったに違ちがいない──急ぎ、集中治療室から飛び出そうと踵きびすを返しかけて、

「…………」

　ふと、その瞳ひとみを一点に止める。

　視線の先にあったのは、ベッド脇わきに置かれたワゴンだ。〝リネン室〟と書かれたキャスター付のワゴンには、丁てい寧ねいに畳たたまれたシーツや毛布がうずたかく積み上げられている。だが、カテリーナの注意を引いたのはそれら汚よごれ物ではない。さらにその下──キャスターが床ゆかのリノリウムに付けた車輪の痕あとである。

　そして、カテリーナが気づいた異常にアルバレスもほぼ同じタイミングで気づいたらしい。

「猊げい下か、あのワゴン──」

「……ええ、わかっています」

　囁ささやいてきたＳＰ隊長を、カテリーナは視線とジェスチャーで黙だまらせた。その代わり、小声で指示を下す。

「私が対象の注意を引きつけます。その間にアルバレス少しよう佐さ、あなたはあれをお願いします……あら!?」

「え、どうしました？」

　驚いたような麗人の声に、丸顔の看護師はあたふたと尋たずねた。美女と黒Ｓ服Ｐたちが今度はどんな難題をふっかけてくるかと怯おびえたように、声を詰つまらせる。

「ど、どうかしましたか、シニョーラ？」

「いえ、いまあなたが持っている点てん滴てきのチューブ。そんな片づけ方をしたら、輸液が漏もれてしまうのではなくて？　ちゃんと弁を閉めないと」

「……あ？　ああ、本当だ」

　カテリーナが指さした方向に目をやった看護師の顔がほっと緩ゆるんだ。丸っこい指で弁を閉めながら、聞かれてもいないのに言い訳を始める。

「う、うっかりしていましたよ。えへ♡　僕、まだ新人なんで、よくミスって先せん輩ぱいに怒おこられるんです──」

「いまだ！」

　アルバレスの鋭するどい声が飛んだのはそのときだった。

　同時に、初老のＳＰ隊長は逞たくましい体をスライディングさせるように看護師の方へ突つっ込んでいた。むろん、彼が体当たりしたのは看護師本人ではない。その傍かたわらに置かれたワゴン──シーツや汚れ物を積んでいるだけにしては、リノリウムの床に痕をつけるほどに重量がありすぎる運うん搬ぱん車しやだ。それを目を瞠みはった看護師の側そばから、カテリーナの方へと力任せに押しやる。

「猊下、確保を！」

　勢いよく滑すべってきたワゴンを、カテリーナは前ぜん傾けい姿勢をとってなんとか受け止めた。その衝しよう撃げきで、上に載っていたシーツと毛布がずり落ちる。しかし、カテリーナはそんなものに見向きもしなかった。その下に隠かくされていた白衣と男物のスラックスをも乱暴に搔かき出した麗れい人じんがワゴンの底に見いだしたのは、手足を折り曲げるようにして寝ねかされていた背の高い人ひと影かげだ。

「やはり……ワーズワース博士！」

「ちっ！」

「動くな、貴様！」

　ワゴンの底に横たえられた〝教授〟をカテリーナが発見したのと、看護師の舌打ち、そしてアルバレスら四人のＳＰがショルダーホルスターの自動拳けん銃じゆうを抜ぬきはなったのはほぼ同時だった。

　さらに、看護師の丸っこい指の先せん端たんから短たん剣けんのように鋭い鉤かぎ爪づめが伸のびたのと、ＳＰたちが拳銃の弾倉マガジンを対人用パラベラム弾だんから対吸きゆう血けつ鬼き戦用シルバーチップに換かん装そうしたのまではほぼ同時──だが、銃口を撥ね上げたＳＰたちが引き金を絞しぼるタイミングは、〝敵〟の攻こう撃げき開始よりほんの半はん瞬しゆん遅おそかった。

「き、消えた！　〝加ヘイ〟──」

　そして、その半瞬の遅おくれがすべてを決めた──白昼夢のように消失した看護師の姿に警告を飛ばそうとしたＳＰの体が列車にでも撥ねられたように吹ふき飛んだのだ。一方、半秒前まで看護師が立っていたベッド脇に、ぽとりと点滴の管が落ちたときには、二人目の黒服が背中から壁かべに叩たたきつけられている。

「げ、猊下、早くお逃にげください！」

　三人目──そして最後の部下が悲鳴とともに窓を突き破って闇やみの中へ消えたのをよそに、アルバレスが主人を叱しつ咤たした。

「早く！　私が楯たてになっているうちに──」

「〝うちに〟──なにをしろですって？」

　必死で叫さけぶアルバレスの叱咤に重なったのは、野太い男の声バリトンだった。そしてそのときには、初老のＳＰ隊長の頭は、背後に立った何者かによって鷲わし摑づかみにされている。

「うふっ、残念でしたあ。時間切れよん♡」

「ア、アルバレス少佐！」

　カテリーナの警告は、肉の裂さける湿しめった音によって搔き消された。

　血ち飛沫しぶきが麗人の頰ほおに跳はねたとき、ざっくりと背中を割られた老少佐は呻うめき声とともに自ら作った血ち溜だまりに倒たおれ伏ふしている。

「あら、臭くさい。やっぱり、オヤジの血は臭いからだめよね……あっと、はじめまして、猊げい下か♡　あたし、カスパールって言います。薔薇ローゼン十字クロイツ騎・士団オルデン位階６＝５、お友だちには〝百貌フンデルのトゲ王シユヒト〟とも呼ばれているわ」

　一方、加害者のほうは横たわる犠ぎ牲せい者しやたちを見向きもしなかった。

　おそらくはこれが彼本来の姿なのだろう。逞たくましい体の上に載のったいかつい禿スキン頭ヘツドを立ちつくす麗人に向けると、優ゆう雅がに一礼してみせる。

「ごめんなさいね、きれいなお顔を汚よごしちゃって……ああ、でも安心してちょうだい。今夜はあなたに用があって来たわけじゃないから。今日のあたしは〝騎士団〟のメンバーではなく、顔を傷つけられた一人の女としてお邪じや魔まさせてもらってるの……そこの醜みにくい中年オヤヂを引き渡わたしてくれたら、すぐにお暇いとまするわ☆」

「……吸血鬼風ふ情ぜいが聖職者に何の用です？」

　ことさら目を細めると、カテリーナは声を押し殺した。ワゴンの底に横たわる部下と、スキンヘッドの吸血鬼を見比べて続ける。

「彼をひと思いに殺そうとせず、手間暇ひまかけてわざわざ誘ゆう拐かいしようとするなんて……いったい何が狙ねらいなのかしら？　彼から教皇庁の情報を引き出すつもりなの？　それとも、例の〝智天使ケルビム〟と交こう換かんするため？」

「ぶー、全部はずれ。そう、一言でいえば、ずばり復ふく讐しゆうね……あなたは知らないかもしれないけど、三日前、その醜い生き物はとても罪深いことをしたの。このあたしの顔を傷つけるという大罪を犯おかしたのよ！」

　吸血鬼──カスパールは舞ぶ台たい俳優よろしく諸もろ手てを拡ひろげてみせた。重々しいバリトンで、怪け我が人の罪を糾きゆう弾だんする。

「猊げい下か、あなたならこの罪が許せて!?　よりによって、乙おと女めの顔に傷をつけるだなんて！　同じ女として、それがどんなに罪深い犯罪かはわかるでしょう？　ただぶち殺すなんて慈じ悲ひ深い罰ばつじゃ、到とう底てい引き合わない。そう、どこか邪魔の入らないところまで運んで、ゆっくり嬲なぶり殺しにしないと……ねっと！」

　その一瞬、大男の巨きよ体たいが消失した──と見えたときには、身を翻ひるがえして扉とびらに駆かけ寄ろうとしたカテリーナの目の前、戸口を塞ふさぐように巨体は再出現している。

「うふふ、残念でしたぁ。このあたしを出し抜こうなんて、ＮＯＮ、ＮＯＮ。それは不可能よん♡」

　絶望と恐きよう怖ふに駆られたように後ずさる枢すう機き卿きように向けて、カスパールは指を振ふってみせた。蒼そう白はくになった麗人がさかんに目をしばたたいているのを、姿しなを作って嘲あざ笑わらう。

「おとなしくしておけば、生かしておいてあげようと思ったけど、これであなたを殺さなくちゃいけなくなったわね……でも、ま、それもいいかも。正直言って、あなたみたいな女って、あたし、生理的に嫌きらいなの。だって、純じゆん粋すいに美しさだけなら、あたしのほうが上じゃない？　それなのにただ生物学的に女だってだけで男にちやほやされちゃってさ……気にくわないわ」
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　バリトンに不ふ吉きつな響ひびきが籠こもった刹せつ那な、カスパールの指先には鋭するどい鉤かぎ爪づめが円えん弧こを描えがいている。怪あやしく輝かがやくそれをひときわ大きく打ち鳴らしながら、吸血鬼は声もなく立ちつくす枢機卿へと歩み寄った。

「ち、近づかないで！」

　そして、そのネズミをいたぶる猫ねこのような吸血鬼の態度が、枢機卿の恐怖をかりたてたのだろうか──絶望にかられたように、カテリーナは怒ど声せいをあげた。ゆっくりと近づいてくる夜の種族に向けて、周囲に置いてあったものを手当たり次し第だいに投げつける。点てん滴てきの針、枕まくら、水差し、それから患かん者じやの物らしいステッキ……しかし、どれ一つとして怪かい物ぶつにあたることはなかった。それらはことごとく目標を大きく逸それ、虚むなしく壁や床ゆかを汚しただけだ。

「まあ、いけないわ、猊下。こんなにお部屋を汚しちゃ……はしたなくてよ」

　一方、〝世界で最も美しい枢機卿〟の名にそぐわぬ醜しゆう態たいに、吸血鬼も苦笑を禁じ得なかったらしい。立ち止まると、カスパールは窘たしなめるように首を振った。

「だいじょうぶよ。そんなに怯おびえなくても痛くしないから。でも、その高こう慢まんちきな面つらの皮は剝はぎ取ってあげなくちゃね。剝ぎ取った皮は……そうね。クッションカバーなんてかわいくない？　あたし、実はお裁さい縫ほうも得意なの」

「なるほど裁縫が……ああ、それは羨うらやましいことですね」

〝鉄の女〟の声が、がらりと変わったのはそのときだった──それまで怯えきったように震ふるえていた言葉が、霜しもの張ったような凍とう気きを帯びたのだ。

　教皇庁最高の才女は裁縫のみならず、家事全ぜん般ぱんについてはまったく無能であったから、発言そのものはあながち噓うそ偽いつわりではなかったかもしれない。だが、冬の女王めいたカテリーナの麗れい貌ぼうに、最前までの取り乱した表情は欠片かけらも残っていない。恐怖の仮面をかなぐり捨て、枢機卿はことさら冷然と怪物を嘲笑った。

「しかし、カスパールとやら……人の顔の心配をする前に、あなたは自分の顔を気にかけるべきでしょうね」

「はあ!?　何よ、急に……待って!?　スフォルツァ、あなた、いったい何を見て──」

　麗人の視線が、自分を通り越こして背後に注がれていることに、〝百貌の王〟はようやく気づいたようだ。釣つられたように背後を振り返り──次の瞬しゆん間かん、激しく顔をひきつらせる。

「し、しまった……!?」

　大きく瞠みはられたカスパールの目の前に突つきつけられていたもの──それは最前、カテリーナが投げつけ、目標を虚しくはずれたはずのステッキだった。それを握にぎっていたのは、戸口の側そばに置かれたままになったワゴンから半身を起こした中年男だ。いまは死者のようにやつれているが、アルビオン貴族特有の面おも長ながの顔。

「ワ、ワーズワース……スフォルツァ！　貴様、最初からこれを狙って──」

　次の瞬間、青白い光の渦うずがさして広くもない集中治ち療りよう室しつに奔ほん騰とうした。

　ステッキに仕込まれた火か炎えん放射器の炎ほのおが、火竜の舌のように吸血鬼を薙なぎ払はらったのだ。

「ぐぎゃあああああっ！」

　絶ぜつ叫きようがあがった。

　直ちよく撃げきこそ免まぬかれたものの、体の右半分を炎の舌に舐なめられた吸血鬼は床をのたうち回っている。体を回転させ、火を消そうとしているらしい──だが、カテリーナにも敵手にとどめを刺さす余よ裕ゆうはなかった。炎をかいくぐってワゴンに駆け寄ると、ぐったりと身を折った紳しん士しに声をかける。

「いまのうちに逃にげますよ、ワーズワース博士！　立てますか!?」

「ああ……それはちょっと無理なようですね、猊下……どうもまだ、傷が塞ふさがりきっていなかったようです」

　横たわったまま、〝教授〟はかすかに震える指で自分の腹部をさした。白いパジャマがみるみるうちに赤く染まりつつある。腹部の傷が開いたのだ。これでは、歩行はおろか、立ち上がることも無理であろう。

「僕のことはおかまいなく……猊下だけでも、どうか、先に行かれてください」

「黙だまりなさい……今度そんな戯ざれ言ごとを言ったら、口を縫ぬいつけますよ」

　弱々しく笑ってみせた紳士を叱しかりつけると、カテリーナは乏とぼしい力の限りをこめて、ワゴンを押した。いまだ火を消そうと懸けん命めいになっている吸血鬼の絶叫を背中で聞きながら、ふらふらと走り始めたワゴンに引きずられるようにして人ひと気けのない廊ろう下かを蛇だ行こうする。

「それで現在の状じよう況きようは？　〝ソードダンサー〟に預けた僕の伝言は聞いていただけたでしょうか？」

「ええ……それですぐに、ヴィエナに六名の派は遣けん執しつ行こう官かんを投入しました」

　懸命に距きよ離りを稼かせぎながら、カテリーナは〝教授〟の弱々しい問いに答えた。

「ところがそのうち、現時点で二人までもが行方ゆくえ不明になっています……少し、途と方ほうにくれているところです」

「それは一大事。いやはや、ゆっくり人事不省もしていられませんな……ぐっ！」

「だいじょうぶですか、〝教授〟？」

　激しく揺ゆれるワゴンの中、弱々しく呻うめいた怪け我が人にんにカテリーナは気き遣づかうような声をかけた。しかし、スピードは緩ゆるめられない。後方の病室ではまだ吸血鬼の怒声と悲鳴が連続しているが、それもいつまで続くことか。あの怪物がその気になれば、ものの数秒で捕ほ捉そくされかねない──その前に、なんとか逃げきらねば！

「あれは……しめた！」

　そのとき、進行方向から聞こえてきたチャイムの音にカテリーナは歓かん喜きの声をあげた。

　廊下の突き当たりで、昇エレ降ベー機ターの扉とびらが開いたのだ。あれに乗れればなんとか逃げられるかもしれない──だが、その間には無限と思えるほどに長い廊下が横たわっていた。果たして間に合うだろうか？　喘あえぎながらも、麗人は懸命に駆かけた。あと二十メートル。十メートル。五メートル。しかし、そこで扉は閉まり──

「乗りますわ！　乗せてください！」

　エレベーターの中でちらっと動いた人ひと影かげに、カテリーナは必死で叫さけんだ。その瞬間、閉じかけていた扉が再び開く。

　間に合った──ワゴンとともにエレベーターに滑すべり込んだ直後、カテリーナは息を切らしてへたりこんだ。と同時に、人影がエレベーターの扉を閉じる。わずかのタイムラグをおいて昇降機が動き出した音を福音歌ゴスペルのように聞きながら、枢すう機き卿きようは荒あらい息の下から、ワゴンの中の怪我人に声をかけた。

「だいじょうぶですか、〝教授〟……まだ、意識はありますか？」

「──その人、ずいぶんと大変そうですけど、だいじょうぶですか？」

　カテリーナの問いに重なったのは、〝教授〟の答えではなかった。アルビオン紳士は腹部を押さえたまま荒い息をついている。その側にひざまずいたカテリーナを見下ろすようにして、エレベーターの中にいた先客が尋たずねたのだ。

「ずいぶんと急いでいらっしゃるみたいでしたけど、なにをそんなに慌あわててるんです、カテリーナさま？」

「──え？」

　自分の名を呼んだ声には、滴したたるような毒が含ふくまれていた。ちょうど、自分の巣穴に逃げ込んできた小鳥を前にした毒どく蜘ぐ蛛もなら、あるいはこんな声で喋しやべったかもしれない──思わず視線を撥はね上げたカテリーナは目を瞠みはった。

「あ、あなた!?」

「やあ、奇き遇ぐうですねえ、猊げい下か……」

　驚きよう愕がくと絶望に強こわ張ばった美び貌ぼうににたりと笑えみかけたのは、ガレアッツォ・ヴィスコンティ──元貴公子の憎ぞう悪おに歪ゆがんだ瞳ひとみだった。




　　　　Ⅲ




「まったくつれないなあ……さっきから、ずうっと捜さがしていたんですよ、猊下」

「…………くっ！」

　ねっとりとした声が鼓こ膜まくを舐め上げたときには、カテリーナはエレベーターの操作盤ばんに飛びついていた。掌てのひらに収まる限りの階ボタンをすべて押し、もっとも最寄りの階で昇降機を停止させようとしたのだ。

　しかし、

「おっと！　駄だ目めですよ、猊下。おいたは駄目です」

　扉が開くより、ガレアッツォの手がコートから引き出される方が早い。操作盤に向けられたのは自動拳けん銃じゆうの銃口だ。元私兵隊長はためらいなく引き金を絞しぼった。激しく火花が散ったときには、せっかく開きかけていた扉はわずかな隙すき間まを残して停止してしまっている。

「どこにも行かせませんよ、カテリーナさま……猊下にはたっぷりと聞いてもらいたい話があるんですから」

　空になった弾だん倉そうを交こう換かんすると、ガレアッツォは嬉うれしげに目を細めた。まだ硝しよう煙えんをあげている銃口を元上司の胸に押しつけ、唇くちびるをねじ曲げる。

「そうだ、行かせるものか……わかっているのか!?　貴様のせいなんだぞ、雌め狐ぎつね！　貴様のせいで、俺は何もかも無くした！　一族には見放され、名めい誉よも地位も失った！　どうしてくれるんだよ、おい！」

「げ、猊下！」

〝教授〟の弱々しい声が聞こえたときには、重い衝しよう撃げきがカテリーナの膝ひざを襲おそっている──ガレアッツォの軍ぐん靴かが、枢機卿を足あし蹴げにしたのだ。重い衝撃に関節が砕くだけそうになる。

「……ぐ」

　しかし、その痛みにカテリーナは耐たえた。平然と、しかしその実、全身全ぜん霊れいで頽くずおれようとする膝を奮い立たせると、沈ちん黙もくのまま、剃刀かみそり色の瞳で加害者を視殺する。

[image: ]

「……なんだぁ、その目は？」

　蔑さげすみも露あらわな麗れい人じんの視線は、ガレアッツォのプライドをいたく傷つけたらしい。元大たい尉いは、酒臭くさい息をまるで毒竜の炎ほのおのように吐はき出した。あるいは薬ドラツグもやっているのだろうか。よく鍛きたえられてはいるが、妙みようなふうに痙けい攣れんしている指でカテリーナの胸ぐらを摑つかむ。

「薄うす汚ぎたない私生児……雌狐の分際で俺を馬ば鹿かにしやがって！　お前、自分の立場がわかってんのか？　早く命いのち乞ごいしろって言ってんだよ！　畜ちく生しよう！　早くひざまずけ！　そこにひざまずいて命乞いするんだよ！」

　濁にごった怒ど声せいに、布の裂さける甲かん高だかい音が重なった。ヒステリックに喚わめいた青年の手が、麗人のブラウスを引き裂いたのだ。だが、露わになった肌はだを枢機卿は隠かくそうともしなかった。ただ、わずかに唇を嚙かみ締しめると、視線に籠こめた冷気を増す。

「ち、畜生、そんな目で俺を見るな！　わかってんのか！　だいたい、こんなことになったのは、全部お前のせいなんだぞ！　俺はエリートなんだよ！　そこらへんの蛆うじ虫むしみたいな連中とは生まれつきの格が違ちがうんだよ！　それがお前みたいな女のためになんだって……なんだよ、その目は！　ひざまずけよ！　早く、僕にごめんなさいって言え！」

「……やれやれ、まったく醜みにくい坊ぼうやだ」

　泡あわを飛ばして喚く若者──だが、それを撃うった声はカテリーナのものではなかった。

「あいにく、まだ事情はよくわからないんだが、君にエリートを称しようする資格はないことだけはたしかだね、坊や。人の上に立つ者の資格とは出自ではなく、矜きよう持じと風格に他ほかならない……君の前の彼女のようにね」

「なんだよ、オヤジ！　横から口出してんじゃねえよ！」

　枢すう機き卿きようは相変わらず冷然とした目で若者を睥へい睨げいしているだけだ。その彼女の傍かたわら、ワゴンの中から大たい儀ぎそうに身を起こした紳しん士しを、ガレアッツォは怒ど鳴なりつけた。それまでカテリーナに向けていた銃口をその頭部に打ち下ろすと、ヒステリックに喚く。

「うぜえんだよ！　殺すぞ、中年！」

「──おやめなさい、大尉！」

　頭を殴なぐられた紳士の口から呻うめき声がこぼれたとき、枢機卿の表情にはじめて動どう揺ようの色が走った。ワゴンに倒たおれた〝教授〟をなおも殴ろうとするガレアッツォの腕うでに抱だきつくようにして制止する。

「あなたが憎にくいのは私でしょう……彼にあたるのはやめなさい！」

「……ぎゃはっ！　こりゃいいな！　自分の命乞いより、このオヤジの心配か？」

　冬の女王の弱点──あるいは誇ほこりを傷つける方法をようやく見つけ出した歓かん喜きに、若者は唇を捲めくり上げた。ぬめるように輝かがやく瞳を細める。

「なんだ、雌狐？　お前、この中年とできてたのかよ？　このド淫いん乱らんが！　よし、だったら、こいつから殺してやる！　よく見とけ！」

「や、やめなさい──！」

　辱はずかしめられてなお沈黙していた枢機卿が、はじめて取り乱した──〝教授〟の頭に向けられたガレアッツォの銃じゆうをカテリーナは取り上げようと摑みかかったが、これは無む謀ぼうだった。圧あつ倒とう的な力の差にあっけなく弾はじき飛ばされる。

「待ってろ、このオヤジの次はお前だ、雌狐」

　よろめく枢機卿に嫌いやな視線を向けながら、ガレアッツォは引き金に指をかけた。

「たっぷり嬲なぶりものにしてから、体中、切り刻んで──」

　濁った喜びに勝ち誇った若者の声が突とつ如じよ途と絶だえた。

　何が起こったのだろう。いましも引き金を引き絞ろうとしていた指が力無く拳銃を取り落としたときには、大きく開いたガレアッツォの口から、真っ赤な塊かたまりが溢あふれ出ている。

「お、おぐ……」

「──断りもなく、他ヒ人トの獲え物ものに手ぇ出してんじゃないわよ、このサル」

　元大尉の口からこぼれた血と喘あえぎ声に重なったのは、半開状態の扉とびらの向こうから聞こえた野太い声だ。扉の隙間から差し込まれた逞たくましい腕──ガレアッツォの背中を抉えぐり抜ぬき、心臓を串くし刺ざしにした鉤かぎ爪づめの主は、さも軽けい蔑べつしきったように鼻を鳴らした。

「そのオヤジを殺す権利はあたしのものよ……わかったら、とっとと消えなさいよ」

「…………！」

　白目を剝むいた元大尉の体が激しく痙攣した──おそらく即そく死しだったろう。心臓を抉られ、血ち反へ吐どを撒まき散らしながら倒れた死体が赤い飛沫しぶきをあげたときには、その背後にあった加害者は圧倒的なパワーでエレベーターの扉をこじ開けている。

「……あーら、捜さがしたわよ、いたずら猫ねこちゃんたち」

　開いた扉の向こう──扉の連なる薄うす暗ぐらい廊ろう下かに仁に王おう立だちになっていた巨きよ大だいな影かげが、爽さわやかに笑った。どうやら、火傷やけどはすでに治ち癒ゆしたものらしい。傷一つ無い禿スキン頭ヘツドをさも大切げに撫なで回しながら微笑ほほえんでいたのは、あの吸きゆう血けつ鬼き──カスパールだ。

「一度ならず、二度までも、このあたしの美び貌ぼうをよくも炙あぶってくれたわね、教ヴア皇チ庁カンの豚ぶたども……生皮剝がれる覚かく悟ごはＯＫ？」

「……くっ！」

　その刹せつ那な、カテリーナはワゴンに立てかけられていたステッキに飛びついた。小さな火か炎えん放射孔こうの開いた先せん端たんを吸血鬼に向ける。

「近づかないで！　それ以上、私たちに近づいたら、容よう赦しやしません！」

「あら、健けな気げね。たかが短テ生ラ種ンのぶんざいで」

　枢機卿の脅きよう迫はくに、カスパールは感心したように禿頭を撫でて見せた。だが、次の瞬しゆん間かん、その姿は風を巻いて消え失うせている。

「まこと人類の守護者、聖職者の亀鑑かがみってやつね……でも、こうしても同じことが言えるかしら、ミラノ公？」

「!?」

　嘲ちよう弄ろうとともに再び出現した敵てき影えいを前に、カテリーナの顔が大きく引きつった。にやつきながら佇たたずむカスパールが羽は交がい締じめにしていたのはワゴンに横たわっていたはずの怪け我が人にん──〝教授〟ではないか。

「ワ、ワーズワース博士!?」

「うふふ、さあ、どうするの、ミラノ公？」

　枢機卿の動揺を如によ実じつに顕あらわすかのように震ふるえる杖つえを目に映し、〝百貌の王〟は愉ゆ快かいげに唇くちびるを捲り上げた。鋭するどい犬歯を光らせて嗤わらう。

「そのまま、あなたの部下ごとあたしを燃やしちゃう？　ま、もっとも、あたしのスピードはあなたたち短テ生ラ種ンなんかとは全然違ちがうから、死ぬのはこのオヤヂだけってことになるでしょうけどね」

「……殺されるのはいっこうにかまわないが、その〝オヤジ〟呼ばわりだけはやめてくれないかね？」

　弱々しい声はカテリーナのものではなかった。

　羽交い締じめされている〝教授〟が、どこか恨うらみがましい声でぼやいたのだ。

「三み十そ路じ界かいの住人としては、いたく傷つくんだがね。ああ、それと君ね、アルビオン紳しん士しを少し舐なめすぎだよ、ミスタ・ヴァンパイア。僕が、自分だけ死ぬような間ま抜ぬけに見えるかね……猊げい下か、お手数ですがお手元の二番目と四番目のスイッチを同時に押してくださいませんか？　吸血鬼だけに有効な必殺兵器が発動しますので」

「──なにっ!?」

　ほくそ笑む声にカスパールが目を剝いたのと、カテリーナが指示通りにスイッチを押し込んだのはほぼ同時だった。直後、エレベーター内から廊下に向けて射出されたのは、鈍にぶい銀色に光る小さな玉だ。

「くっ！　なにさ、こんなもの！」

〝必殺兵器〟という言葉に恐おそれをなしたわけでもないだろうが、高速で飛来した銀玉の軌き道どうをカスパールは鉤かぎ爪づめで薙なぎ払はらった。あっけなく廊下に叩たたき落とされた〝必殺兵器〟に哄こう笑しようする。

「はっ！　なによ、これのどこが〝必殺〟なのよ、ダメ中年！　はったりなら、もっとちゃんと……なにっ!?」

　高笑いが悲鳴に変わったのはそのときだった──叩き落とされた直後、割れた銀玉が大量の糸を吐はき出したのだ。煙けむりのように広がったそれは、アルビオン紳士を羽交い締めにした吸血鬼に絡からみついた。

「こ、これは……」

　まるで蜘く蛛もの糸のように絡みつき、ねばりながら巨きよ体たいを壁かべに接着してしまった粘ねん液えきを振ふりほどこうともがきながら、吸血鬼が喚わめいた。

「これはなに!?　ちゅ、中年！　いったいなんなのよ、これは!?」

「これかね？　これは僕が開発した特製のトリモチさ。芳ほう香こう系ゲル化素材で作った特とく殊しゆな粘糸で、いくら君たちの怪かい力りきでもこれをひきちぎることは不可能だ……さて、王手チエツク詰みメイトだよ、ミスタ・ヴァンパイア。これで、君は当分動けない」

　瀕ひん死しの紳士は、吸血鬼と自分をともに壁に貼はり付けている粘糸を誇ほこらしげに見やった。それから、苦しげな息の下から、上司を顧かえりみる。

「猊下、さあ、いまです！　いまのうちにこいつを焼やき払いなさい！」

「…………!?」

　思わぬ〝教授〟の言葉にカテリーナは顔を強こわ張ばらせた──当然だろう。〝こいつを焼き払え〟と紳士はいうが、その場合、彼自身も一いつ緒しよに消し炭になるのだ。そんなこともわからない〝教授〟でもあるまいに。

　だが、立ちつくす麗れい人じんを〝教授〟はなおも叱しつ咤たした。

「なにをぐずぐずなさってるんです、猊下！　この糸は試作品で、それほどもちません！　空気中の水分を吸って、分解してしまう。そうなる前に早く！」

「──ば、馬ば鹿かなことを！」

　自分と密着した状態でなにやら喚く短生種を、カスパールが怒ど鳴なりつけた。長生種メトセラの怪力をもってしてもちぎれない粘糸を必死でふりほどこうとしながら、〝教授〟よりもむしろ、火か炎えん放射器を握にぎったまま立ちつくす枢すう機き卿きようの耳に届かせるべく声を張り上げる。

「そ、そんなことをすれば、あなたも道連れなのよ、このクソオヤヂ！　もうちょっと考えて喋しやべりなさいよ……だいたい、あなたはスフォルツァの大事な部下なんでしょう？　そのあなたをあの女が犠ぎ牲せいにできるはずがないじゃない！」

「……君ごときに、僕たちの関係はわからんだろうね」

　言下に敵の発言を否定すると、〝教授〟は柔やわらかく微笑ほほえんだ。密着したまま吸きゆう血けつ鬼きを──いや、火炎放射器を握ったままの枢機卿を諭さとすように、淡たん々たんと呟つぶやく。

「一口に信しん頼らいといっても、べたべたするばかりが能ではない。ときには、刃やいばで刻む信頼もある……ここで君を倒たおせねば、僕らは二人とも君に殺される。そうなったら犬死にじゃないかね？　そんなことになるぐらいなら、せめてどちらか一人が助かる道を選ぶべきだ──その選せん択たくができる彼女だからこそ、僕は自分の才能を挙げてお仕えしているのだよ。ここで撃うてない猊下なら、それは猊下ではない」

「……や、やめて、カテリーナ・スフォルツァ！」

　カスパールの喉のどから、ひきつった悲鳴がこぼれたのは、紳士の言葉を耳にした枢機卿の指がステッキのスイッチにかかったからだ。彼女の迷いを映すように揺ゆれていたステッキが、ぴたりとその動きを止めたのを見て、怒ど声せいをあげる。

「わ、わかったわ！　あなたたちのことは諦あきらめる！　だから──」

「なにをやっているのです……早くお撃ちなさい、猊下！」

　瀕死の紳士の声は、吸血鬼のそれよりなおも大きかった。

　ステッキをかまえたままなおも動かない枢機卿を、娘むすめを叱しかる父親のような表情で叱咤する。

「あなたはカテリーナ・スフォルツァでしょう！　であれば、撃つべきです！」

「……あなたの言うとおりですね、〝教プロフ授エツサー〟」

　紳士の叱咤に、蒼そう白はくの麗れい貌ぼうが応こたえた。

　そのまま、躊ちゆう躇ちよなくスイッチを押し込みながら、かすかな微び笑しようを唇くちびるに溜ためる。

「あなたの言うとおり、犠牲は最小限に止めるべき──それが、人の上に立つ者の選択すべき道だわ」

「や、やめて！　やめなさい……えっ!?」

　ほとばしった青白い炎ほのお──だが、その高熱を帯びた光が延びた先を見やったカスパールの目が、信じられぬものを目もく撃げきしたように見開かれた。

　炎は、吸血鬼も紳士も捉とらえなかった。それが舐めたのは、天てん井じように設置された小さな孔あな──スプリンクラーだ。

「な、なぜ……!?」

　半呼吸置いて、滝たきのように降り出したのは人工の雨だ。それに打たれ、みるみるうちに溶とけていく粘糸を呆ぼう然ぜんと見やりながら、〝教授〟が呻うめいた。その体は吸血鬼の束そく縛ばくからは解放されていたものの、直立するには消しよう耗もうが激しすぎたのだろう。壁に手をついてなんとか床ゆかに膝ひざをつくまいと努めながら、懸けん命めいに声を絞しぼり出す。

「なぜです、猊げい下か……なぜ……」

「……〝教授〟、たしかにあなたの発言はもっともです」

　ステッキのスイッチから指を離はなすと、カテリーナはかすかに微笑んだ。エレベーター内から廊ろう下かに歩み出ながら、まるで戴たい冠かん式しきに臨む女王のように厳おごそかな表情で告げる。

「たしかに、あなたの発言は正しい。あそこで撃てない私は私ではないかもしれない──でも、部下の危地に命を張れない私もまた私ではないわ。派は遣けん執しつ行こう官かん〝教プロフ授エツサー〟、あなたは私が救います」

「……へえ、どうやって？」

　力強い枢機卿の言葉に重なったのは、悪意ある嗤し笑しようだった──巨体を覆おおっていた粘液を払はらい落としながら、カスパールが唇を吊つり上げたのだ。

「馬鹿な女ね……短生種の、それもあなたみたいに貧弱なサルに、この素す敵てきで無敵なあたしをどうやって倒せるって言うのさ！」

「私は、あなたを〝倒せる〟などとは言ってませんし、思ってもいませんよ、吸血鬼」

　吸血鬼はようやく取り戻もどした自由を誇ほこるかのように巨きよ腕わんを頭上に掲かかげている。それを氷ひよう剣けんのような視線で貫つらぬきながら、カテリーナはステッキについていたつまみを捻ひねった。火炎放射器のノズルを最大に開くと、再びその先せん端たんをもたげる。

「私は自分の部下を助ける──そう言ったのです」

「……なにっ!?」

　悲鳴にも似たカスパールの声があがったのは、カテリーナがスイッチを押し込んだ直後だった。

　彼の目からは、いきなり、周囲が白い霧きりに閉ざされたように見えたかもしれない。火炎放射器によって水蒸気化したスプリンクラーからの雨う滴てきは、たちまち濃こい煙えん幕まくとなって廊下を満たした。

「いまです……こちらに、〝教授〟！」

　驚おどろき騒さわぐ吸血鬼の咆ほう哮こうをよそに、カテリーナはあらかじめ計っていた歩数だけ走ると、そこに頽くずおれていた紳しん士しの手を摑つかんだ。肩かたを貸して立ち上がらせ、なんとか手近の階段へ向かおうとする。

「早く！　早く……あっ！」

「逃にがさないわよ、雌め狐ぎつね！」

　よろめきながらも歩を進めていた枢機卿が大きくのけぞった──怒声とともに、霧の向こうから突つき出された腕うでが、豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを摑んだのだ。さらに、鉤かぎ爪づめの生えた手が美び貌ぼうを殴おう打だする。肩に担かついだ負傷者ごと転てん倒とうしたカテリーナを見下ろし、禿スキン頭ヘツドの吸きゆう血けつ鬼きは勝ち誇ったように嗤った。

「うふふ、残念だったわね、短生種……狙ねらいはよかったんだけど、ちょっと遅おそかったわね。でも、お遊びはこれでおしまい。覚かく悟ごはいいかしら？」

「……さて、覚悟？　何の覚悟です？」

　倒たおれ伏ふしたまま──それでもなお、部下を庇かばおうとするかのように体を階段の方へと動かしながら、カテリーナは視線をあげた。剃刀かみそり色の瞳ひとみを鋭するどく煌きらめかせつつ、切れた唇を手の甲こうで拭ぬぐう。

「覚悟をするのはむしろあなたのほうでしょう、吸血鬼……それに遅くなんかありませんでしたよ。すべて、計算通りです」

「はあっ？」

　これから死ぬというのに、この女はどうしてこうも偉えらそうなのか──傲ごう慢まんなまでの枢すう機き卿きようの態度に、カスパールは怒いかりを感じるよりむしろ呆あきれたらしかった。いかつい顔に疑念を浮うかべて怒ど鳴なる。

「計算通りって……どういうことよ？　負け惜おしみは見苦しくてよ、このブス！」

「負け惜しみなどではありません」

　ようやく霧が晴れた──罵ののしる吸血鬼を冷然と見やったまま、麗れい人じんはゆっくりと相手の敗北と自分の勝利を告げた。

「なぜなら、私は十分に時間を稼かせぎましたから。これで、敗北するのはあなたの方です、吸血鬼……そうですね、〝ジプシークイーン〟？」

「あい、カテリーナさま♪」

　階段の踊おどり場ば、無む邪じや気きな微び笑しようとともに佇たたずんでいた少女が、扇せん子すを大きく拡ひろげたのはその直後だった。
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「やれやれ、せっかく傷口を縫ほう合ごうしたというのに、動き回ったものだから、それがすっかり開いてしまっております」

　医師は、苦い表情でそう告げた。

「出血はかなりひどいですな……これはかなりの量の輸血が必要となりますぞ」

「ワーズワース博士の処置に関しては、いっさいそちらにお任せしましょう。その代わり、万ばん全ぜんの態勢で臨んでください」

　ちょうど、四名のＳＰを乗せた担たん架かが駆かけつけた看護師らによって処置室へと運ばれていくところだ。幸い、四人とも命に別状はないらしいが、いずれも重態とのことである。搬はん送そうされてゆく忠実な部下たちをカテリーナは気き遣づかわしげに見送っていたが、最後の担架が見えなくなるとはじめて振ふり返った。数名の看護師たちがキャスター付のベッドを押してくるのを見やりながら、医師に尋たずねる。

「それで、腹部の傷口が開いているとのことですが……再手術の必要はありますの？」

「むろんです。それも早急に行わねばなりません。手術室を確保しましたので、これからすぐに始めたいと思います……よろしければ、猊げい下かも付き添そわれませんか？」

「そうですね、どうしましょうか……ああ、〝教授〟。私の声が聞こえますか？」

　医師の問いにカテリーナはわずかに迷うような色を浮かべたが、ちょうど目の前を通りがかったベッドに視線を落とした。うっすらと目を開けた紳士を覗のぞき込み、優やさしい声で尋ねる。

「具合はどうです？　傷は痛みますか？」

「そうですな、まあ一言で表現するなら、まさに〝天にも昇のぼりそうな心ここ地ち〟といったところでしょうか……」

　彼にしてはひねりのないジョークを口にした〝教授〟はかすかに苦く笑しようしたようだった。それからやや表情を改め、いつもどおりの澄すました顔に戻る。

「それより、もう夜も遅いです。僕のことはいいので、あなたはお帰りください、猊下。子供じゃあるまいし、付き添いは無用です」

「変わりませんね、あなたも」

　上司を追い払はらおうとしている部下に、カテリーナは微び苦く笑しようで答えた。それから思い出したように、携たずさえていたステッキを相手の手に握にぎらせる。

「わかりました。では帰ります。でも、その前にこれを返しておきましょう……あなたのステッキです」

「ああ、ありがたいですね。これで、ここから脱だつ走そうするときに苦労せずにすむ」

　さも大事そうにステッキを受け取った紳しん士しの口走った言葉に、看護師たちが怖こわい顔になっている。カテリーナはそれを苦笑とともに見やっていたが、

「一つ、聞いてもかまいませんか、ワーズワース博士？」

　ややあって麗人は口を開いた。ステッキを指さすと、わずかに躊躇ためらいがちな口調で問う。

「そのステッキ……さっき、本当に私がこのスイッチを押すと思っていましたか？」

「……さて、それはどうでしょう」

　かすかな沈ちん黙もくを挟はさんで、〝教授〟は首を振った。

「残念ながら猊下、そのご質問はまったくもって無ナン意味センスでお答えしかねますな。なんとなれば──」

「ほらほら先生黙だまってください。お腹に穴が空いているんですよ。空気が漏もれてしまいます」

　気き障ざっぽく答えようとした教授の声が途と切ぎれた。看護師たちが、うるさい患かん者じやの腕うでに、太い点てん滴てきの針を突つき刺さしたのだ。あがった悲鳴も黙もく殺さつして、ベッドを押しやる。

　一方、肩かたすかしを食らったような顔で佇む枢すう機き卿きようの方にも、緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない声がかけられている。

「カテリーナさま、シスター・ロレッタから連れん絡らくが入ってまーす」

〝百貌の王〟の処理を無事に済ませたらしいカーヤが、軽かろやかなステップを踏ふんで戻もどってきたのだ。

「すぐに〝剣けんの館やかた〟に戻ってほしいって。ヴィエナのシスター・ケイトから長ちよう距きよ離り通信が入ってるんだって。だから……」

「……わかりました」

　そのとき吐と息いきをついてしまったのは、答えを聞かされずに済んで安あん堵どしたのか、それとも純じゆん粋すいに疲つかれていたのか──そのまま、看護師たちが紳士を乗せたベッドを押して去っていくのを見送りながら、カテリーナは横顔だけで少女に答えた。

「わかりました。できるだけ早く帰館します。シスター・カーヤ、シスター・ロレッタにはそう伝えて」

「あい……あ、でもいいの、カテリーナさま？　〝教授〟に付き添ってあげなくても？」

「……かまいません。私がここにいても、彼にしてあげられることは何もありませんから」

　怪け我が人にんを乗せたベッドが廊ろう下かを遠ざかっていくのを見送りながら、枢機卿は答えた。

「いたた……怪我人の扱あつかいは、丁てい寧ねいに頼たのむよ、諸君。僕は重傷なんだ。もっと愛情を持って扱ってくれたまえよ……」

　看護師たちに抗こう議ぎしている紳士の声を耳の端はしで聞きながら、ゆっくり──しかし、迷いなく身を翻ひるがえす。

「ここにいても、私は彼に何もしてあげられません。だったらせめて、私は私の仕事をしましょう……シスター・カーヤ、〝剣の館〟に戻ります。車の手配ができたか見てきてちょうだい」




















──敵が倒たおれるとき、喜んではならない。

敵の滅ほろびを楽しんではいけない。

（箴しん言げん二十四章十七節）






「ゲームにおいて、女王クイーンは最強の駒こまではありますが、無敵というわけではありません」

　乱戦中の白と黒の騎き士し団から、〝毒バズ竜のイリ王スク〟は白の城塞ルークを取り上げた。

　鮮あざやかなキャスリング──ルークとキングを一手で入れ替かえる高等戦術だ。満を持して出しゆつ陣じんしたルークで敵陣に退いていた黒の騎士ナイトを屠ほふってから、穏おだやかに付け加える。

「王キングを喰くわれれば、どんなに優ゆう秀しゆうな役駒ピースを有していてもゲームは終わり──次、ｇ７で王手チエツクですよ、伯爵グレー夫人フイン」

「ゆえに、クイーンはいかなることがあってもキングを護まもらねばならぬ、か」

　チェスルームの窓からは、抗こう紫し外がい線ガラス越ごしに青いドナウの流れと、そのほとりに広がるヴィエナの街が一望できた。どんな高層建築も、この〝塔〟──ヴィエナ上空数千メートルに滞たい空くうする空中要よう塞さいほどの眺ちよう望ぼうは持ち得まい。緑豊かな沃よく野やの中央、綿わた埃ぼこりのようにも見えるかつての公都を冷たく睥へい睨げいしたのは、この〝塔〟の主あるじである女だ。

〝氷の魔ま女じよ〟こと、ヘルガ・フォン・フォーゲルワイデは持ち上げた黒のクイーンでルークを弾はじくと、面おも白しろくもなさげに鼻を鳴らした。

「たしかに、あの化け物──〝魔ま術じゆつ師し〟の首を取るには、例の〝弟君〟とやらで釣つるのが一番確実じゃ。しかし、妾わらわはいまだ得心がゆかぬ。あの〝弟君〟──アベル・ナイトロードはなぜ、ああなのじゃ？　なぜ、我が君とああも違ちがう？　我らが主と同じ〝クルースニク〟──この世の神たる力を持ちながら、何なに故ゆえ、人間の枠わくに囚とらわれておるのか？」

「さあ？　そこまでは私にもわかりかねます。ここ数ヶ月、あの人物を観察してもついにわからなかった……それにわからなくても、駒は動かせますしね。歩兵ボーンｅ７をｆ７へ」

　言葉どおり、さして関心なさげに言い放つと、茶ちや髪ぱつの長生種メトセラはその最弱の駒を一歩前進させた。先にナイトを失っていたキングを間合いに収めて宣言する。

「王手チエツク詰みメイト──女王で歩兵をとれば、こちらの騎士が王を討ちます。伯爵グレー夫人フイン、最後は勝ちを急がれましたね」

「これで九十九敗目か？　この五十年、卿けいには負け通しじゃの」

　小じわ一つない麗れい貌ぼうに無念の色を湛たたえて、ヘルガは詠えい嘆たんしてみせた。もっとも、本気で悔くやしがっているのではない証しよう拠こに、青いルージュを引いた唇くちびるはかすかに綻ほころんでいる。

　彼女と〝毒竜の王〟は、まだオストマルク公国が健在であった頃ころからの付き合いだが、その当時から、バルタザールのチェスの腕は卓たく越えつしていた。別に九十九連敗も恥はじとするにはあたらないのだ。

「いま、〝魔術師〟は〝弟君〟の側そばに控ひかえておる」

　チェス盤ばんを無表情なメイドたちが片づけ始めたのを眺ながめながら、〝魔女〟は視線をもう一つのチェス盤に移した。遥はるかな下界──ヴィエナという名のそのチェス盤は、朝あさ陽ひを浴びて美しく輝かがやいている。

「やはり、クイーンはキング国王を見捨てられぬものらしい。そしてキングはもう一つのキングを護ることにご執しゆう心しんのようじゃ」

「歩レジス兵タンスたちは、〝沈サイレ黙のント・声ノイズ〟の再充じゆう電でんをしています」

　優やさしげな表情のまま、〝毒竜の王〟は彼の保護者であり、被ひ保護者である短生種に笑いかけた。半世紀前、初めて知り合った頃から、バルタザールは彼女のこの表情がいたく気に入っていた。無む慈じ悲ひで、容よう赦しやない野心家の顔──肉体的には脆ぜい弱じやくな短生種の小こ娘むすめの分際で、遺失ロスト技テクノ術ロジーを求めて、廃はい墟きよの支配者であった茶髪の長生種メトセラに挑ちよう戦せんしてきたときも彼女はこんな表情をしていたものだ。別段に野心もなく、また、生きる目的も持たぬままに歳としを重ねていたバルタザールを動かしたのは、この表情である。

「遅おそくても、夕方までには再充電も終わるでしょう。それまでに、あの二人が〝沈黙の声〟のもとへたどり着けるかどうか」

「レジスタンスか……あの連中も、もはや用済みじゃの」

　刺さすような視線の先には、仇きゆう敵てきが見えているのだろうか？　ガラスに額をつけるように下界を見下ろして、ヘルガは嘯うそぶいた。

「あの者たちは〝Ⅳフイーア〟と〝弟君〟を接せつ触しよくさせる小道具に過ぎぬ……〝Ⅳ〟が〝弟君〟に再接触したら、すぐに処分するがよかろう」

「ええ、私もそう思って、実はすでに手配をすませておきました。そんなことより伯爵夫人……」

　傍かたわらの〝Ⅱツヴアイ〟──ジークリンデ型自動人形の捧ささげ持ったグラスを受け取ると、〝毒竜の王〟は意味ありげに視線を動かした。

　チェスルームの中央、直径五メートルほどのプールに視線を向けて小首を傾かしげる。

「彼はまだ処分されないのですか？　彼については、私はある意味〝魔術師〟以上に危険だと思っているのですが……何故、まだ生かしておられるのです？」

「あの男にはまだ、果たすべき役割がある」

　視線を横に滑すべらせると、〝魔女〟は笑いを収めた。青白く発光している過か冷れい却きやく水のプール──正確には、その中央で凍こおりついている人ひと影かげを毒の籠こもった瞳ひとみで一いち瞥べつする。

「〝魔術師〟は救いがたい愚おろか者ではあるが、いちおうは我が〝騎士団オルデン〟のナンバー・ツーじゃ。妾がそれを排はい除じよしたとなると、騒さわぐ幹部もおるじゃろう。それを防ぐためには──」

「なるほど、贖罪スケーの山羊プゴートですか。今日、〝魔術師〟を殺あやめるのは我らにあらず、あの男──〝人形使い〟ということになるわけですね」

　過冷却水の中で目を閉じている堕だ天使を見やって、バルタザールは頷うなずいた。たしかにこのクーデターにあたって最も懸け念ねんしていたのは、〝魔術師〟を排除した後の幹部たちの反応だった。だが、このトリックスターならば、生いけ贄にえに立てるにはまさに適役だ。バルタザールが組織に入る遥か以前、まだ少年だったこの若者が、〝魔術師〟と〝あの方〟に勝負を挑いどんで敗北した話は組織内でも有名である。彼がかつての確かく執しつに決着をつけようとしたのだという説明なら、幹部たちも納なつ得とくしよう。

「安心しました、伯爵グレー夫人フイン……これで心おきなく、私も〝魔術師〟を狩かれます」

「だが、無理はならぬぞ、〝毒竜の王〟」

　バルタザールの言葉に、ヘルガはふと視線を滑らせた。安あん堵どした顔で立ち上がった腹心を気き遣づかうように、わずかに声を低める。

「本当に、そなた一人でだいじょうぶかえ？　むろん、そなたが後おくれをとるとは思わぬが、相手が相手じゃ……メルキオールも連れて行った方がよくはないかえ？」

「〝魔術師〟を倒たおすには力は必要ありません。末弟を連れていっても同じこと……それに、あれにはもう一つの敵を排除するよう言いつけてあります」

「もう一つの敵？」

「お忘れですか？　派は遣けん執しつ行こう官かん……ミラノの雌め狐ぎつねの手先たちがまだうろついているようです」

　ポケットから小こ瓶びんを取り出しながら、バルタザールは下界に顎あごをしゃくった。小瓶の中身──冷たく、透とう明めいなジェルを肌はだに載のせつつ、気のない口調で宣言する。

「〝魔ま術じゆつ師し〟にＡｘ──〝氷の魔女あなた〟の道を遮さえぎるものは、私がすべて殲せん滅めつします」
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「……というわけで、いまだお仲間は三人とも発見されていないそうです」

　シェーンブルン宮殿──ヴィエナ中心部から南西五キロに位置するこの離り宮きゆうの名は、〝美シエナーしい・ブ泉ルンネン〟を意味する。

　事実、レモンイエローの堂々たる宮きゆう殿でんの周囲には広大な庭園が広がり、その各所に噴ふん水すいや泉が設けられて散策場所には事欠かない。その泉の一つ──本館の南西に湧わき出す〝星の泉〟のほとりで、車くるま椅い子すの少年は申し訳なさげに詫わびた。まだ春先とあって、空気はやや冷たい。膝ひざ掛かけを細い指で引っ張りながら、少女を思わせる繊せん細さいな顔に気の毒げな表情を浮うかべる。

「市警のみならず、憲兵隊にも捜そう索さくにあたらせていますが、ヴィエナはこれでなかなかに広い街です。それに、聖職者の数も馬ば鹿かになりません……力及およばず申し訳ない、ガルシア神父」

「もったいないお言葉で、陛へい下か。こちらこそ、無理なお願いを陛下に聴きいていただいて、面目ないと思っております」

　車椅子の少年──ゲルマニクス国王〝兇デア・ブ王ルタール〟ルードヴィッヒの言葉に、大おお柄がらな神父は浅黒い顔を伏ふせた。広い肩かたを恐きよう縮しゆくしたようにすぼめてみせる。

「しかし、そういうことであれば、捜索はそろそろ打ち切ってくださってもかまいません。彼らも子供ではありませんし……ま、ほっておいても、そのうち帰ってくるでしょう」

「だが、それではそちらの任務に支障が出るのではないかね、ガルシア神父？」

　顔をしかめている神父に低い声をかけたのはルードヴィッヒではなかった。泉の鯉こいに餌えさを与あたえている少年王の傍ら、ぴんと背筋を伸のばしていた執しつ事じ服の老人が、隻せき眼がんを意味ありげに輝かがやかせたのだ。

　片眼めを眼帯で覆おおったその老人──国王執事アルトゥール・フォン・ザイドリッツ退たい役えき海軍中将は、いかにも元情報将校らしく用心深い口調で、かしこまっている巨きよ漢かんに尋たずねた。

「たしか〝騎士団オルデン〟とかおっしゃられたか？　叛はん徒とを支し援えんしているテロリスト集団の壊かい滅めつが、教皇庁の意向であったはずだ。しかし、六人いた君の仲間もいまや半数が行方ゆくえ不明……たった三人で、任務を果たせるのかね？」

「はあ、まあ、そっちはなんとかやってみまさあ」

　曖あい昧まいに笑うと、レオンはやや行ぎよう儀ぎ悪くオールバックの髪かみを撫なでつけた。老人の隻眼から、用心深く表情を隠かくす。

　巨漢が警けい戒かいしているのも無理はないかもしれない。なにしろザイドリッツ提てい督とくといえば、半年前までゲルマニクス情報本部の総そう監かんを務めていた切れ者である。退役後は公職にも就つかず、国王のごく個人的な執事に収まってしまったが、その実〝兇王〟の懐ふところ刀がたなとして、いまだに暗あん躍やくしているというのは、裏社会に少しでも通じた人間なら知らぬ者とてない。

「それで……今後は、どうされるおつもりですか、ガルシア神父？」

　用心深く表情をくらましている神父に、少年王はふたたび声をかけた。手についたパン屑くずを池に払はらい落としながら、軽く笑う。

「現在は、我が憲兵隊が市内を捜索中です。そちらからなんらかの情報が入るまで、この宮殿でくつろいでいますか？」

「本当はそうしたいんですが、生あい憎にく、そういうわけにもいかねえんで」

　今年で十五になる〝兇王〟だが、雪花石せつ膏こうめいて白い顔は少女のように愛らしい。そこに浮かんだ微び笑しようを眩まぶしげに見返して、レオンは頭を搔かいた。

「実はローマから今朝方、連れん絡らくが入りまして、いま、ミラノから、今回の仕事に使えるかもしれねえ新装備をこっちに搬はん送そう中なんだそうです。途と中ちゆうまで出向いて、そいつを受領しなくちゃならねえんで」

「おや、それは残念ですね。ご一いつ緒しよに、朝のお茶でもと思ったのですが……」

「本当に申し訳ございません。ああでも、ヴィエナ上空には仲間の二人──〝ガンスリンガー〟と〝アイアンメイデン〟が待機中です。なにか情報が入ったら、すぐに報しらせてやっていただけますか？」

「むろんです。それは任せてください……我が国としても、教皇庁のご依い頼らいとあっては無む碍げにはいたしません」

　ニンフ像のような美び貌ぼうで頷うなずくと、ルードヴィッヒはやや名な残ごり惜おしげに手を差し出した。巨漢と握あく手しゆを交かわして、もう一度微わ笑らう。

「ではご機き嫌げんよう、ガルシア神父。あなたが無事に職務を果たされるようお祈いのりしていますよ……ザイドリッツ君、神父さまを門までお送りしてきてください。僕はこの脚あしです。ここで失礼させていただこう」

「かしこまりました。では、神父さま、こちらへどうぞ。門までお送りいたしますので」

　老執事に促うながされるまま会え釈しやくすると、巨漢は身を翻ひるがえした。その広い背中は、執事に導かれて本館へと続く並木道を遠ざかって行く。次し第だいに小さくなっていく二つの影かげを見送ったまま、車椅子の少年は玲れい瓏ろうと白い顔をわずかにうつむけていたが、

「失礼します、陛下──いま、よろしいでしょうか？」

　沈ちん思しする少年の思考を遮ったのは、恭うやうやしい中にも、どこか尊大さを秘ひめた声だった。

　ちょうど、二人が歩み去っていったのとは逆方向から、将校服の中年男が大おお股またに歩み寄ってきたのだ。ある種の熊くまを思わせるその憲兵将校に、〝兇デア・ブ王ルタール〟は親しげな笑え顔がおを向けた。

「おや？　こんな朝早くからどうしました、ヨーデル君？」

　典型的なゲルマニクス軍人らしい風ふう貌ぼう──つまり、長身に金きん髪ぱつ碧へき眼がんのその男を上うわ目め遣づかいに見上げて、ルードヴィッヒは小首を傾かしげた。線の細い美貌に淡あわい微笑を添そえて尋ねる。
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「憲兵総監閣下じきじきのお出ましとは、市内でなにかありましたか？」

「はヤっー！　たったいま、市内探たん索さく中の部下より報告が入りまして、レジスタンスどものアジトを発見したとのことにございます」

　ゲルハルト・ヨーデル上級大将──今早朝、ユーバー・ベルリンの憲兵本部からヴィエナに到とう着ちやくしたばかりの憲兵総監は非の打ち所のない敬礼を施ほどこした。昨夜の国王暗殺未み遂すい事件以来、不ふ眠みん不休で動いているはずだが、鋼はがねを彫ほり上げたような顔には疲ひ労ろうの欠片かけらもない。ただ、硬かたい表情の中で色素の薄うすい碧眼を冷たく光らせて続ける。

「ちなみに場所は、市内プラーター公園──これより、我が憲兵隊の総力を挙げて殲せん滅めついたします」

「ほう……〝アジトが見つかった〟ですって？」

　言葉だけは恭しいが、どこか主君を睥へい睨げいするような憲兵総監を見上げ、ルードヴィッヒはかすかに苦笑した。唇くちびるを柔やわらかくほころばせると、やや皮肉げに応じる。

「これは異なことを言いますね、ヨーデル君。君たちはとっくの昔にレジスタンスのアジトなど知っていたはずだ。なにしろ、レジスタンスを支し援えんしていたのは君たちなんだから……憲兵隊はともかく、少なくとも、彼らのメンバーである君はとっくの昔にご存じだったはずでしょう？」

「…………失礼いたしました」

　少年の言葉に、ヨーデルはかしこまって答えた。だが、軍ぐん帽ぼうを脱ぬいだときには、その顔からは偽いつわりの恭しさは完全に消えてしまっている。やや大ぶりの唇に露ろ骨こつな嘲ちよう弄ろうを湛たたえた憲兵総監は、その主君──いや、世間的には主君ということになっている少年を冷たい目で見下ろした。

「ですが、さきほどの発言は一いつ介かいの憲兵総監として申し上げました。〝騎士団オルデン〟位階３＝８としての奏上ではありません。その点、陛へい下かには誤解なさらぬよう」

「そうですか。それは失礼しましたね……しかし、君たちも忙いそがしいものですね」

　いまや、主君のような傲ごう岸がんさで顎あごを上げている憲兵総監を、ルードヴィッヒは別に咎とがめなかった。むしろ、さきほどレオンに応対していたときと同様の丁重さで応じる。

「昨日までは叛はん徒とたちを支援していたと思ったら、今日はそれを潰つぶしにかかったり……君たちも大変ですが、捨て駒ごまにされるレジスタンスの皆みなさんにも同情を禁じ得ませんね」

「本来ならば、あの連中は昨夜のうちに処分している予定でした」

　腰こしの乗馬鞭むちを指先に弄いらいながら、ヨーデルは唇を吊つり上げた。言葉遣づかいこそ丁てい寧ねいだが、不出来な弟で子しにレクチャーする教師めいた態度で説明を与あたえる。

「それが、教皇庁の妙みような介かい入にゆうのお陰かげで一日延期されただけのこと。我々の所期の方針になんら変へん更こうはございません」

「妙な介入、ですか……しかし、私にとっては運が良かったというべきかな？　その妙な介入とやらがなければ、いまごろはオペラ座の瓦が礫れきの下で潰れていたかもしれませんでしたからね」

「ああ、その点ならご安心を……もともと、昨夜のオペラ座攻こう撃げきは、途と中ちゆうで失敗する予定だったのです」

　やや皮肉を滲にじませたルードヴィッヒの言葉に、ヨーデルは笑えみを消した。天使のような微び笑しようを冷たい瞳ひとみで睥睨したまま、固い声で付け加える。

「本来より、叛徒どもの計画は途中で失敗するはずでした。我が憲兵隊によってね。それが、教皇庁の飛び入りでスケジュールが変更になっただけの話です……なにしろ、陛下は我ら〝騎士団〟の貴重にして重要な協力者でいらっしゃいます。その陛下に、我らが危害を加えるとお思いですか？」

「〝協力者〟……ですか？」

〝手駒〟という単語の新しい慣用的用法に、ルードヴィッヒはわずかに苦笑した。ヨーデルやその他ほかの軍高官──〝騎士団〟の下部構成員たちが、国王を小こ馬ば鹿かにするのはいまに始まったことではない。別段怒おこるでもなく、柔らかく頷うなずいてやる。

「こちらの誠意を、あなた方にも認められていただけていることを確かく認にんできて、僕としても嬉うれしいです……ええ、今朝は実に有意義な朝でしたね、ヨーデル君」

「それはようございました……ところで陛下、小官はこのへんで失礼させていただきます」

　一方、憲兵総そう監かんのほうは国王の笑顔を冷たく一いち瞥べつしただけだった。軍帽を被かぶり直すと、軽く会え釈しやくする。

「これから、部隊の指揮をとりますので。逆ぎやく賊ぞくの巣を叩たたき潰したら、またご報告にあがります」

「はい、頑がん張ばってきてください……ああ、そうだ、総監。一つ聞きたいことがあったんですが」、大おお股またに歩み去ろうとする憲兵総監に、ルードヴィッヒはさりげない声をかけた。世間話の続きのように一つの質問を口にする。

「よかったら、ちょっと教えてもらえませんか？　君は今回、どちら側なんです？　〝魔ま術じゆつ師し〟のほうについているのか、〝魔女〟の側に立っているのか……よければ、こっそり教えてもらえませんか？」

「はて、どちら側かとおっしゃいますと？」

　律動的な歩みを止め、ヨーデルは振ふり返った。この朝はじめて、訝いぶかしむように目を細める。

「〝魔術師〟？　〝魔女〟？　それはどういう意味ですかな？」

「ああ、いや、いいんですよ。なんでもないです。忘れてください……それより、早く反逆者狩がりに出かけたほうがいいのではないですか？　それが〝騎士団〟の意向でしょう？」

「ああ、そうですな……」

　にこやかに問いをひっこめた少年に、ヨーデルはやや不ふ審しんげな目を向けた。が、すぐにそれを忘れたように顎を引くと、いかめしく敬礼する。

「それでは陛下、失礼いたします。狩りの成果、どうぞ楽しみにお待ちください」

「はい、待っています。その間、君の健けん闘とうと昇しよう進しんでも祈いのっていましょう……ふむ、どうやら〝騎士団〟でも小者の皆さんは、まだ今回の暗あん闘とうのことを知らないらしいですね」

　高らかな軍ぐん靴かの音とともに遠ざかって行く背中を気のない視線で見送りながら、〝兇王〟は興味深げに呟つぶやいた。長い指を、濡ぬれたように赤い唇くちびるの前に立てて目を細める。

「〝魔女〟と〝魔術師〟……下したっ端ぱは上部細さい胞ぼうの争いも知らず、ただ、上位者の命令を機械的に実行しているだけらしい。まあ、しようがないのでしょうかね？　〝騎士団〟には実体がなく、明確な命令系統もない。あるのは、縦系統の服従義務だけだ……」

　もし、遠い将来に彼らと事をかまえるとして、突つくべきポイントはそこだろうか？　可能であれば、幹部たちの間に抗こう争そうを起こさせ、混乱を作り出す。それなら、自分の策動を彼らに悟さとられずに済むかもしれない。そのためにも、今回の一件はいいテストケースだ。よく観察し、将来の参考にさせてもらおう……

　だが、けっして油断はならなかった。

　たしかに、ヨーデル憲兵総監はあの結社の内部においてはとるにたらぬ下っ端だ。おそらく、彼自身が気負っている十分の一ほどもその価値は上層部から認められてはいまい。

　しかし、〝騎士団〟の目は思いもよらぬところに光っているし、世間一いつ般ぱんのステイタスなどあの結社にとってはなんの価値も持たない。たとえば、ヨーデルの靴くつを毎朝磨みがいている従卒のほうが、彼よりずっと位階の高い幹部ということすらありうるのだ。それを思えば、最前の質問はやや軽率だったかもしれない。

「ふむ、まだまだ、私も用心が足りませんね。まだまだだ……」

　自じ戒かいの意味をこめて、少年は泉の水みな面もに映った自分自身の影かげに囁ささやいた。

　彼らの支配から脱だつしようとして、事故死を遂とげた父王の轍てつを踏ふむわけにはいかなかった。手足となる組織を作り上げ、彼らに対たい抗こうしうる力を手に入れるまでは、国王ルードヴィッヒ二世は彼らの便利な手駒でなければならなかった。そのためには──

　ふとため息をつくと、少年はポケットから薄うすいファイルを取り出した。そこには、ついさっきまで側そばにいた浅黒い神父の写真が貼はり付けてある。いやそれだけではない。彼が生まれて今日に至るまでの精細なプロフィールがその横には添そえてあったのだ。そのプロフィールを食い入るように見つめながら、〝兇王〟は細い指先で浅黒い顔を弾はじいた。

　まだまだ、自分には牙きばが必要だ。鋭するどくて力強く、そしてなにより、折れることのない忠実な牙が……




　　　　Ⅱ




　ノックの音とともに扉とびらの向こうから顔を覗のぞかせたのは、細身のピエロだった。

「昨夜はよくお休みになられまして、神父さま？」

「ああ、よく眠ねむれた……それより、その扮ふん装そうはなんだ、マドモアゼル？」

　クロワッサン二切れにヴィエナ風ソーセージ、そして炒いり卵たまごとコールスロー──湯気をあげている朝食をベッド脇わきのテーブルに置いているピエロに、ユーグは不審な声をかけた。手て錠じようと足あし枷かせの鎖くさりを鳴らしながら身を起こすと、笑っているとも泣いているともつかぬ相手のメーキャップをしげしげと眺ながめる。

「仮装大会でもやっているのか？　それとも、それが君の地顔かね？」

「これ？　これは私の商売用メイクですわ。レジスタンスにだって、普ふ段だんの生活はあるのよ」

　ピエロ──人形めいて白い顔が印象的な妙みよう齢れいの娘むすめは、神父の問いをはぐらかすように笑ってみせた。

　ついで寝しん台だいと囚人ユーグの手を繫つないでいた手錠を優やさしい手つきではずしながら付け加える。

「なにしろ急なお客様だったので、こんなものしか用意できなかったわ……お口にあえばいいのだけれど」

「いや、囚人にはたいしたご馳ち走そうだ、ありがたくいただかせていただく、マドモアゼル」

　手こそ自由になったものの、足は鎖で壁かべの配管に繫がれている。それでも優ゆう雅がに伸のびをすると、ユーグはその娘──ヴァルトラウテ・フォン・デーニッツ男だん爵しやく令れい嬢じようの好意に応こたえるべく食事に手を伸ばした。

　あいかわらず、銃じゆうを持った男たちは扉の前で仁に王おう立だちになっていたし、唯ゆい一いつ、壁に空いた明かり取りの窓はぶ厚い鉄板が貼られて、外の様子はいっさい窺うかがえないようになっている。常人なら、監かん禁きんされた恐きよう怖ふに食事など喉のどを通らなかっただろう。だが、翡ひ翠すい色の瞳ひとみの神父は、怯おびえたふうもなく食事に手を伸ばした。いかにも貴族的な優雅さでちぎったクロワッサンを口に運びながら、小さなグラスにコーヒーを注いでいる娘に声をかける。

「ところで一つ聞きたいんだが、いったい、ここはどこなんだ？　早朝から、ずいぶんと人の出入りがあったようだが……」

「あら、それはお話しできませんわ。教えちゃったら、昨日、わざわざ神父さまに目め隠かくししていた意味がないでしょう？」

　コーヒーに手ずからホイップクリームを落としていた娘は薄く微笑ほほえんだ。熱いグラスを、神父が火傷やけどしないよう気を付けて手て渡わたしながら、やや皮肉な調子で付け加える。

「抵てい抗こう活動に必要なのは、知ち恵えと勇気と用心深さ。いくら神父さまでも、そう簡単に私どものアジトの場所をお教えするわけにはいきませんわ……はい、コーヒーです。熱いから、お気を付けになって」

「ありメがルとうシ……しかし、用心深いというわりには、昨夜のテロ活動はみごとにしくじっていたように拝見したが？」

〝テロ活動〟というあたりを強調して、ユーグは相手の言葉を皮肉った。短機関銃の男たちが険のある顔になったのも気づかぬように、熱々のクアリイーンムシコユーペヒナーーに口をつける。

「手を抜ぬいていたのでなければ、間が抜けていたとしか思えないな……違ちがうか？」

「そうですか？　でも、その〝間抜けなテロリスト〟に捕つかまっちゃったのはどこのどなたかしら？　わかってらっしゃる？　いまの神父さまって、控ひかえめに言っても、かなりのおまぬけさんに見えましてよ」

「……ふ、否定はできんか」

　皮肉を冷笑で返された神父は秀しゆう麗れいな美び貌ぼうに自じ嘲ちようの笑えみを刻んだ。その唇くちびるの端はしはわずかに切れている。昨夜、オペラ座で発見した彼女──ヴァルトラウテを捕とらえようとした際、近くに潜ひそんでいたレジスタンスたちによって逆に殴なぐり倒たおされたのだ。その痛みにわずかに顔をしかめながら、咀そ嚼しやくしたパンを飲み下す。

「だが、正直なところ、俺にはまだ信じられん……マドモアゼル、君のような女性が、なぜ、こんな危険な犯罪者集団にいる？　どうして、こんなテロリストの仲間などをやっているのだ？」

「あら、別に私たちはテロリストなんかじゃないわ」

　ユーグの言葉に、ヴァルトラウテは微笑を収めた。真しん剣けんそのものの表情になると、戸口で硬かたい沈ちん黙もくを守っている男たちと、自分自身を指さして胸を張る。

「言ったでしょ？　私たちはオストマルク公国の遺臣たちだって。そして、我が〝エーデルワイス〟はれっきとした軍隊よ。破は壊かい活動は、敵軍に対する作戦行動なの」

「それは詭き弁べんだな」

　傷一つ無い、真っ白な己おのが手に視線を落として、ユーグは呟つぶやいた。まるで自分自身を叱しかっているかのように苦い顔で首を振ふる。

「その〝作戦行動〟とやらで、これまで、何人の無関係な人たちを殺した？　いったい、どれほどの家族を嘆なげかせた？　なんと言葉を飾かざろうと、君たちのやっていることはただのテロ行こう為いだよ、マドモアゼル」

「知ったような口を叩たたかないで！　何もわかっちゃいないくせに！」

　神父の言葉はどうやら相手の痛いところを突ついたようだった。それまで余よ裕ゆうをもってかまえていた娘の顔が急に血の気を失った。

　もし相手が聖職者でなければ、あるいは拘こう束そくされていなければ、胸ぐらぐらいは摑つかんだかもしれない。思わず伸ばしかけた右手を左手でなんとか摑み止めると、まるで自分に向けて自分の正しさを再確かく認にんするかのように、激情に震ふるえる言葉を吐はき出す。

「これは戦争なのよ？　まったく民間人を巻き込まない戦争なんて、歴史上、ただの一度もなかったわ！　それを──」

「おい、ヴァリア……」

　興奮したようにまくしたてる娘むすめを愛あい称しようで宥なだめたのは、戸口に立つ男の一人だった。どこかのホテルにでも勤めているのだろうか。給仕服姿のその男は、窘たしなめるように首を振った。

「時間がない。議論はそのへんにしておけ。それより……」

「ええ、わかってるわ……ごめんなさい、神父さま。ちょっとかっとなってしまいました」

　感情をコントロールするように目を瞑つむると、ヴァルトラウテはすうと深呼吸した。咳せき払ばらいをして顔色を改めると、慎つつしみ深い口調に戻もどって本題を切り出す。

「別に今朝は、神父さまと論争をしたくて来たわけじゃないの……実は、あなたにお願いがあってきたんです」

「お願いだと？　俺に？」

　意外な発言だが、戸口の男たちの様子を見るに、別にヴァルトラウテの独断というわけではないらしい。用心深げに問いを重ねる。

「俺に願いとはなんだ？」

「昨日のあなたの活かつ躍やくぶりは、拘こう置ち所しよでたっぷり拝見させていただいたわ。正直、驚おどろいちゃった……ねえ、その力を私たちに貸していただけないかしら？　神に仕える身として、虐しいたげられているおおぜいの者たちを救ってやろうという気はない？」

「……力を貸せだと？」

　理解に苦しむ──ユーグは長い睫まつ毛げを瞬しばたたいた。

「それはつまり、この俺に、君たちの仲間になれということか？」

「ええ……昨日の作戦が失敗して、正直、私たちは困っています」

　ピエロのメイクは顔の左半分だけ──右半分は、いかにも貴族の令れい嬢じようらしい、気品に溢あふれた顔を悲しげに伏ふせて、ヴァルトラウテはため息をついた。

「このままだと、国王は明日にもこのヴィエナを出立してしまうかもしれない。あれを使用できる機会チヤンスは、もうあまりないのです」

「〝あれ〟？　昨夜の低周波兵器か!?」

〝沈サイレ黙のント・声ノイズ〟──低周波を利用した共きよう振しん崩ほう壊かい誘ゆう導どうシステム。バルセロナでは数十万の単位オーダーで死者を出した悪あく魔まの兵器。ユーグは油断無く目を光らせると、そっと肩かたを落とした。戸口の男たちが短機関銃をこちらに向けた場合、瞬しゆん時じにベッドの陰かげに隠かくれられるよう姿勢を変えながら確認する。

「やはり、あれは君たちが運用していたのか！」

「ええ……でも、あれは一度使ってしまうと、再充じゆう電でんに馬ば鹿かみたいに時間を食うの」

　娘は、自分こそ充電を必要としているような顔で嘆たん息そくした。たしかに、遺失ロスト技テクノ術ロジーの塊かたまりともいえる兵器システムは、一いつ介かいのレジスタンスにとっては手に余る代しろ物ものであろう。その力を誇ほこるよりむしろ、持て余しきっている状じよう況きようが、ヴァルトラウテのみならず、背後の男たちの顔にもありありと顕あらわれている。

「昨日の失敗のあと、すぐに再充電を始めたけれど、それでもせいぜい、あと一回分しか時間的余裕がないわ。つまり、次の攻こう撃げきが、〝兇王〟を仕留める最後のチャンスってわけ。でも、低周波兵器は建物を倒とう壊かいさせるだけのものでしょう？　目ター標ゲツトの〝兇王〟がいま滞たい在ざいしているシェーンブルン宮きゆう殿でんを倒壊させても、確実に彼が死ぬという保証はないわ」

「だが、宮殿が倒壊した直後なら、守備隊はパニックになっているはずだ」

　ヴァルトラウテの説明を引き取ったのは、さきほど彼女を窘めたレジスタンスだった。窓の外を睨にらむと、熱っぽく付け加える。

「その隙すきに近づいて直接仕留める……それしか、〝兇王〟を殺やる方法はない！」

「そういうことなの……お願い、神父さま！　あなたの腕うでを貸してくださいませ！」

「──断る！」

　苦り切った口調と表情でユーグは首を振った。適当に話をあわせて、相手からいろいろ聞き出すという選せん択たく肢しもあったのだが、そのことも忘れて顔を顰しかめる。

「マドモアゼル、君は自分たちがやっていることをわかっているのか!?　国王に対する抵てい抗こうのためだか知らないが、そのために昨夜は、罪のない多くの命が失われかけたんだぞ？　胸は痛まないのか？」

「〝罪のない〟？　〝罪のない〟ですって!?　神父さま、あなた、昨夜あそこに集まっていたのがどんな奴やつらか知っていてそんなことをおっしゃるの!?」

　だが、ユーグの糾きゆう弾だんに対し、返ってきたのは激しい憎ぞう悪おと怒いかりを孕はらんだ声だった──ピエロの顔に罪の意識は欠片かけらもない。むしろ、正義の執しつ行こうを妨さまたげられた復ふく讐しゆうの女め神がみのような顔でヴァルトラウテは吼ほえた。

「あそこにいたのは、そのほとんどがゲルマニクスの侵しん略りやくに協力した売ばい国こく奴どや、その後の占せん領りよう政策に迎げい合ごうした非国民たちなのよ!?　あいつらのせいで、祖国は滅ほろびた……そんな裏切者たちの何百人、いえ何万人死のうと、私の知ったことではないわ！」

「…………」

　本来なら、さぞ優やさしい微び笑しようを浮うかべているはずの娘の顔を隈くま取どっていたのは復讐と憎悪の炎ほのおだ。その激情に気け圧おされたように、ユーグはため息をついた。なまじ、相手の思いがわかるだけに、何を言ってもむだなことを悟さとったのだ。一方、その間も復讐の女神の告発は続いている。

「ゲルマニクスに祖国が滅ぼされてからこちら、私たち、オストマルク公こう爵しやく家に仕えてきた者たちがどれほどの苦しみを味わってきたか、あなたにはわかって、神父さま？　処しよ刑けいされた者、自殺した者、家族ごと強制収容所に送られた者……私の友人の中には人には言えないところまで身を落とした者もいるわ。そして、薬と病気で早死にして……私だって……」

「マドモアゼル……」

　いつの間にか、激情の嵐あらしは娘むすめの顔を吹ふきすぎ、代わってそこには、悲ひ哀あいの雲が雨を降らせ始めていた。涙なみだぐんだ瞳ひとみを懸けん命めいに相手から隠そうとしている娘にそっと紙ナプキンを差し出しながら、ユーグは詫わびた。

「すまなかった、マドモアゼル。俺には君を責める資格はない。だが、その……それでも俺は……」

「──私の名はヴァルトラウテ。〝ヴァリア〟でけっこうよ、神父さま」

　ぐすっと洟はなを啜すすって、娘は寂さびしげに笑った。和解の印なのだろうか。神父のトレイを片づけながら、軽く会え釈しやくする。

「ごめんなさい、神父さま。無理を言ってしまって……あなたのお気持ちはわかりました。無理はもう言いません。でも、せめて騒さわぎがおさまるまで、あなたはここでおとなしくしていてください。あなたに邪じや魔まはされたくないし、もし邪魔されるようなことになったら、私はあなたを排はい除じよしないといけないから」

「俺は祈いのっている、マド……ヴァリア」

　トレイを捧ささげ持って倉庫を出て行く背中は意外なほど小さく、儚はかなげだった──自分の感情を懸命に押し殺しながら、ユーグはその薄うすい背中に声をかけた。

「君たちがこれ以上、その手を血に染めずに済むことを祈っている」

「それはちょっと無理だけれど……」

　短機関銃の男たちが開けた扉とびらの向こうで、ヴァルトラウテはかすかに微笑んだようだった。鉄の扉が軋きしむ音に重なって、小さな声が届く。

「でも、ありがとう……さようなら、神父さま」

「…………」

　──再び一人きりになった室内、しばし、ユーグは身じろぎひとつしなかった。

（できれば、説得したかったのだが……）

　そのために、昨日はわざわざ隠かくれているレジスタンスに気づかぬふりをして彼女に近づき、そのうえ頭を殴なぐられて昏こん倒とうするという演技までしてみせたのだ。だが、説得して心を翻ひるがえさせるにはあまりに時間が少なすぎた。

「……国王がヴィエナを離はなれる前に、もう一度、動くと言っていたな？」

　とすれば、もうあまり余よ裕ゆうはない。

　おそらく、レジスタンスは国王の宿舎であるシェーンブルン離り宮きゆうを低周波兵器の次の標的に選んでいるのだろう。しかし、昨夜のオペラ座とは違ちがい、離宮は広い。建物を崩ほう壊かいさせても、ターゲットを確実に下した敷じきにさせられるとは限らない。そのため、離宮を崩壊させた後は、実働部隊が混乱中の現場に乗り込み、直接、とどめを刺さすという作戦をとっているのだ。

　だが、そんなことをすれば、たとえ国王は殺せても、乗り込んだ者たちもまた命はあるまい。直後、親衛隊なり憲兵隊なりに射殺される──それを覚かく悟ごで、あの娘は行動を起こすつもりだ。

「まったく、世話の焼ける……」

　苦虫を飲んだような顔で呟つぶやくと、ユーグは自由な両手で拳こぶしを作った。それをぐっと握にぎりしめると、手首のあたりから、鋭するどい輝かがやきが飛び出す。チタンにダイヤモンドの微び粒りゆう子しを蒸着したスチールカッター──鋼板でも楽々と切断できるダイヤモンドブレードだ。以前、吸きゆう血けつ鬼きの氏族に似たような状じよう況きよう下かで捕ほ虜りよになったことがある。そのときの経験に基づき、義手に仕込んだギミックの一つである。

　立ち上がると、剣けん士しはそれを窓を覆おおった鉄板に突つき立てた。紙切れのようにやすやすとそれを切り裂さき、窓の外から入ってきた朝日に目を細める。ヴァルトラウテはアジトの位置を秘密にしていたが、昨夜、馬車に乗せられていたときにだいたいの距きよ離りと方向は把は握あくしていた。ヴィエナ市北東部のどこかのはずだが、さて、いったいどんな建物の中なのだろう？　剣士は朝日のこぼれる外を見やって──

「……いったいなんだ、ここは？」

　訝いぶかしげに顔をしかめた。




「……で、いったいここはなんなんです？」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたうえで、それを飲み下しもせずに口の中に溜ためているような顔で、アベル・ナイトロードは呻うめいた。昨夜からの逃とう避ひ行こうに隈くまの浮うき始めている目を周囲に向けて、途と方ほうにくれたように立ちすくむ。

　そこは明るい陽光に溢あふれていた。

　いや、明るいのは陽光だけではない。緑豊かな小道を足あし繁しげく行き交かう人、人、人。いずれも家族連れ、恋こい人びと連れの人々の顔も、眩まぶしいほど陽気に輝いている。突き抜ぬけるように晴れ渡わたった青空の下、明るく響ひびき渡っているのは、コーヒーカップにジェットコースター、メリーゴーラウンドの子馬に乗った子供たちの歓かん声せいだ。

　ヴィエナ東とう郊こうプラーター公園──ドナダニウ川ユーヴとドナカウナ運河ルに挟はさまれた広大な緑地。かつては君主の狩猟場おかりばであった森と、そのただ中に立ち並ぶ遊園地。その神に祝福されたような光景を前に、銀ぎん髪ぱつの神父は疲ひ労ろうと心労にひび割れた声を絞しぼり出した。

「ケンプファーさん、教えてください……ここっていったいなんなんです？」

「はて、なんなのかとお尋たずねになられましても……ご覧になったとおりの場所でございますが？」

　一方、銀髪の神父とは対照的に、その同行者──長い黒くろ髪かみの紳しん士しは涼すずしげな表情をしていた。およそ消しよう耗もうの欠片かけらも感じさせぬ顔で、見世物小屋の店先に立っていたピエロから風船など受け取りながら、涼しげに答える。

「それとも……ひょっとして、遊園地は初めてでらっしゃいましたか？」

「私、そういうことを言ってるんじゃありません！」

　およそ緊きん張ちよう感かんに欠ける返答に、アベルは憤ふん然ぜんと叫さけんだ。周囲の目が驚おどろいたように集まるのも気づかぬように、同行者の怜れい悧りな顔を睨にらみつけて歯ぎしりする。

「あなた、昨日、私に例の低周波兵器──〝サイレント・ノイズ〟とやらの在あり処かを知っているとおっしゃいましたよね？　だからこうして、仲間に誤解されるリスクを冒おかしてまで同行しているんです！　その大変なときに、なんだって、よりによってあなたなんかと遊園地に来てるのかって聞いてるんです！」

「これは、心外なことをおっしゃる……」

　怒いかりに満ちた神父の言葉に、黒髪の男──第一級指名手配テロリスト、イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファーはやや悲しげにため息をついた。その死んだ魚のように光らぬ目を細めると、嘆たん息そくとともに答える。

「たしかに、神父さまが私に隔かく意いを抱いだかれるお気持ちはわかりますが、それでも、いまのおっしゃりようはいささか残念です。私は可能な限り、誠意を持って神父さまのご依い頼らいにお応こたえしているつもりなのですが」

「なら、さっさとあのレジスタンスたちの居場所──〝エーデルワイス〟とか言いましたか？　彼らのアジトに案内してください！」

　恭うやうやしいが、人を食ったようなテロリストの言葉に、アベルは声を荒あららげた。さすがに人混みの中で怒ど鳴なるような愚ぐは犯おかさなかったが、それでも、低めた声に針のような鋭いものを籠こめる。

「あのレジスタンスの人たち、国王を殺害するなら手段は選ばないつもりです！　いや、国王だけじゃない。また低周波兵器を使用されたら、巻き添ぞえでどれほどの犠ぎ牲せい者しやがでることか……こんなところで、あなたと遊んでいる暇ひまはないんです！」

「ふむ……〝レジスタンス〟ですか？　〝テロリスト〟ではなくて？」

　別にからかうふうもなく呟くと、ケンプファーは小こ脇わきにたばさんでいた新聞を目の高さに差し上げた。社会面、昨夜のオペラの成功を絶賛している記事を黙もく殺さつすると、その下、市内の憲兵隊詰つめ所しよで起こった爆ばく発はつ事故を軽く報じたペラ記事を興味深げに見やる。

「神父さま、あなた方はしばしば私をテロリストと呼こ称しようされますが、その私とこのような騒さわぎを起こされた方々との間に、いったいいかなる違ちがいがあるのでしょう？　成功した反乱は〝反逆〟ではなく〝革命〟と呼ばれるそうですが、同様に、現行秩ちつ序じよに対する挑ちよう戦せん者しやが〝テロリスト〟と非難される一方で、暴ぼう虐ぎやくな国王を数百人の市民を巻き添えに暗殺しようとする健けな気げな弱者は〝レジスタンス〟として名声を勝ち得うる──そういうことでしょうか？」

「……私、あなたのその偏かたよった歴史観にも見解にも興味はありません」

　僧そう衣いのポケットに隠かくし持った旧式パーカツ回転シヨン・拳リボル銃バーの撃げき鉄てつに指を置いたまま、アベルは押し殺した声で呻いた。

　ちなみに、この拳けん銃じゆうは別に目の前の男を撃うち殺すために用意しているものではなく、彼を襲おそってくるかもしれない者への用心である。アベルの知る限り、もっとも危険な暗ブラツ殺クウ者イドウが、教皇庁によって第一級テロリストにかけられた莫ばく大だいな賞金を狙ねらっているのだ。しかし、その銃口を男に向けたいという誘ゆう惑わくをまったく感じなかったといえば噓うそになる。この男は、あのバルセロナの街で、そしてローマで────

「断っておきますが、ケンプファーさん？　このままでは、あなたも危険なんですよ」

　いつの間にか引き金にかかっていた人差し指をそっとはずしながら、アベルは大きく深呼吸した。

「私の同どう僚りようたちは、まだ、あなたが重要な情報を握にぎっていると知りません。特にシスター・モニカ──同僚の一人は、あなたの首にかけられた賞金を狙っています……お互たがい、時間がないんです。昨夜の言葉が噓ではないというなら、さっさと約束を果たしてもらえませんか？」

「噓？　たとえ世界が滅ほろびようと、私はあなたに噓などつきませんよ、神父さま。その点は、どうかご信しん頼らいください」

　そんなこと考えもしなかった──アベルに向けられたテロリストの瞳ひとみには、相変わらず光というものがなかったが、その代わり、虚きよ言げんを弄ろうする者独特のうわついた色もなかった。まるで虚無そのもの、すべての光を封ふうじ込こめる深しん淵えんのような視線をひたと神父に向けたまま、ケンプファーは首を振ふった。

「それに神父さま、どうやらあなたは誤解しておられるようだ。私はとっくの昔にお約束を果たしているのですが……ひょっとして、まだお気づきではなかったのでしょうか？」

「はあっ？　どういう意味です？」

　またもやうわずりかけた声を抑おさえて、アベルは周囲を見やった。

　休日の遊園地は、おおぜいの人で賑にぎわっていた。ここヴィエナ市のランドマークにもなっている直径六十メートルの大観覧車をはじめ、メリーゴーラウンドにコーヒーカップ、ジェットコースターやお化け屋や敷しき……数々のアトラクションに人々が群がっている。大観覧車だけはどうやら工事中らしく、周囲を鉄板で囲われていたが、その他ほかの遊具を巡めぐっている顔は例外なく楽しげで、屈くつ託たくがない。このいったいどこに……

「ちょ、ちょっと待ってください!?」

　神父の表情に驚きよう愕がくの色が走った。電流でも流されたように立ち上がると、窓の外を食い入るように見つめる。

　だが、今度アベルが見つめていたのは数多くの客たちではない。笑いさざめく彼らの間、派手な制服姿でアトラクションの説明をしている係員、地味な作業着を着た清せい掃そう作業員、擬ぎ人じん化したネズミやアヒルの着ぐるみをつけて踊おどる男女……

「まさか……まさかここは……」

「どうやら、気がついていただけたようで、ようございました」

　男の態度は、凶きよう器きをつきつけられた人ひと質じちというより、頼たよりない若主人に仕えた名家の召めし使つかいのそれだった。執しつ事じの養成本というものがあれば、それに例示されても不思議でない慇いん懃ぎんさで、説明を補足する。

「このプラーター公園の職員全員が、旧オストマルク公国の遺臣たちにして、抵てい抗こう組織〝エーデルワイス〟のメンバーなのです。つまり、この公園そのものが彼らのアジトというわけですね」

「こ、この公園全部が……」

　人、人、人──ごった返す人の波を前に、アベルは呻うめいた。

　たしかにこのような施し設せつなら、少々の人の出入りは目立たないし、隠れ場所は腐くさるほどある。おまけに、アトラクション用の機材ということにすれば、たいていの物資は出し入れ可能だ。さらに、官憲の手入れがあったときも、この人波がそのまま盾たてとなる。いや、それはいまのアベルにとっても同様だ。下手に低周サイレ波ント・兵器ノイズ強ごう奪だつを試みれば、女子供を含ふくめた客のすべてを巻き込むことになる。死傷者が出るかもしれないし、それは避さけられたとしても、その間にレジスタンスたちが低周波兵器を作動させてしまうかもしれない……

「さて……それでいかがします、神父さま？」

　押し黙だまってしまった神父に優やさしい声をかけたのはケンプファーだった。朝食のメニューを主あるじに確かく認にんする執事よろしく尋たずねる。

「ここでトラブルを起こせば、一いつ般ぱん客きやくにも被ひ害がいが及およびましょう。それでも、あえて火中の栗くりを拾われるおつもりですか？」

「く……ま、まずは、一般客をこの遊園地から退去させましょう」

　無む秩ちつ序じよに流れる人混みを前に、アベルはなんとか知ち恵えを絞しぼり出そうとするように頭を振った。

「とにかく、パニックが起きぬよう、彼らを園外にいったん退去させます。火事か、爆ばく弾だん騒さわぎ……いや、それだとまずいか。もっと穏おん便びんな理由を作って、誘ゆう導どうするんです！」

「相変わらずお優しいのですね、神父さまは」

　だが、神父にかけられた言葉は、相手に同調するものではなかった。

　傍かたわら、人混みを眺ながめていた〝魔ま術じゆつ師し〟は光らない瞳をやや細めて呟つぶやいた。

「でも、あなたにとって、ここにいる者たちなど、虫けらとそう変わらないはずでしょう。その命をそこまで思いやるふりをするのは、いささかやりすぎと思うのですが……それとも、そんなに自分を縛しばるのが楽しいですか？」

「……なんですって？」

　別にケンプファーの声音はふだんとまったく変わらなかった。善意もない代わりに、相手を傷つけようという悪意もない。しかし、黒衣のテロリストの言葉に振り返ったとき、神父の顔には狼ろう狽ばいにも似た表情がたゆたっている。

「私が自分を縛っている？　ケンプファーさん、あなた、それってどういう意味です？」

　脳のう裏りにできあがりかけていたアイデアのことも忘れて、アベルは鋭するどい声を押し出した。焦あせったように、声を荒あららげる。

「ケンプファーさん、だいたい、あなたは私の何を知って──」

「……おおっと、動くな、レジスタンス」

　だが、神父の詰きつ問もんに応じて発せられたのは、怜れい悧りなテロリストの声ではなかった。

　こちらは明確な悪意に満ちた声が耳元で囁ささやいたと思ったときには、アベルの脇わき腹ばらには硬かたい感かん触しよくが押し当てられている。

「とぼけた顔して、昨日はよくもいっぱい喰くわせてくれたな……だが、今日はそうはいかんぞ、テロリストめ！」

「あ、あなた、昨日の憲兵さん!?」

　振り返ったアベルの視界に映ったのは、脇腹に突つきつけられた自動拳けん銃じゆうの鈍にぶい輝かがやきと獲え物ものに牙きばを立てたハイエナそっくりの表情────マウリッツ憲兵中ちゆう尉いの、悪意に満ちた凶きよう相そうだった。




　　　　Ⅲ




「よう、神父さん。昨日は世話になったな」

　今日の憲兵中尉は、軍服ではなかった。地味な背広に外套コートの取り合わせは、出勤途と中ちゆうのサラリーマンを思わせる。しかし、コートの陰かげから突き出した自動拳銃の銃口をアベルに押し当てたまま、マウリッツは厚い唇くちびるをちろりと舐なめた。

「こっちとしても、せっかくのもてなし前に消えられてしまったんで、拍ひよう子し抜ぬけしてたところだ……また会えて、嬉うれしいよ」

「ちゅ、中尉、あなたは誤解してらっしゃいます」

　おそらくは、マウリッツの部下か同どう僚りようだろう。地味な外套の男たちが、周囲の視線を遮さえぎるように辺りを取り囲んでいることを確かめながら、アベルは努めて冷静な声を押し出した。相手が自分のことをレジスタンスの仲間と思いこんでいるのはまずいが、ここで騒さわぎを起こすのはもっとまずい。なんとか相手の誤解を解こうと釈しやく明めいする。
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「私はレジスタンスのメンバーではありません。昨日のあれは、たまたま不幸な偶ぐう然ぜんが重なった結果でして……」

「あいにく、いまはお前のヨタ話を聞いてやる気分じゃないんだ」

　中年の憲兵中尉は薄うすく唇を開くと、神父の鳩みぞ尾おちに押し当てた銃口に力を籠こめた。痛みに歪ゆがんだ顔を見上げて、せせら笑う。

「これから、ここで大おお捕とり物ものをやらなくちゃいけないんでな……とりあえず、お前は捕ほ虜りよ一号ってわけだ」

「大捕物？　まさかそれって……」

　アベルの声がわずかにうわずったのは、鳩尾に走った痛みのせいではない。マウリッツと憲兵たち──いや、よくよく見れば、周囲にちらほら見える──に素す早ばやく目を走らせて、目を瞠みはる。

「ま、まさか、これからレジスタンスを急きゆう襲しゆうするつもりですか!?　だめです！　こんな大勢人がいるところで──」

「安心しろ。こっちとしても、一般客に邪じや魔まされて、肝かん心じんのネズミを逃にがすような真ま似ねはしないさ」

　血相を変えた神父の杞き憂ゆうを嘲あざ笑わらうかのようにマウリッツは唇を曲げた。コートのポケットから覗のぞく細長い筒つつ──発はつ煙えん筒とうに顎あごをしゃくって説明を補足する。

「本隊が突とつ入にゆうする前に、まず俺たちが火事騒ぎを起こして一般客を外に追い出す。戦争はそれからだ……さ、わかったら一いつ緒しよに来てもらおう。お前は俺の捕虜だ。今度こそ、知っていることを洗いざらい喋しやべってもらう……」

　自信ありげに囁いていたマウリッツの声が途と切ぎれたのは、そのときだった。

　ぱん、と乾かわいた音がすぐ側そばで響ひびいたのだ。銃声そっくりの破は裂れつ音。だが、当然、憲兵中尉の自動拳銃からも、神父の旧式回転拳銃からも煙けむりはあがっていない。

「な、なんです、いまのは……!?」

　周囲の家族連れの目も、不安げに辺りを彷徨さまよっている。それに倣ならうように、アベルもとっさに視線を滑すべらせたが、その耳にさきほどの破裂音そっくりの音が今度は連続して飛び込んでくる。

「──いまのは銃声です！」

　しかも、今度聞こえてきたのは破裂音だけではなかった。割れた風船──正確にはその紐ひもだけを握にぎった黒衣のテロリストが、マウリッツとアベルを指さし、重々しく叫さけんだのだ。

「あれを見てください！　あの方々、拳銃を持っています！」

「ケ、ケンプファーさん!?」

　その瞬しゆん間かん、アベルが〝魔ま術じゆつ師し〟へ手を伸のばしたのは、相手の意図を悟さとり、その口を塞ふさごうとしたためだ。だが、この動きそのものが、次の凶きよう事じの引き金となった──ケンプファーの指し摘てきに、一瞬、凍こおりついたようにアベルとマウリッツを見つめていた一いつ般ぱん客きやくたちが、怯おびえた顔で悲鳴をあげたのだ。

「け、拳けん銃じゆう!?」

「逃げろ！　奴やつら、銃を持っているぞ！」

「きゃあああああああっ！」

　賑にぎやかで穏おだやかな休日の朝が崩ほう壊かいしたのは、その直後だった。すぐ側にいた者たちが、悲鳴をあげて身を翻ひるがえす。さらに、それを見た事情を知らぬ者たちもまた、恐きよう慌こうに感染させられ、でたらめな方角へ逃げ惑まどう。

「い、いかん、まだ早い！」

　一瞬にして始まったパニックを前に、声をうわずらせたのはマウリッツだった。必死で逃げようとする人の波に蹴け倒たおされ、突つき飛ばされながら、青ざめた顔と声で怒ど鳴なる。

「くそっ、こうなったらしかたない！　外の部隊に連れん絡らくして、突入を開始させろ！　突入開始！　突入開始だ……ぐぎゃっ！」

　顔中を口にして叫んでいた憲兵中ちゆう尉いの声が悲鳴に変わったのは、その直後だった──いずこからか飛来した銃じゆう弾だんが、彼の肩かたを抉えぐったのだ。しかも、飛来した銃弾はその一発だけではない。

「──くたばれ、ゲルマニクス野や郎ろう！」

　憎にくしみに満ちた声が響いたときには、見世物小屋のほうから無数の銃弾が飛来している。血飛沫しぶきと絶ぜつ叫きようの向こう、短機関銃を腰こしだめに撃うちはなったのは、それまで子供たちに風船を配っていた陽気なピエロたちだ。

「仲間に報しらせろ！　イヌどもだ……ゲルマニクスのイヌどもが来やがった！」

「本隊に連絡！　すぐに突入を開始させろ！　マウリッツ中尉が撃たれた！」

　一方、憲兵たちのほうも黙だまって撃たれているだけではなかった。隠かくし持っていた銃を抜ぬき放はなつと、それをピエロや着ぐるみの男たちに向けて応戦を開始する。突とつ如じよ始まった銃じゆう撃げき戦せんに、さらに悲鳴と怒ど号ごうの輪が拡大する。

「なんてことを……！」

　交こう錯さくする混乱と銃弾──悲鳴をあげて逃げ惑う一般客と、憎ぞう悪おに満ちた銃撃の応おう酬しゆうを繰くり返している男たちを前に、アベルは呆ぼう然ぜんと呻うめいた。遠く、正面ゲートのほうから、次々と柵さくを破って場内に突入してくる灰色の装そう甲こう車しやも目にはいらぬかのように立ちすくんでいたが、次の瞬間、傍かたわらをきっと睨にらむ。そこにいたのは、いつの間にか涼すずしい顔をして立っていた黒くろ髪かみの男だ。

「ケンプファーさん！　あ、あなたって方は……あなた、いったい自分が何をやったかわかってるんですか！」

「むろんですとも、神父さま……私は可能な限り効率的な手段を用いてあなたをお救いした。ただ、それだけです」

　激しい怒声に返ってきたのは、ごく生き真ま面じ目めな回答だった。珍めずらしいほどに怒いかりを露あらわにした神父に胸ぐらを摑つかまれたまま、〝魔ま術じゆつ師し〟は穏やかに答えた。いったい、この男に動どう揺ようという情感はないのだろうか。水を打ったように静かな顔で、神父を見返す。

「そんなことより、神父さま、ここで油を売っていてもよろしいのですか？」

「よろしいって何が!?」

　皺しわ一つ無い相手のシャツを摑んだまま、アベルは怒鳴り返した。周囲のパニックはその間も拡大している。悲鳴と怒声が渦うずを巻いているが、さらに加えて上空から、不ふ吉きつな爆ばく音おんが轟とどろき始めている。ハチドリにも似たほっそりした機き影えい──ゲルマニクス軍のオートジャイロが十数機、超ちよう低空飛行で敷しき地ち内に突とつ入にゆうしてきたのだ。

「いったい、あなた、何が言いたいんです!?」

「いえ、憲兵隊が突入してきたからと言って、レジスタンスの方々は黙って囚とらわれるほど潔いさぎよい人たちかと思いまして」

　自分の胸を摑んだままの神父をどこか哀あわれむように見やると、テロリストはつと指を伸ばした。パニックの外周、やや離はなれたところを高速で走っている一台の車を指さす。

「このアジトが露ろ見けんしてしまった以上、最後に悪あがきの一つもしてみよう──そう思われる方が一人ぐらいいらっしゃっても不思議ではないのではありませんか？」

「あれは……ヴァルトラウテさん!?」

〝魔術師〟の指さした先、車の運転手の顔を遠目に確かく認にんして、アベルは愕がく然ぜんと呻いた。ヴァルトラウテ──昨日出会った若いレジスタンスだ。低空を飛行するオートジャイロからの警告を無視して、常識はずれのスピードで遊園地の一角、休止中の大観覧車のほうへと車を走らせている。

「観覧車!?　そうか……しまった！」

　どうして、こんなことに気づかなかったのか──自分の迂う闊かつさを、アベルは呪のろった。

　共きよう振しん崩ほう壊かい誘ゆう導どうシステム──昨夜使用された〝サイレント・ノイズ〟から低周波が照射されたのは、オペラ座ただ一軒けんだけだった。ヴィエナ市内のいずこにも、その他ほかの被ひ害がい例は確認できなかったのだ。そして夕刻のアインヘーレ商会ビル倒とう壊かい時も同様だった。つまり、あの兵器は、なんらかの形で、任意の一点に照準をあわせられるということだ。しかし、そのためには、目標との間に障害物がないか、もしくはよほどに高い位置から照射せねばならない。高層建築物の少ない、ここ、ヴィエナ市内でそんな場所と言えば……

「観覧車のてっぺん！　〝沈サイレ黙のント・声ノイズ〟はあそこか……くっ！」

「おや、神父さま、どちらへ？」

　ケンプファーの問いにアベルは答えなかった。身を翻して見世物小屋へと走ると、テントを支えていたワイヤーを拳銃で撃ち抜く。

「間に合うか……？」

　レジスタンスの娘むすめを乗せた車は、遠く、観覧車近くの管理棟とうの前に停車していた。そこに行き着くには、パニック状態の群衆と、依い然ぜん続いている銃じゆう撃げき戦のただ中を通らねばならない。まともに走っては、一時間あっても通り抜けられまい──支柱から二本のワイヤーをほどくと、アベルはそれらの先せん端たんに輪を作った。ついで、そのうち一本を、狙ねらいを定めて空へ投じる。

「…………！」

　投げ輪が絡からみついたのは、ちょうどそのとき、低空を掃そう射しやすべく突入してきたオートジャイロの右みぎ脚きやく部ぶだった。急に右側に加重が加わり、飛行機械は一いつ瞬しゆん、体勢を崩くずしかけたが、なんとかバランスを持ち直すと、そのまま、急旋せん回かいに入る。

「う、うわわわわっ……！」

「神父……アベルさま！」

　ケンプファーの声がドップラー効果とともに遠ざかったときには、ワイヤーにしがみついたアベルの体は宙に浮ういていた。時速百キロ近い速度で飛行するオートジャイロにひきずられ、地表から三メートルほどの位置を移動する。騒さわぐ人混みを靴くつ底ぞこで擦こするように飛ひ翔しようするが、それもすぐに抜け、目の前には巨きよ大だいな鉄の輪──大観覧車が壁かべのように迫せまる。

「主よ、我に……以下略！」

　みるみる迫る大観覧車に激げき突とつする直前、アベルは手にしていたもう一本のワイヤーを放っていた。

　先端の輪が、まるで奇き跡せきのように、観覧車の側そばにあった送電用の鉄てつ塔とうに絡まる。次の瞬しゆん間かん、オートジャイロ側のワイヤーを手放すと、銀ぎん髪ぱつの神父は鉄塔にひっかけたワイヤーにしがみついた体を宙に飛ばした。ひょろりとした体が、鉄塔にひっかけた輪を支点に、振ふり子こ時計の重りのように空中に弧こを描えがく。その前方に立っていたのは、さきほど、若い娘が駆かけ込んだ管理棟だ。

「やっ、これはまずい！　ガラス窓が……うっ、うわあああああああっ！」

　悲鳴をあげたときには、甲かん高だかい破は砕さい音と砕くだけたガラスが滝たきのように神父を襲おそっている。運悪く、管理棟に開いていた唯ゆい一いつの窓に、突つっ込んだのだ。

　もし、とっさに足のほうから蹴け破やぶる形で突っ込んでいなければ、破は片へんで顔面をずたずたにされていたかもしれない。神の恩おん寵ちようというより悪魔の陰いん謀ぼうめいた幸運に護まもられた長身が、棟内に転がり込む。

「な、なにごと!?」

　派手な悲鳴とガラスの砕ける音を引いて突っ込んできた神父に向けられたのは、驚きよう愕がくの視線と狼ろう狽ばいの声だった。ヴァルトラウテ──コンソールの前にいる例のレジスタンスの娘を中心に、なにごとか作業に勤いそしんでいたレジスタンスのメンバーが、いっせいに振り返ったのだ。

「あ、あなた、昨日の神父さん!?」

「な、何者だ、お前！」

　何かを思い出したような娘の声があがったときには、その他のメンバーは手にした小火器の銃口を掲かかげている。憲兵隊の襲しゆう撃げきで、全員、殺気立っていたらしい。とっさに制止しようとした娘が口を開いたときには、ためらわず引き金を引こうとする──しかし、それより一瞬早く、レジスタンスたちの火器は例外なく吹ふっ飛んでいた。床ゆかに這はい蹲つくばったまま引き抜ぬかれた神父の旧式パーカツ回転シヨン・拳リボル銃バーが、魔ま法ほうのように火線を吐はき出したのだ。

　悲鳴と怒ど号ごうが噴ふき上がる中、アベルは空になった弾だん倉そうを交こう換かんしながら娘に怒鳴った。

「ヴァルトラウテさん、それはあれですね！　だめだ、押しちゃいけない！」

「…………」

　その一瞬、ヴァルトラウテの顔を過よぎったのは、失望だったろうか。あるいは悔かい恨こんか。アベルの言葉に、ほんの刹せつ那な、娘の動きが止まった──だが、その直後、細い指に強い力が籠こもる。

「だ、だめです……いけない！」

　ようやく弾倉交換が終わったのと、ヴァルトラウテの指がボタンを押し込んだのはほぼ同時だった。アベルの腕うでは魔法的な素す早ばやさで持ち上がるが、発はつ砲ぽうは間に合わない。ぶん、と羽虫のような音が室内に鳴り響ひびく──

「…………!?」

　室内が薄うす暗ぐらくなったのはその直後だった。

〝あれ〟が発動したのか？　低周波兵器が、暴君を倒たおすために最後の雄お叫たけびを発したのか？　いや、それにしては少し様子が変だ……

「どういうことです!?」

「どういうこと!?　なんで何も起こらないの!?」

　神父の声に重なったのは、娘むすめの悲鳴だった──しんと静まりかえったまま、何も反応しない観覧車を見上げ、ヴァルトラウテが何か叫さけんでいる。

「どうして！　どうして動かないの……みんな、もう一度、計器をチェックして！」

「──チェックしてもムダだ、マドモアゼル。君たちの低周波兵器は、もう動かない」

　全すべての照明が消え、薄暗くなった室内に響いたのはアベルの声ではなかった。

　いっせいに光の消えたコンソール。それを呆ぼう然ぜんと眺ながめるアベルの耳に届いた声はどこか哀かなしげで、それでいて迷いというものがない。と同時に、澄すんだ音をあげて、薄ト鉄タ板ン製の壁に亀き裂れつが走っている。

「すまない、マドモアゼル。電源ケーブルを斬きらせてもらった」

　音をあげて裂さけた壁の向こうで、長い金きん髪ぱつをたなびかせた神父が長刀を青眼に呟つぶやいた。




　　　　Ⅳ




「やった……ナイスです、ユーグさん！」

　壁かべの向こうから現れた仲間の姿に、思わずアベルは歓かん声せいをあげた。もっともその直後、ふと小首を傾かしげる。

「あれ？　でも、いったいどうして、あなたがここに──」

「話はあとだ、アベル」

　壁に空いた穴からゆっくりと部屋に入ってきた神父は、憂ゆう鬱うつげに呟いた。その間も、レジスタンスの面々は血の滲にじむ手を押さえたまま金かな縛しばりにあったように動かない。凝ぎよう固こした彼らの間を、〝ソードダンサー〟はゆっくりとコンソールの側の娘と神父に歩み寄った。

「それより、急いでたんじゃないのか？」

「そ、そうだった……え、ええっと、どうすればいいのかな？　観覧車のほうにいかないといけないのかな？」

「いいえ、ここでけっこうですよ、神父さま」

　意味もなく両りよう腕うでを上げたり下げたりしているアベルに答えたのは、飄ひよう然ぜんと戸口から入ってきた黒くろ髪かみの男だった。コンソールの側にひざまずいた〝魔術師〟は、複雑に計器の並んだ壁板をはずすと、その奥、複雑に張り巡めぐらされた配線の奥を覗のぞき込んだ。

「観覧車に設置されているのはアンプとスピーカーだけです。音源部分はおそらくここに……ふむ、やはりありましたね。三十秒ほどいただけますか？　コアを取り外します」

「わ、わかりました。こうなったら、あなたにお任せします……でも早くしてください。憲兵隊がここまで来る前に処理を終わらせて！」

　練達のピアニストを思わせる手つきで配線を操作し始めた同行者をアベルは急せかした。それからふと、毒気を抜かれた顔のレジスタンスたちを顧かえりみる。

「それとレジスタンスの皆みなさん、あなた方の計画はもう終わりです。捕つかまるのがいやなら、とっとと逃にげてください。捕まって死し刑けいになる前に早く！　さあ、ヴァルトラウテさん、あなたがここのリーダーですよね？　早く、みんなを──」

「ユーグ……」

　しかし、神父の警告はまったく空から振ぶりに終わった。アベルの声など耳に入らなかったように、ヴァルトラウテは金髪の神父を見つめていた。不安げに顔を見合わせている仲間たちさえ、眼中にないようだ。無表情に呟く。

「私、残念だわ。こんなことになって……こうなると知っていれば、昨日のうちにあなたを殺しておくべきだった」

「……俺も残念だ、ヴァリア」

　ユーグの答えもまた、静かだった。

「だが、もう諦あきらめたまえ。そして逃げろ……逃げて、どこか遠くで人生をやり直すがいい。いつまでも過去にこだわっていても、前には進めない」

「……ええっと、ユーグさん、なんか彼女とあったんですか？」

　互たがいに見つめ合う男女に挟はさまれた形で、アベルは首を左右に振ふった。困り果てたように、こめかみを指で押さえる。

「念のために申し上げておきますとですね、その人、いちおうテロリストなんですが……」

「……さあ、神父さま、はずれましたよ。これがコアです。低周波兵器の中ちゆう枢すう部分ですね」

　途と方ほうにくれている神父を救ったのは、黒髪の〝魔ま術じゆつ師し〟だった。配線の奥から、人の頭ほどの黒い球体を取り出したのだ。アベルに向けて差し出しながら、慇いん懃ぎんに警告する。

「しかし、取り扱あつかいにはご注意ください。このコアのＬＦＯ──極低周波発はつ振しん回路に使用されているガリウム化合物は極きわめて不安定な物質です。ちょっとした衝しよう撃げきで爆ばく発はつを起こしかねませんよ」

「爆発？　それってどれぐらいの？」

「まあ、たいしたものではありませんが……そうですね、この建物が爆ばく心しん地ちと仮定した場合、この遊園地の半分がクレーターとなり、残りの半分が瓦が礫れきの下に埋うもれることになるぐらいの規模でしょうか」

「……あんまり恐おそろしいこと言わないでください」

　差し出された球体を受け取ろうとしていた手を思わず止め、アベルは声を震ふるわせた。白はく刃じんを素す手でで摑つかむことを強要されたような顔になって毒づく。

「そんなこと言われたら、私、冷ひや汗あせで手が……ケ、ケンプファーさん！　う、後ろ！」

「!?」

　警告を発したときには、アベルは自分の体を前方に飛ばしていた。背後を振り返ろうとした〝魔術師〟を覆おおい被かぶさるように押し倒たおす。その頭上を不ふ吉きつな音をあげて何かがかすめ過ぎた瞬しゆん間かん、数本の銀ぎん髪ぱつが風に舞まった。

「アベル!?」

「わ、私はだいじょうぶです！」

　ケンプファーを床ゆかに押し倒したまま、頭だけをあげてアベルは背後の壁を顧みた。たったいま、髪かみの毛を切断していった銀光の正体が、壁に深々と突つき刺ささっている。握にぎりに凝こった装そう飾しよくが施ほどこされた短たん剣けん──五指チンク剣エデアと呼ばれる幅はば広ひろの短剣だ。

「……〝ブラックウィドウ〟!?」

「アベルさま、上です！」

　愕がく然ぜんとなっている神父の下で、今度は〝魔術師〟が警告を発した。光らない目が天てん井じように向けられていることに気づいたときには、アベルはテロリストを抱かかえるように横に転がっている。二人が横たわっていた場所を、幅広の刃やいばが抉えぐったのはその半秒後のことだ。

「シ、シスター・モニカ、やめてください！」

　物質透とう過か能力を持つ〝魔女〟──暗殺者としてはＡｘ最高の派は遣けん執しつ行こう官かんを、アベルは制止しようとした。もっとも、彼女がどこにいるかはわからない。わからぬまま、怒ど鳴なる。

「いまは、こんなことをやっている場合じゃありません！」

〈へえ、じゃあ、どんな場合なんだい、ナイトロード神父？〉

　ハスキーな声は、男女を問わずぞくりとさせるような凄せい艶えんさを備えていたが、同時に獲え物ものをいたぶるような響ひびきが籠こもっていた。

　いったいどこから聞こえてくるのか、見当もつかない。話している間も、壁かべの向こうを移動しているかのようだ。

〈そいつは、見つけたらすぐに殺さないといけないテロリストだ。それを庇かばうなんて、ナイトロード神父……あんたも同罪だねえ！〉

「──アベルさま！」

　立ち上がりかけていたアベルを激しい声とともに突き飛ばしたのは、〝魔術師〟だった。意外に強い力を受けて後方によろけたアベルの目の前を銀色の光が過ぎる。できの悪い抽ちゆう象しよう彫ちよう刻こくのように床から生えた手が、五指チンク剣エデアを一いつ閃せんしたのだ。あと半はん瞬しゆん、ケンプファーの動きが遅おそければ、アベルの喉のど頸くびは搔かききられていたはずだ。だが──
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「ケ、ケンプファーさん！」

　悲鳴は、九死に一生を得たアベルの喉からこぼれた──アベルを突き飛ばした〝魔ま術じゆつ師し〟の顔が、苦痛に歪ゆがんでいる。その腹に生えていたのは、精せい緻ちな彫刻の施された五指剣の握りだ。

「ぐ……ふ……」

　力無く膝ひざをついた〝魔術師〟の手が、黒球から離はなれた。重い音をあげて落ちたそれは、雷らい鳴めいのような音をあげて床を転がってゆく。

「ケンプファーさん、しっかりしてください！　ユーグさん、掩えん護ごを！　ここは危険だ。まず、私が彼を運び出して……ヴァ、ヴァルトラウテさん!?」

　血の溢あふれる腹ふく腔こうを抱えて跪ひざまずいた〝魔術師〟──そこに駆かけ寄ったアベルの喉をひきつった声がこぼれた。同じく駆け寄ってきたユーグの肩かた越ごしに、黒球を拾い上げた娘むすめに向かって怒鳴る。

「いけない……それを離して！」

「…………」

　だが、警告が飛んだときには、娘は素早く身を翻ひるがえしている。まるでそれが自分自身の命であるかのように黒球を抱だいたまま、室外へと飛び出す。

「だめだ、マドモアゼル……それは危険だ！」

「ユーグさん、彼女を追って！」

　思わず壁の中の敵手も忘れ、アベルは同どう僚りように怒鳴った。

「早く、彼女を止めてください！　彼女、あれを離り宮きゆうで爆発させるつもり──え!?」

　たったいま、娘が駆け出していった戸口に立った新たな影かげに、アベルは目を瞠みはった。地味なコートにスーツの中年男──血の滲にじんだ肩かたを押さえたその顔は醜みにくく歪んでいたが、たしかに見覚えのある顔だ。

「マウリッツさん!?」

「逃にがさんと言ったぞ、叛はん徒とども……」

　憎ぞう悪おにひび割れた声が、アベルの耳を叩たたいた。血に汚よごれた憲兵士官の手には、おかしな形をした物体が握られている。木の棒の先に、短めの円えん筒とうを繫つなげたオブジェ。

「あ、あれって……や、やめてください、中ちゆう尉い！　私らはレジスタンスでは──」

「死ね、逆ぎやく賊ぞく！」

　一声吼ほえると、マウリッツは手にしたオブジェ──その独特の形から〝芋ポテト潰マツしシヤー〟と呼ばれる手しゆ榴りゆう弾だんを部屋の中へと投げこんだ。
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『トリニティ・ブラッドRage Against the Moons Ⅵ アポカリプス・ナウ』は、「ザ・スニーカー」二〇〇三年十二月号「PUBLIC ENEMY（前編）」から二〇〇四年六月号「APOCALYPSE NOW（前編）」を収録した、通つう称しよう『Ｒ．Ａ．Ｍ．』シリーズの最終巻である。著者である吉田直先生の突とつ然ぜんの逝せい去きよ（二〇〇四年七月十五日）により、本書に収録されるはずだった「APOCALYPSE NOW（後編）」は、永久に書かれることなく終わってしまった。




『Ｒ．Ａ．Ｍ．』シリーズについては、故・吉田先生の「背景世界や主要登場人物はまったく同じで、時間軸じくだけが異なっており、『Ｒ．Ａ．Ｍ．』は『Ｒ．Ｏ．Ｍ．』より数年前に位置しています。片方が本編で、他方が番外編というわけではなく、両方で『トリニティ・ブラッド』というひとつのシリーズを成しております」（『Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅰ　フロム・ジ・エンパイア』あとがき）という定義が最もわかりやすいであろう。

「ザ・スニーカー」一九九九年十二月号に掲けい載さいされ、ＴＨＯＲＥＳ柴しば本もと先生による圧あつ倒とう的なビジュアルとともに読者に衝しよう撃げきを与あたえたパイロット版（後に「トリニティ・ブラッド　Apocrypha」として二〇〇四年八月号にも掲載）を経て、ついにスタートした大プロジェクト「トリニティ・ブラッド」。その初のお目見えとなったのが「ザ・スニーカー」に連れん載さいが開始された連作短編『Ｒ．Ａ．Ｍ．』シリーズであり、読者の人気投票で連載の続投が決定するという、書き手にとって非常にシビアな状じよう況きようを乗のり越こえたということもあり、吉田先生の『Ｒ．Ａ．Ｍ．』にかける意気込みや愛着は並々ならぬものがあった。

　二〇〇四年五月二十五日の緊きん急きゆう入院・心臓の大手術により、刊行が遅おくれていた『Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅶ　極光の牙』をまずは完成させた後、じっくりと時間をかけ、『Ｒ．Ａ．Ｍ．』最終回執しつ筆ぴつにあたりたい──担当者の手元には手術直後、面会に訪おとずれた際に先生から手て渡わたされた、スケジュール案の手書きメモが今でも残っている。だが退院後、ほぼ完成形をみた『Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅶ』序章に続けて第一章の改かい稿こう作業中、吉田先生は再び倒たおれ、帰らぬ人となったのである。




　とはいえ『Ｒ．Ａ．Ｍ．』と『Ｒ．Ｏ．Ｍ．』の合流は、当初から──それこそシリーズ執筆開始の遥はるか前から──周しゆう到とうに計画されたものであり、最終回「APOCALYPSE NOW（後編）」を欠くとはいえ、そのプロットも詳しよう細さいなものが残されていた。さらにプロット作成にあたっては数度にわたる編集部との打合せを経ており、すぐに執筆に入れる段階であった。完全に煮に詰つまっていない部分も存在していたが、その部分についてはむしろ書きながら、アイディアがどの方向でまとまるかを見定めようということになっていた。

　アベルたちＡｘは死し闘とうの末、薔薇十字騎士団を壊かい滅めつさせ、兇きよう王おうルードヴィッヒ暗殺計画阻そ止しも成功する。だが、読者が周知の通り、ケンプファーやディートリッヒは生き残り、いやむしろ騎き士し団内部の敵・ヘルガやバルタザールを粛しゆく清せいしたことにより、いっそう邪じや悪あくに、いっそう強力になって『Ｒ．Ｏ．Ｍ．』編での再登場を待つのである。そして「APOCALYPSE NOW（後編）」のラストシーンは、まさに『Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅰ　嘆きの星』冒ぼう頭とう──エステルが見習いシスターとして暮らす自由都市イシュトヴァーン、その中央駅に飄ひよう然ぜんと降り立つ、我らが主人公アベル・ナイトロードを描えがいて終わるはずであった。

　ただ内容的にあまりにも多くの見せ場、あるいは要素が盛り込まれており、通常の連載枚数で本当に終わるのか？　という点では吉田先生も編集部も正直なところ懐かい疑ぎ的であった。打合せの席で「最終回については何枚になっても一挙掲載！」と半ばやけ気味の気勢を上げたことを懐なつかしく思い出す。




　その打合せの後、あまりにも多くのことが起こり、あまりにも多くのものが失われてしまった。しかし物語世界の創造主であった吉田先生の急逝により、「トリニティ・ブラッド」の物語が未完のまま終わることはやむなしとしても、遺のこされた原げん稿こうはすべて、最終的には文庫のかたちで読者のもとに届け、先生の既著とならべて永く読まれる物語となってほしい。読者が記き憶おくしている限り、アベルやエステルたちの旅は、終わることはないのだ。その一いつ環かんとしてスニーカー編集部が吉田先生のご遺族とも協議のうえ、シリーズを愛していただいた読者へお届けするのが、最終回のプロットを資料として収録したこの『Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅵ アポカリプス・ナウ』である。

　言うまでもなくこの最終回プロットは、「ザ・スニーカー」二〇〇四年十二月号付録『Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅶ　極光の牙［序章］』の巻末に収録した「解説・資料」と同様、読者に公開するために書かれたものではない。明らかに分かりにくい部分や説明のバランスを欠く点があり、その責はすべて編集部が負うものである。が、編集部が大きく手を加えるよりは、吉田先生が遺されたメモの原形をなるべく留とどめるべきではないかと考え、最低限の整理に留めた。




　読者によっては、この後に収録した最終回プロットに疑問を抱いだかれるかもしれない。「トリニティ・ブラッド」全体を貫つらぬく膨ぼう大だいな謎なぞや伏ふく線せんのうち、『Ｒ．Ｏ．Ｍ．』の過去編である『Ｒ．Ａ．Ｍ．』で解かれるべき謎は、もっと多いのではないか？　と。

　その疑問は、ある意味できわめて正当なものである。アベルとカテリーナの出会い、Ａｘ結成のきっかけ、『Ｒ．Ｏ．Ｍ．』に登場していない『Ｒ．Ａ．Ｍ．』のＡｘメンバーのその後など……。だが「トリニティ・ブラッド」の人気が高まるにつれ、吉田先生の中で、それらの謎も独立した大長編として──シリーズ中のエピソードの一つとしてではなく──徹てつ底てい的に書きたいという夢が生まれていたのだ。残念ながら編集部はそのすべてを知るわけではなく、吉田先生が身み振ぶり手振りまで交えて情熱的に語ってくれたシリーズの構想も、二度と聞くことはできない。

　その壮そう大だいなる全体像、それを支える圧あつ倒とう的なる設定は編集部の可能な限り、読者の元に届けることを約束する。だが今は暫しばし、『Ｒ．Ａ．Ｍ．』と『Ｒ．Ｏ．Ｍ．』の失われた結節点にして、「トリニティ・ブラッド」シリーズの大いなる節目──それは吉田先生がこの物語に託たくした夢の、折り返し地点でもあったはずだ──『Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅵアポカリプス・ナウ』の世界に浸ひたっていただければ幸いである。







　資料「APOCALYPSE NOW（後編）」プロット







■Ⅰ節──

　奪うばった憲兵隊の装そう甲こう車でシェーンブルン離り宮きゆうへ強行突とつ入にゆうしようとするヴァルトラウテと生き残りのレジスタンス。警備の兵士、これを防ごうとする。そのとき、レジスタンスの他のメンバー、強力な火器を持って駆かけつけてくる（あとでわかることだが、ここで駆けつけてきたレジスタンスたちは、実はメルキオールの作った人形）。

　ついに国王が滞たい在ざい中の宮きゆう殿でんに突つっ込むヴァルトラウテ。しかし、そこに国王はおらず、待ちかまえていたのは遊園地で振ふり切ったはずのアベル、ユーグ、ケンプファー。

アベル「陛下はすでに逃にがしました」




＃遊園地から先回りできたのはケンプファーの魔ま術じゆつ。

＃ディートリッヒが施ほどこした〝魔術〟のブロックは、「ケンプファーの命の危機」をフラグにして解除される仕組みになっていた。







■Ⅱ節──

　応おう援えんのレジスタンス（＝人形）、アベルらに発はつ砲ぽう。この間に、ヴァルトラウテはなんとか逃のがれようとするが、その前に立ちはだかるケンプファー。ヴァルトラウテの正体（＝擬ぎ似じ的に自我を与あたえられた人形）を知っているケンプファーはヴァルトラウテを破は壊かいしようとするが、ユーグがこれを庇かばう。しかしケンプファー、ユーグに重傷を負わせ、さらにヴァルトラウテも壊こわそうとする。

　ユーグとヴァルトラウテの危機にクルースニク化してケンプファーを止めようとするアベル。しかし、アベルがケンプファーに傷を負わせた瞬しゆん間かん、ヴァルトラウテに内蔵されていたギミックが作動。ヴァルトラウテが自分の体が勝手に動いていることに混乱している間にも、体はアベルを追いつめていく。しかし、アベルはヴァルトラウテが人形であることを知っても破壊できずピンチに。これを庇って重傷を負うケンプファー。

　そしてこれこそが、バジリスクの狙ねらっていたチャンスだった──上空の〝塔とう〟、高空からシェーンブルン宮殿をピンポイント攻こう撃げき。吹ふっ飛とぶシェーンブルン。爆ばく発はつに巻き込まれるアベル、瀕ひん死しのケンプファー、瀕死のユーグとそれを庇おうとするヴァルトラウテ。




＃当初はユーグが壮そう絶ぜつに死亡というプランもあったが、現時点では生き残る可能性大。







■Ⅲ節──

　上空のアイアンメイデン。ケイトとトレス、上空からシェーンブルンへの砲ほう撃げきを探知。弾だん道どう計算から、上空に浮うかぶ〝塔〟にようやく気づく。これを攻撃しようとしたとき、突然計器が狂くるい始める。

　驚おどろく二人の前に現れるメルキオール。すべての機械的センサーをだませる〝グレムリン〟であるメルキオールはとっくの昔に船内に潜もぐり込んで、撃げき墜ついのチャンスを狙っていた。

　トレス、メルキオールを排はい除じよしようとするが、特とく殊しゆ能力の前に敗北。さらに、〝アイアンメイデン〟そのものも大ダメージを受け、ヴィエナ郊こう外がいへ墜落を始めてしまう。トレスは切り離はなしたケイトとともに脱だつ出しゆつしようとするが、脱出装置はすべてメルキオールに破壊されてしまっており、絶体絶命。そこにレオンから通信──レオンはミラノから回航されてきた新装備──〝アイアンメイデンⅡ〟を運んできたのだ。




　カット変わって、ほとんど崩ほう壊かいしてしまったシェーンブルン宮殿。

　気絶から目覚めたアベル。瀕死の重傷を負ったユーグとそれを庇って壊れているヴァルトラウテの残ざん骸がい。ケンプファーを捜さがす彼の目の前に現れたのはバルタザール（あとでわかるが、この時点で本物のバルタザールはケンプファーに殺され、すり替かわられている）。

　ジークリンデたちを従えたバルタザール、石化したケンプファーをアベルに示し、「この男を殺すためだけに、あなたたちにも協力を願った……ご協力に感謝する」と告げて立ち去る。残ったジークリンデたち、アベルを殺そうとする。そこに上空から砲撃──〈だいじょうぶですか、ナイトロード神父？〉アイアンメイデンⅡ到とう着ちやく。







■Ⅳ節──

　立体映像でベルリンの幹部たちと会議中のヘルガ。

　ケンプファーの罪を糾きゆう弾だんしたうえ、今後の新体制について話し合う。

　さらに、幹部たちの目の前で、バルタザールの持ち帰ったケンプファーの石像を粉々に砕くだくヘルガ。しかしそのとき、警報が鳴なり響ひびく──地上から教皇庁の空中戦せん艦かんがあがってきているというのだ。

　アイアンメイデンを撃墜したにも拘かかわらず、まだ敵に航空戦力が残っていたことに驚くヘルガ。しかし、防空システムを作動させ、これを撃墜しようとする。

　だが、突然、システムがダウンし、それどころか〝塔〟そのものがヴィエナに向けて墜落を始める。いったいなにごとかと驚いているヘルガの目の前に現れるディートリッヒ。なぜ、凍とう結けつして拘こう束そくしていたディートリッヒが自由になっているのかと驚くヘルガの目の前で変身を解くバルタザール＝ケンプファー。

　ケンプファー、幹部たちに対し、ヘルガによる自分の暗殺計画を明らかにしたうえで、ＲＡＭ４以来の彼女の活動によって、オルデンの存在が教皇庁に明らかになったことを糾弾。

　これを聞いた幹部たちがヘルガを見放し、ケンプファーへの肩かた入いれを明確にした時点で、〝アイアンメイデンⅡ〟突とつ入にゆう。この衝しよう撃げきに乗じて、ヘルガはケンプファーを攻撃。ジークリンデたちにケンプ＆ディートを足止めさせている間に、自分とメルキオールは逃げ出す。







■Ⅴ節──

　アイアンメイデンⅡから飛び降りてきたアベル、トレス、レオン＆ゲルマニクス陸軍。

　アベル、この空中要よう塞さいが地上に落下中であることを知り、ヴィエナに被ひ害がいが出ないよう、上空で爆発させることを提案。レオンとトレスにはシステムの確保を依い頼らいする一方、自分はバルタザール（アベルはあれがケンプファーであることを知らない）を確保しようとする。その前に現れたのは、脱出しようとするヘルガ。

　この要塞を自じ爆ばくさせるため、メインシステムを確保しようとするトレスとレオンは、メルキオールとでくわし、壮絶な戦いの末、それぞれに恨うらみのあるこれを倒たおす。




＃トレスとレオンが二人がかりになっても当然と思ってもらえるような、騎き士し団の幹部らしい劇的な末路が必要。







■Ⅵ節──

　アベルvsヘルガ戦。クルースニク化したアベルにヘルガ敗北。しかし、アベルがヘルガを生かしたまま捕とらえようとしたそのとき、ケンプファー介かい入にゆう。ヘルガを自分の〝影かげ〟に吸い込んでしまう。自分が結局ケンプファーの掌てのひらの上で踊おどらされていたことに怒おこったアベル、クルースニクを80％起動。圧あつ倒とう的な力でケンプファーを追いつめ、ついに倒す（だが実際は、いよいよというところでケンプファーがカインの存在を匂におわせる発言をしたため、アベルが思わず見せた隙すきをついて逃にげられている）。

＃ケンプファーを倒したアベルだけが、彼の生死について半信半疑の状態。状じよう況きよう的に見れば、ケンプファーの死は疑えないもの。

＃アベルがこの時点で、どこまでカインの復活あるいは動向に通じているかは要検討。







■エピローグ──

　ローマのカテリーナのもとに戻もどってくる派は遣けん執しつ行こう官たち。だが、アベルは次なる任務へと向かっており、その場に姿を見せない。




　ベルリンの〝塔とう〟。カインのもとに戻ってきたケンプファー。アベルについて報告。




　アベル、イシュトヴァーン駅に降り立つ。


（Ｒ．Ａ．Ｍ．シリーズ完結）　
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